



























































俺が好きなのは妹だけど妹じゃない７
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　……ついに、この瞬しゆん間かんがやって来ました。

　私は壇だん上じように用意された椅い子すに座りながら、講堂に居並ぶ生徒達を見下ろします。

　少し前まで生徒会長をやっていたため、こういった状じよう況きようはお馴な染じみのものなんですが、今日は全くその意味合いが違ちがいます。

　なにせ、生徒の皆みなさんの服装は白はく桜おう女学院の制服ではなく、私立七なな海み坂さか高等学校のそれなのですから。もちろん私も同じ格好です。

　そう、今はまさに、七海坂高校の入学式の真っ最中というわけなのです。

　……ああ、夢にまで見たこの状況が、本当に目の前に広がっているんですね！

　お兄ちゃんと同じ学校……！　お兄ちゃんと一いつ緒しよの学生生活……！

　えへ、えへへ……、いけません！　少し想像しただけでもう顔がニヤニヤしてしまうじゃないですか！　でも仕方がないです。そのためにこの高校に入学したんですからね。

　そうです。これは『お兄ちゃんノート』でも何度も妄もう想そうした場面であり、ずっとずっと待ちわびていたことでもあるんです。

　お兄ちゃんとのバラ色の高校生活──同じ場所で同じ時間を過ごすんですよ？

　今まででは考えられないような濃のう密みつな関係がきっと……！　えへへへへ……！

　……おっと、ですが気を緩ゆるめてばかりもいられませんね。

　も、もちろんお兄ちゃんとのイチャイチャは絶対に絶対にするんですけど！　でも初めは、取材という名目をキープするのです。焦あせりは禁物ですから。

　徐じよ々じよに徐々にお兄ちゃんとの距きよ離りを縮めていき、同時に周りの人々に私達の仲を見せつけ、名実ともにお兄ちゃんと恋こい人びと同士になるという計画。

　……ふふふ、我ながら完かん璧ぺきです！　同じ高校に入学できた時点で、もう作戦の成功は約束されたようなものですしね！　えへへ、覚かく悟ごしててくださいお兄ちゃん！

「それでは、新入生代表、永なが見み涼すず花かさん」

「はい」

　名前を呼ばれ、私は瞬時に妄想を切り上げて立ち上がります。

　大事な門かど出でで失敗するわけにはいきません。私は気を引き締しめてマイクの前に立ち、おそらくこの場にいる誰だれよりも深い感かん慨がいを込こめて、口を開きます。

　……さあ、新しい物語の始まりですよ、お兄ちゃん！







　　　第一章　妹のいる風景







「……戸と締じまりはＯＫですね。では、行きましょうお兄ちゃん」

「ああ」

　玄げん関かんの鍵かぎをチェックし終わると、涼すず花かは小走りに近寄って来て、俺の横に並んだ。

　そのまま一緒に歩き出す。今までだったらすぐに分かれてそれぞれの学校へと向かっていたのだが、そんな光景はもう見られなくなっていた。

「えへへ、今日もいいお天気ですね」

　上じよう機き嫌げんで笑う涼花に、俺は相あい槌づちを打ちながら空を見上げる。

　雲一つない青空に、時折ヒラヒラと舞まう桜の花びら。

　それは去年とまったく同じ四月初しよ旬じゆんの光景だったのだが、状況は一年前とはまるで違うものになっていた。

「気温もちょうどよくて、過ごしやすいですし……」

　もちろんその原因は、俺と並んで歩いている妹の涼花に他ならない。

　こいつが俺と同じ高校に入学してきたということ自体は、一応ではあるけどもう受け入れられたんだ。それでもやっぱりこうやって、一緒に登校してるって事実にはまだちょっと慣れない。

　……何というか、違い和わ感があるっていうのか？

　もちろん嫌いやだとかそういうわけじゃなくて、今まで涼花とこんなことをした経験がないから、戸と惑まどってるってのが正直な感想だろうと思う。

　中学はもちろん、涼花を特別可愛かわいがってる両親（主に親おや父じ）の意向で、俺達は小学校も別々だったわけだからな。

　長年未経験だった末に、高校になって初めて一緒に登校って事態になって、大したことでもないはずなのに意識しているってところらしい。

　そんな感覚の中には、それまでずっとギクシャクしていた関係が、この一年で急速に改善されたって事情も多分に含ふくまれてるんだろうけれど。

「……？　どうしたんですかお兄ちゃん？　なんだか難しい顔をしてますけど」

「え？　あ、いや！　何でもない！」

　……とはいえ、俺とは違って涼花はどこまでも自然体。ほんと、クールなやつだ。

　なんだか俺一人だけ兄妹きようだいで登校ってことを気にしてるのは恥はずかしいので、気け取どられないように視線を外す。

「こんなに気持ちのいい日なんですから、そんな顔をしていてはダメですよ？」

「あ、ああ。でも、お前は本当にうれしそうだな」

「当然です。だってこうやってお兄ちゃんと──」

　とそこまで言って、涼花はハッとした様子で口を閉じた。

「俺と？」

「そ、それは、その！　別に、あの……！」

　俺の言葉に赤い顔でワタワタと手を振ふっていた涼花だが、

「て、天気もよくて、いい気候の中をお兄ちゃんと登校しているんですから、機き嫌げんが悪いはずもありません。も、もちろん主な理由は『天気がいいから』の方で、お兄ちゃんと一緒だからというのは、その、副次的なものと言いますか!?」

　と言って、最後には「とにかく深い意味はありません！」と締めくくってからぷいっとそっぽを向いてしまった。

「……というか、お兄ちゃんは私と登校するのが嫌なんですか？」

「そ、そんなわけないだろ」

「で、では、お兄ちゃんももう少しうれしそうな顔をしてもいいんじゃないですか」

　顔を逸そらしたままの涼花にそう言われ、少しドキリとする俺。

　確かに俺はこの状況に戸惑っている反面、実は二人一緒に登校できるのがうれしいと、ハッキリ感じていたりもするのだった。

　さっきも言った通り、今までずっとできなかったことだし、できるとも思っていなかったことだ。それが涼花と仲直りして、こうやって実現しているかと思うと感慨深いものがある。

　とはいえ、それをストレートに言えるわけもない。

　なぜかって？　……決まってんだろ。恥ずかしすぎるし、そもそも危険だからだ。

　ただでさえもう覆くつがえせないほどのシスコン認にん定ていを受けてる俺が、そんな台詞せりふを口に出してみろ。絶対白い目で見られる。最悪「一緒に登校するのは今日限りにしましょう……」と距離を置かれるかもしれない。そんなことになったら俺は泣く。絶対。

　と、こんな風に俺が内心葛かつ藤とうしてるというのに、

「あ、す、涼花？」

「こ、これも取材ですから」

　当の涼花はそんなこと知ったことじゃないとばかりに、こうやって不意に手をつないできたりするから困る。

　もちろん涼花の言葉通り、それはラノベの取材という理由からの行動だから意識するようなことじゃないんだけど、いろいろ誤解とかも招くからな。

　……でもまあ、いいか。

　なんだかんだあるけど、俺はこの状況に満足しているらしい。

　同じ通学路を歩き、学校では一緒に昼食をとり、放課後も二人で帰る──そんな涼花との高校生活が始まってまだわずか数日だけど、心がうきうきとしているのが自分でもわかるんだ。

「～～♪　～～～～♪」

　こうやって機嫌のいい涼花の横顔を見ながら歩いていると、今まではなかった兄妹としての時間を取り戻もどしているような気分にもなる。

　だからあれこれ考えず、素す直なおにこの日常を楽しんでいけばいい。

　俺はそんなことを考えながら、ぼんやりと涼花を眺ながめていたのだが、

「……あれ？」

　ふと、今までにない感覚が訪おとずれる。

　背せ丈たけは中学時代とまるで変わっちゃいないけど、高校の制服に身を包む涼花の姿が、なんだか妙みように大人びて見えたのだ。

　……お、おかしいな？　涼花のこの格好はもう何度も見てるはずなのに、なんだか全然違った印象を受ける。何というか、可愛いというより綺き麗れいって感じに……。

「お兄ちゃん？　どうしたんです？　ボーッとしてるようですが」

　その言葉でハッと我に返る俺。

「い、いや、……その、なんかいつもと感じが違うなーって思ってさ。髪かみ形がたとかちょっと変えたりしたのかなーなんて……」

「私ですか？　いえ、別に何も変えてはいませんけど」

　不思議そうに首を傾かしげる涼花。俺は「そ、そうか」とだけ言って視線を逸らす。

　……うん、やっぱ気のせいだよな。

　どうやら俺はまだこの状況に慣れてないらしい。非日常って意識が残ってるから、涼花の印象も違って見えたんだろう。

「春だからってぼけっとしてないで、お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください。……そ、その、お兄ちゃんは凜り々りしい顔の方がもっとカッコいいんですから……」

　後半はぼそぼそ声で聞こえなかったが、とりあえず俺はそう注意されて「悪かった」と頭を下げる。確かに涼花も入学してきたし、兄である俺が評価を下げて妹に迷めい惑わくがかかるようなことは避さけないといけない。
















「わ、わかってもらえればいいんです。……ところで、今日の取材ですが──」

　話は変わり、涼花は手をつないだままどこかうきうきとした様子で放課後の予定を口にし始める。

　俺はそんな涼花の笑え顔がおを眺めながら、春の陽気とはまた違ちがった温かさを感じていた。




　　　　　　　▼




「か、勝手に帰らないでよ？　すぐ終わらせてくるから！　……まったく、なんで私が担任から呼び出されないといけないのよ……！」

「そりゃお前、一人だけ春休みの宿題の提出が遅おくれたからだろ」

「仕事で忙いそがしかったんだから仕方ないでしょ！」

　そう言って悪びれた様子もなく目の前で頰ほおを膨ふくらませているのは、二年生に進級しても結局同じクラスになってしまった舞まいだった。

　放課後。ＨＲが終わるとすぐに俺の席にやって来た舞だったが、同時に担任から春休みの宿題のことで説教があるからと職員室に呼ばれたのだ。

「せっかく祐ゆう相手に新作の取材をしようと思ってたのに……！」

「そんな話は初耳なんだが!?　本人に許可なく勝手に決めるな！」

「わ、私が勝手にやるんだからいいの！　とにかく待っててよね！」

　それだけ言い残して慌あわただしく教室を出て行く舞を見送りながら、俺はため息を吐つく。

　この前のラブコメ勝負以来、ストーカー気質は若じやつ干かん（ほんの若干）薄うすくなって安心していたが、今度はその代わりに勝手に取材対象にされることが多くなってしまった。

　本人は「涼花さんも入学して、のんびりしてられないからね！」と意味不明に息巻いていたけど、もちろん俺がそんなことに付き合ってやる義理はないので、さっさと避ひ難なんしようと席を立つ。

　だがその時、まだ教室に残っていた生徒達がザワっと揺ゆれた。

「あ、お兄ちゃん……」

　見ると、涼花が教室の入り口から遠えん慮りよがちに顔を出していた。

　生徒達のざわめきの原因は、もちろんこいつだ。だが当の本人は気づいた様子もなく、俺と目が合うと平然としながら教室に入って来た。

「遅おそかったので来てしまいました。それでは、放課後の件、お願いしますね」

　しかもそう言って笑顔なんて見せたので、ざわめきはさらに大きくなる。段々と周囲の視線が耐たえられなくなってきて、俺は慌てて涼花の腕うでを摑つかんで教室を後にした。

「？　どうしたんですかお兄ちゃん」

「お前は気づいて──……いや、何でもない」

　涼花がどれほど目立つ存在かを解説しようとして、やっぱりやめた。

　言ったところでどうせ「そうですか」程度で流されるだろうしな……。

　本人が気にしていない以上、言っても無む駄だだ。

　一応、涼花がこうも注目されてる経けい緯いについて説明すると、ぶっちゃけた話、美少女だからである。それも我が妹ながら、頭に「超ちよう絶ぜつ」がつくほどの美少女だからだ。

　しかもどこから洩もれたのか、入試でトップの成績だったってことも知られ、入学式で新入生代表として完かん璧ぺきな演説をしたこともあり、さらには白はく桜おう女学院から来たということも相まって、あっという間に涼花は男女問わず、同級生はもちろん上級生に至るまで知らない生徒はいないというほどの有名人になってしまったのだ。

　……わかってたことだけど、改めて俺の妹はすごすぎる。

　ある程度は想定してたけど、余よ裕ゆうでその想定の上を行くんだもんなぁ……。

　まあそんなわけだから、俺が涼花の兄であることも当然一いつ瞬しゆんでバレた。

　二年生の初日から涼花についてのすさまじい質しつ問もん攻ぜめに遭あい、紹しよう介かいしてくれという声を抑おさえるまでに数日を要した。さらには舞と涼花のどちらが校内一の美少女かという話が持ち上がり、男子からすさまじい嫉しつ妬との目線を向けられたりもした。

　……あー、あれは思い出したくない記き憶おくだ……。

　とはいえ、それもようやく落ち着いてきたのだが、こうやって涼花が俺を訪ねてきたりすると、まだああやって騒そう然ぜんとしたりするから困る。

　まあそれも、時間が経たつにつれて沈ちん静せい化していくと期待するしかないな。

「よくわかりませんが、もっと元気を出してください。……こ、これから取材をしないといけないんですからね」

　俺の苦労も知らずに拗すねたように言う涼花。

　これも完璧な妹を持った兄の義務と、俺は気持ちを切り替かえる。

「そういや、取材って言ってたけど具体的には何をするんだ？　……その、腕を組んだまま校内を一周とか、そういうのはもう勘かん弁べんしてほしいんですけど……」

　俺は数日前の『取材』を思い出しながらゲンナリする。

「し、仕方ないじゃないですか。ラノベも次の巻から高校生活編に入るんですから。いろいろなイチャイチャイベントを取材する必要があるんです」

　そう言われてしまうと、代理人である俺としては反論のしようがない。大人気ラノベ作家・永と遠わ野の誓ちかいである涼花が、作品のクオリティを上げるためにしている行こう為いだ。

　……まあそうでなくても、妹からお願いされたら聞くしかないんだけどな。

　その、もちろんこれも兄の義務としてね？

「そ、それに今日の取材はそういうものではありません。部活見学に一いつ緒しよに付き合ってほしいんです」

「部活見学？」

「はい。新入生が入ったということで、多くの部活が勧かん誘ゆうイベントをしているそうです。それをお兄ちゃんと二人で見て回りたいなと……。あ、も、もちろんそういうシーンが次の巻で使えるかもしれないという意味で！」

　……なるほど、そういやそんなイベントもあったな。

　俺はラノベ執しつ筆ぴつに集中するために部活に入るつもりはなかったからスルーしてたけど、去年とかでも結構盛せい大だいに行われていたらしいとは聞いたことがある。

「……そ、そこなら大勢の生徒が集まってるでしょうから、お兄ちゃんとイチャイチャしつつ周囲へのアピールもバッチリ……！　それにもしお兄ちゃんと同じ部活に入ったりしたら、また別のイチャイチャが……！」

「なるほどね。でもお前、部活に入るつもりなのか？」

「ぴぅっ!?　な、何ですか!?」

「いや、だから、どっか入りたい部活でもあるのかと……」

「い、いえ、特にそういうわけではありません。ただ、私もいろいろと勧誘されていますので、入るにしろそうでないにしろ、一度くらいはイベントに顔を出すべきかと」

　ふむ、そういう事情があるのか。

　確かに、ただでさえ大人気の涼花なんだから、部活の勧誘もそりゃあるよな。

　受けるにしろ断るにしろ、一度見てからというのも真ま面じ目めで律りち儀ぎな涼花らしい。

「わかった。そういうわけなら行くか、部活見学」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　そう言うやいなや、涼花はギュッと全身で俺の腕に抱だきついてきた。

「ちょ!?　な、なんでこの体勢に!?」

「か、勘かん違ちがいはしないでください！　あくまでも『兄妹きようだいのラブラブ部活見学』というシーンの取材のためであって、私がそうしたいからとかアピールのためとか、そういうことではありませんからね!?」

「ぶ、部活見学もこのまま行くのか？　ただでさえお前は目立つのに、わざわざ人前でこんなことしてたら注目されまくるぞ……？」

「望むところ──ではなく！　しゅ、取材のためならそれくらい平気です！」

　ぐ……っ、相変わらず作品に対する姿勢が真しん摯しすぎる。

　だけど、これくらいじゃ怯ひるまないからこそあれだけ面おも白しろい作品も書けるんだろうな。

「わ、わかった。でも変な誤解をされる前にはやめような？」

「……いえ、それが目的でもありますし……」

「え？」

「ななな何でもありません！　とにかく、さあ行きましょう！」

「あ、おい！」

　そう言って、涼花は俺の腕を引っ張ってどんどん進んで行く。

　すれ違う生徒達からいろんな意味で痛い視線をもらいながら、こうなった以上仕方がないと、俺も覚かく悟ごを決めるしかないのだった。




　そうして俺達は部室棟とうへとやって来た。

　ここはその名の通り様々な部室が集まっている場所で、今は勧誘イベント中ということもあって、多くの部員と新入生でごった返していた。

「はー……、イベントってこんな賑にぎやかだったんだな……」

「去年もあったはずですから、お兄ちゃんも知ってるはずでは？」

「いや、実は見たことなかったんだ。部活には興味なかったからな」

　俺が涼花とそんな会話をしていると、不意に喧けん噪そうの質が変わった。

「あ、あれ一年の永なが見みさんじゃ……」「ま、マジだ。見学に来たのかな」「ヤベぇ！　絶対勧誘しないと！」「おい抜ぬけ駆がけするな！」「ってか兄貴も一緒じゃん……」

　そんな声がチラホラ聞こえてきて、その場にいた生徒達の視線が集まってくる。

　……まあ予想してたとはいえ、やっぱりこうなるわな。涼花の注目度を考えれば当然の反応だ。最後のやつのちょっと落らく胆たんしたような台詞せりふは癪しやくに障さわるけど。

「や、野球部です。是ぜ非ひうちのマネージャーを……！」「それよりバスケ部に！」「一緒にテニスをしませんか！」「陸上で全国を……！」「す、相撲すもう部……」

　いろいろな部活の勧誘部員が一気に押し寄せてくる。中には女子には無む縁えんな部活もあったが、みんなそんなことはおかまいなしで涼花の勧誘に夢中になっていた。

　周りで見ていた新入生達も「永見さんが入るなら俺も……！」とか「どこに入るのかしら？」とか興きよう味み津しん々しんの目で事の成り行きを見守っていた。

「……申し訳ありません」

　しかし涼花は、そんな嵐あらしのような勧誘を一つ一つ丁てい寧ねいに断っていた。

　決して相手を不快にさせないよう、しかし入部の意思のないことはきっぱりと告げて、断られた方も納なつ得とくして引き下がっているといったありさまだ。

　……や、やっぱすごいなこいつは。まったく怯むことなく冷静にさばいていってる。

　理路整然としながらも穏おだやかな口調で、しかも不思議な説得力のある言葉に、その場にいた全員が完全に涼花のペースに取り込まれているみたいだ。

　俺は次から次にやって来て、満足した顔で去って行く勧誘部員を呆あつ気けにとられながら眺ながめていた。

　……しかし、わかってたことだけど、涼花の男子からの人気はものすごいな。

　みんなアイドルでも見るような目をしてやがる。でも、あんまり熱っぽい目で涼花を見ないでほしいもんだ。……なんか、あんまりいい気分じゃないからな。

「ふう、ようやく先に進めそうですね」

　男子からの怒ど濤とうの勧誘が一段落つくと、涼花は苦く笑しようしながらそう言った。

「まったく、大変だったな……。勧誘に失敗した男子共が去り際ぎわに恨うらみがましい視線をこっちに向けてくるし……」

「視線？」

「い、いや、わからないならいい。とにかく、まだ見てない部活も見に行くとしようぜ。取材だし、漏もれがあるのもマズイだろ」

　俺の言葉に「そうですね」と、どことなくうれしそうに頷うなずく涼花。

　そして二人で部室棟の奥へと入っていく。その間もずっと涼花は俺の腕に抱きついたままなので、チクチクする視線はずっと付きまとったままだったが、もういい加減気合で無視することにした。

「こっちは文化部とか、女子運動部が集まっているみたいですね」

　涼花の言う通り、足を進めていくとまた違ちがった雰ふん囲い気きが広がっていた。

　さっきまでの男子運動部のような前のめりな感じではない、また違った賑やかさだ。

　もちろんここでも涼花（と隣となりにいる俺）に注目が集まってくるのは変わりない。

「それで、お前は何か興味のある部活とかあるのか？」

「いえ、私も部活自体はそれほど──」

　そこで俺達がそんな会話を交かわしていると、

「あ、永見さんよ」「ほんとだ！」「ウソ！　絶対入ってもらおうよ！」

　またさっきと同じように、今度は女子勧誘部員達が集まってきた。

　……さすが、涼花の人気は男女を問わずだな。

　なんか、白桜で涼花がお姉さまって呼ばれてたのを思い出すぜ。

　俺はきゃあきゃあと盛り上がる女子部員達を尻しり目めにそんなことを考えていた。

　どうせまたさっきと同じように、涼花と女子達で入部するしないのやり取りが繰くり返されるんだろうなーとぼんやりしていたのだが、

「あのあの、永見くんからもお願いしてくれない？」「せ、先せん輩ぱいからも永見さんを説得してくれませんか？」「あ、ナイスアイデア！」

　と、なぜか矛ほこ先さきが俺の方にも向いてきたのだ。

「へ？　どういうこと？」

　いきなりのことで俺が面食らっていると、

「だから、永見くんから妹さんに、ソフトボール部に入るよう言ってほしいのよ」「ズルイですよ！　それより先輩、永見さんを是非バレー部に……！」「将しようを射いんと欲ほつすればまず馬を射よということですね。ならば我ら弓道部に是非」

「ええ!?」

　そんな感じで、いつの間にか涼花の説得役として見なされてしまっていたようだ。

「ちょ、ちょっと待って！　そんなこと頼たのまれても困る！　俺が説得したからって涼花がその部活に入るわけないだろ!?」

「なんで？　永見くんと妹さんは仲良し兄妹なんでしょ？　だったら兄の説得って効くと思うんだけどな」

　か、勝手な上に的外れなことを……！

　大体俺の説得なんて涼花にどれほどの効果があるってんだ！　ただでさえ俺の発言力は低いのに……！　涼花も誤解のないようにビシッと言い返してやれ！

「えへ、えへへ……、仲良し兄妹だなんてそんな……」

「なんで照れてんの!?」

　だが当の涼花は意味不明な反応を見せていた。……いや、取材のためにキャラに成りきってんのかもしれないけど、今はそんなことしてる場合じゃないだろ!?

　そしてその様子から、ますます勘違いして俺の方に迫せまってくる女子部員達。

　しまいには、新体操部と思おぼしきレオタード姿の女子が、懇こん願がんしながらピタッと身体からだをくっつけてきて、俺は思わず「うわ……っ!?」と背筋を伸のばす。

「お願いします！　永見さんならきっとすごい選手になります！」

　いやいや、それどころじゃないでしょ！　いろいろマズイ部分が当たってる……！

　本人は夢中で気づいていないのか、必死な様子で上うわ目め遣づかいで頼んでくる。そしてそれがまた危険だ。感かん触しよくの方も薄うすいレオタードなだけにダイレクトだし。

「えへへへ…………って、お、お兄ちゃん!?　何してるんですか!?」

「それはこっちの台詞だと思うんですけど!?」

　我に返った涼花が俺の方を見て、真っ赤な顔で睨にらみつけてくる。

　……いやいや、お前がなんかバグってたからこんな収拾のつかないことになってんじゃないか！　と視線で訴うつたえる俺だったが、なぜか対たい抗こうするように腕うでに抱きつく力を強めてくる涼花。取材より、この状じよう況きようをなんとかしてくれ！

　そんな感じでわけのわからないまま俺がもみくちゃにされている時だった。

「ああああ！　こんなところにいた！」

　突とつ然ぜんそんな声が聞こえてきて、その場の全員が振ふり向く。するとそこには、

「ま、舞!?　なんでここに!?」

「あんたを探しに来たに決まってるでしょ！　っていうか、待っててって言ったのにいなくなってるってどういうことよ！」

　舞が憮ぶ然ぜんとした表情で立っていて、つかつかとこっちに近寄ってきた。

「……む、氷ひ室むろさん。こ、これはどういうことですかお兄ちゃん」

「あ、涼花さんも一いつ緒しよだったの？　私は祐に、放課後取材に付き合ってもらう約束があったんだけど」

「お、おおおお兄ちゃん……？」

「そんな約束してない！　こいつが勝手に言ってるだけだ！」

「か、勝手じゃないわよ！　ちゃんとあんたには頼んどいたじゃない！　『取材させてもらうから覚悟しときなさいよね』って！」

「そんなこと了りよう解かいしてないし、そもそもその言葉は頼んでるんじゃなくて一方的に宣言してるだけじゃねえか！」

「……と、ところで、二人はこんなとこで何をやってるわけなの？」

　き、聞こえてないふりして誤ご魔ま化かしやがった……！

「部活見学です。わ、私のためにお兄ちゃんはわざわざ付き合ってくれているんです。そしてもちろんですが、取材も兼かねています」

「な、取材ですって……！」

　どこか自じ慢まんげに言う涼花に、舞は悔くやしそうな表情を見せる。

　だがそれもつかの間、すぐに何かを思いついたような顔をすると、

「そ、それはいいアイデアね。そういうことなら私も祐と一緒に部活見学の取材をさせてもらうわ！」

「ええ!?　そ、それは……！　取材ならもう私が……！」

「相手が多い方が祐にもいいでしょ？　それに私の取材にもなるから一石二鳥だわ！　というわけで、私も一緒について行くから」

　今度は舞が勝ち誇ほこったようにそう宣言して、涼花が「うう……」と唸うなっていた。

　その間、当然のように当事者であるはずの俺は蚊か帳やの外だったが、これも代理人でしかない人間の悲しさなのかもしれないな……。

「ねえねえ、どういうこと？」「さあ、取材とかよくわからないですけど……」「けど、これって永見くんが説得したら氷室さんも部活に？」「な、なんだと……!?」

　その時、舞の登場で遠巻きになっていた女子部員達が、そんな会話を交かわして目の色を変えていた。……あ、なんかヤバイ予感が。

　そして再び殺さつ到とうしてくる女子部員達。涼花と舞が部活に入るように説得してと四方八方から迫られ、俺はほとほと困り果ててしまった。

「ねえねえ、お願い聞いてくれたら、個人的にサービスしちゃうよ？」

　その時、チアリーダーの格好をした一ひと際きわ胸の大きい女子が、不意に空いている方の俺の腕に抱だきついてきて、思いっきりその凶きよう悪あくな二つの膨ふくらみを押し付けてきた。

　むにゅうっという張りのある感触に、俺は思わず言葉を失う。

「な、ななな何をやっているんですか！」

「祐！　あんたも何だらしない顔してんのよ！　それなら私が……！」

「まあまあ、ウチはチアリーディング部の部長なんだけど、永見くんはチア好きみたいだねー。二人もウチの部に入ったら、こんな風にメロメロにできるんじゃないかなー？」

　にひひひひ、と悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべながらさらに胸を押し付けてくるチア部部長。

　それはあからさまな挑ちよう発はつだった。俺を引き合いに出せば二人を勧かん誘ゆうできると思ってこんなことをしてるんだろうが、さすがにそんなみえみえの狙ねらいじゃ、舞はともかく涼花を乗せることなんてできるはず──

「た、体験入部させてもらいます！」

「わ、私も私も！」

「ええええええええええええええええええ!?」




「……で、なんで釣つられてるんだよお前は……」

「し、仕方ないじゃないですか。これもお兄ちゃんが鼻の下を伸ばしていたのが悪いんです！　反省してください！」

　真っ赤な顔で睨み付けてくる涼花に反論しようと思ったが、胸の感触に気をとられたのは事実なのでできなかった。……でも、あんなの不ふ可か抗こう力りよくじゃないか。

「ま、まあいいです。これも取材の一いつ環かんにはなります」

　そう言って、自分のチアリーダー姿を満まん更ざらじゃない様子で見下ろす涼花。

　あの後、体験入部ということでコスチュームを借りて、俺達はチア部の練習場へとやって来ていた。

「そうね。祐はこのコスが好きみたいだし、悪くない体験だわ」

　同じく、これまた『取材』という名目でついて来た舞もコスチュームに着き替がえていた。

「いや、俺は別にチアリーダーが好きってわけじゃなくて……」

「じゃあ嫌きらいなわけ？」

　……だから、どうして俺の周りにいる女性陣じんはこういう論法を駆く使しするんですかね。

「にひひー、いいねいいね！　永見さんも氷室さんもハイパー美少女だし、この二人が入ってくれたらチア部は安あん泰たいだよー！」

　そして、俺の横ではすべての元げん凶きようであるチア部部長が、やっぱり悪戯っぽい笑みを浮かべたまま涼花と舞の姿を眺ながめていた。

「やっぱり永見さん達の勧誘のキーマンはきみで正解だったわけだねー。にひひ、なんならもっとサービスするよ？」

「マジでヒドイ目に遭あいそうなんでお断りします！」

　……く、完全に利用されちまってるな。

　けどまあ、涼花の言う通り部活見学の取材なら体験入部ってのも悪くない、か。

「それで、チアリーダーってどうすればいいわけ？」

「そうですね。私も見たことはありますが、やった経験はありません」

　二人が手に持ったポンポンを持て余し気味に眺めていると、

「チアだから、もちろん誰だれかを応おう援えんするんだよ。そうだなー、とりあえず一度、思いついた通り自由に応援してみて」

「……と、急に言われても困ります。具体的にどうすれば」

「あ、じゃあさ、ここにいる永見くんを応援してみよう。やり方は自由でいいから」

　……お、俺？　と、いきなりこっちに振られて戸と惑まどう俺だったが、二人はなぜかピクリと反応した後、納なつ得とくしたような表情になった。

「な、なるほど、祐を応援ね。そういうことならやってやるわ。……こほん。さあ、私のためにがんばりなさい、応援してあげるわ祐！」

　そう言って、ポンポンを持ったままの右手をビシリとこちらに向ける舞。

　左手は腰こしに当ててふんぞり返り、得意げな笑みを浮かべているが、

「それのどこが応援なんだよ……」

「ど、どう見ても応援じゃない！　元気出るでしょ？　出るわよね!?」

　……まあ確かに、ちょっと涙なみだ目めで顔を赤らめているところとか、偉えらそうにしているのにポンコツ感が溢あふれてるところとかは一いつ生しよう懸けん命めいさが出てて、ちょっと可愛かわいい。

　けどそんなこと口にしようものなら調子に乗りまくることは明らかなので、言わない。

「え、えーと……っ、お兄ちゃんを応援、お兄ちゃんを応援……！　が、がんばれがんばれお兄ちゃん……！」

　一方涼花はスタンダードな感じでやろうとしているが、恥はずかしさからかポンポンで顔を半分隠かくしてしまっていた。それでも耳まで真っ赤になっているのが見えて、これまた一生懸命さが伝わってきて和なごむ。

「いいね！　やっぱ美少女は何やっても映えるね！　ほらほら、永見くんも二人の応援のおかげでハッスルしてるよ！」

「い、いや俺は別に……。ってか、こんな感じでいいんですか？　チアリーディングってもっとこう、激しく動いてるイメージなんですけど」

「まあ体験入部だし。それに本質は誰かを応援することだからこれでいいんだよ。んー、でもまあ、どうせなら動きの方も体験してもらおっか」

　そう言って、チア部部長も自分のポンポンを手に取った。

「チアは動きながら応援するスポーツだからね。動き方はいろいろだけど、基本的なところだとやっぱりジャンプかな」

　その言葉通り、両手を上げてぴょんぴょんとその場で飛び跳はねるチア部部長。

　ポンポンやスカートがヒラヒラと揺ゆれ、そして二つの膨らみがぷるんぷるんと──

「おおおお兄ちゃん!?　何を食い入るように見つめてるんですか!?」

「そそそそんなことしてないですはい!?」

　慌あわてて視線を逸そらす俺。……けど、あんなの反則だろ！

「にひひー。まあこんな風に、動きがある方が注目もされるってわけ。じゃあ、試ためしにやってみようか」

　部長に促うながされて、涼花と舞も同じように飛び跳ねる。

　涼花はぴょんぴょん。舞はぴょんぴょん＋ぷるるんぷるるん。

「ちょ、ちょっと祐！　どこ見てんのよ！　まったくあんたはどうしようもないエロ魔ま人じんね！　で、でもまあ特別に許してあげなくもないけど！」

　思わず視線を向けてしまうと、それに気づいた舞が頰ほおを赤く染めながら、罵ば倒とうしてるのかそうじゃないのかよくわからないことを言った。

　……睨にらんでることは睨んでるんだけど、なんかちょっとうれしそうな気配が？

「お、お兄ちゃん……!!」

　だがすぐに底冷えするような涼花の声が聞こえてきて、俺はギクリとする。

　見ると、涼花が恨うらめしそうな顔で涙目になっていた。一生懸命ジャンプは続けているけれど、ポニーテール以外で揺れている部分がまるでない。

　……や、ヤバい。涼花はどうも自分の胸の大きさを気にしてるらしいから、この状況は非常にマズイ気がする。ここは話題を逸らそう……。

「あ、あの、他の動きはないんですか？」

「そうだねぇ、キックって言うんだけど、足を大きく上げるのも基本的な動きかな」

　そう言って部長は、言葉通り足を片方ずつ交こう互ごに上げていく。

　おお、すごい。足がピンッと伸のびたまま、頭より高いところまで上がってる。

　……それはまあいいんだけど、その度たびにスカートがめくれるのでちょっと目のやり場に困る。もちろんインナーは着けているのだが。

「……お兄ちゃん？」

「な、何でもありませんよ!?　じゃ、じゃあ次はこの動きでいいんじゃないか！」

　もちろん誤魔化す。ってか、涼花がマジで鋭するどすぎる……！

　疑わしそうな顔をしながらも、涼花は動きを真ま似ねて足を上げる。すると、チア部部長がやったのと同じくらいの高さまで上がっていて、俺はもちろん部長も驚おどろいた。

「おー、すごいね永見さん！　身体からだ、柔やわらかいんだね！」

「別に難しい動きではありませんから」

　涼花は平然としているが、どう見てもスゴイ。さすがスポーツも万ばん能のうの完かん璧ぺき超ちよう人じんだ。

　俺が感心していると、涼花はチラリとこちらを見て、どこか上じよう機き嫌げんな様子でキックを続けていく。するとやっぱりその度にスカートがめくれて、少し気き恥はずかしい感じになる。

「ま、まったくお兄ちゃんは……。ど、どうせパンチラを思い出しているんでしょう」

　だから、あんまり的確に人の心を読まないでくださいよ……。

「むう……！　わ、私もやるから見てなさい、祐！」

　一方、涼花がやるのを黙だまって見ていた舞が、今度は自分とばかりに足を上げる。

「……わっ、きゃ……！」

　だが上がりきらなかったのか、次の瞬しゆん間かんバランスを崩くずして後ろに倒たおれ込んだ。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか？」

　あいたた……、と尻しり餅もちをついて顔をしかめる舞。足を開いた姿勢のため、短いスカートの中が丸見えで、そこには純白のインナーが──

「……え？　白……レース？」

「ひ、氷室さん!?　ど、どうしてパンツのままなんですか!?」

「へ？」

　顔を真っ赤にして詰つめ寄る涼花に、舞は気の抜ぬけた返事をする。

　だが自分の体勢に気がつくと、かああぁと瞬時に顔を赤くして、

「きゃああああああ!?　どどどどこをガン見してんのよ祐！」

　と、慌てて足を閉じた。

「お、おおお俺は決してガン見なんて……、じゃなくて！　お、お前こそなんでインナー着けてないんだよ!?」

「え？　い、インナーって？」

　……こ、こいつ！　もしかして知らなかっただと!?

　いや、たとえ知らなかったにしても、あんなミニスカで激しい運動をしたらどうなるかくらい想定できるだろ！　どこまでヘッポコなんだよお前は！

「う、うう……、祐にまた見られた……！　わ、私のパンツ……！　あ、あんた、エロ魔王っぷりも大たい概がいにしときなさいよね！」

「な、なんで俺が悪いみたいなことになってんの!?」

　こっちとしたら『見せられた』形だってのに！

「む、むうう……！　私の方が上手にできてたのに、どうしてお兄ちゃんの注目は氷室さんにいってるんですか……！　こ、こうなったら、もっと他の動きをお願いします！」

「お、永見さんやる気だね！　じゃあ次は──」
















「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　私だってまだやるんだからね！　祐の視線を独り占じめに──ち、違ちがう！　これも取材のためなんだから！」

「氷室さんはまずインナーを着用してください！」

「おお、氷室さんもいいね！　……このまま二人を乗せて入部まで……。にひひ、じゃあ永見くんが好きそうな動きを中心にやってみようか！」

「だから！　俺を引き合いに出さないでくださいってば！」

　……とまあ、こんな感じで。

　その後も、謎なぞのやる気を出した二人は様々なチアの動きを『体験』した。

　正直なところ、俺がその場にいる必要はなかったのだが、いつの間にかどっちが俺の注目を集められるかの勝負みたいなことになっていて、逃にげ出せなかったんだ……。

「ふ、ふれー！　ふれー！　お兄ちゃん！」

「がんばったら私がご褒ほう美びをあげるわ！　え、エロいのはダメだからね！」

　ますますヒートアップしていく二人。

　もはや当初の目的だった取材ってのが頭に残っているのかも怪あやしい感じだった。

　俺はそんな二人を眺めながら密ひそかにため息を吐つく。そして隣となりで満足そうに頷うなずいていたチア部部長の言葉が、さらに追い打ちをかけるように耳に届くのだった。

「最高だね！　やっぱこの二人には是ぜ非ひ入部してもらいたいよ！　そのためには、永見くんも一いつ緒しよに入ってもらわないとね！　チア部だけど！」
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　もちろん入るわけがない。

　……ってか、もともと取材のためのお試し体験入部でしかなかったんだ。

　涼花と舞がかろうじてそれを覚えていたのは幸いだったが……。

「ただいま……」

「ただいま帰りました」

　誰もいない家の中に、俺と涼花の声が響ひびく。

　少し前までなら、俺が涼花の学校に迎むかえに行く時しかこうはならなかったが、今は毎日一緒に家に帰っているので、この状じよう況きようがデフォになっていた。

「……どうしてお兄ちゃんが疲つかれてるんですか。お兄ちゃんは見てただけなのに」

　靴くつを脱ぬぎながら呆あきれたように言う涼花に、俺は反論する気も起きない。

　……お前らに無む駄だに付き合わされたからだろうが……、と言ったところで「もうちょっとしっかりしてください」と返されるだけだろうし。

「あー……、ところで取材の方はあれでよかったのか？」

　俺もスリッパに履はき替かえながらそう訊たずねる。

　なんだかんだあったが、一番重要なのはその点だからな。これで失敗でしたとか言われてやり直しですなんてことになったら、ちょっと笑えないぜ。

「え、ええ、そうですね。途と中ちゆうで氷室さんが乱入してきましたけど、お兄ちゃんとは結構イチャイチャもできましたし……。も、もちろん取材的な意味で！」

「そりゃよかったよ。これで次の巻もバッチリだな」

「い、いえ、高校でのイベントについてはまだまだ取材する必要があるので、これからも続けていきます。イチャイチャは──い、いえ、取材はいくらしてもし過ぎということはありませんからね」

「ま、マジですか……」

　俺は思わずゲンナリと肩かたを落とす。……けどまあ、その妥だ協きようしない姿勢が涼花の作品のクオリティを支えてるんだから、俺も見習わないといけない。

「で、ですがまあ、現状でも次巻を書くのには問題ありません。進しん捗ちよくは順調ですので、特に心配しなくても大丈夫ですよ、お兄ちゃん」

「……そっか」

　なにはともあれ、次巻の執しつ筆ぴつに関しては滞とどこおりなく進んでいるらしい。

　調子も良さそうだし、涼花の言う通り心配する必要はないみたいだ。よかった。

「ところで、お兄ちゃんの方はどうなんですか？」

「俺？」

「大賞に応おう募ぼする作品のことです。お兄ちゃんの進捗はどうなんですか」

「いやまあそれは、別にお前が気にすることじゃ……」

「お、お兄ちゃんが私の作品を気にするように、私だってお兄ちゃんの作品が気になります。そ、その、兄妹きようだいなんですから、心配して当然じゃないですか」

　少し照れたように目線を逸らす涼花だったが、その態度からは俺を気づかう様子が伝わってくる。仲直りしたことで、こうやって少しずつだけど涼花の方からも距きよ離りを埋うめるような態度を取ってくるようになっていた。

「そうか……、ありがとうな。でも大丈夫だ。ぼちぼちやってるからさ」

「そ、そうですか。それならいいです。では、私は部屋で今日の取材結果を基もとに執筆を行いますから」

　ほんのり頰を赤くしたまま、涼花は自分の部屋へと入って行った。

　ひょっとしたら照れたのかな？　なんて考えながら、俺も自分の部屋へと入る。

「さて、と」

　そして私服に着替えるとすぐにＰＣを起動させ、文書作成ソフトを立ち上げた。

　もちろんそれは大賞応募用作品を書くため──ではなく、次に書く作品はどういったものにすべきかを検討する作業のためだった。

　そう、実際のところ俺は応募用作品を書けてはいなかった。自分はどういった作品を書くべきなのか、未いまだにハッキリとした答えが出せないでいたからだ。

「この前涼花に、自分の書くべき物語を書けばいいなんて言っちまったけど、俺自身はそれを把は握あくできてないわけだからな……」

　だからこそ、早くその答えを見つけたくて、最近はひたすらにプロットと概がい略りやくを作る作業を繰くり返しているってわけなのだ。

　……まあ、正直その進捗ははかばかしくないんだけどな。

　もう百個以上ひな形を作ったけど、どれもピンとくるものはなかった。とはいえ、本気で大賞をとってラノベ作家になるためには、昔みたいに思いついたものを勢いだけで書いて応募ってのを繰り返してるだけじゃダメだってのはもうわかってる。

「うーん、やっぱバトルモノかなぁ……。それで俺にしか書けないオリジナリティを出すとなると……、うーん」

　俺は唸うなりながらキーボードを叩たたき続ける。

　とはいえ、苦しい工程だが心が折れるといったことはない。これも涼花みたいな立派なラノベ作家になるために必要なことだと信じているからこそ、続けられるんだ。

　俺はチラリと壁かべの方に視線を走らせる。

　この向こうでは、今いま頃ごろ涼花も自分の作品に取り掛かかっているのだろう。俺もいつかはあいつに追いつくため、自分が心から書きたいと思う作品をがんばって見つけよう。

「うーん、これは……、いやでも……」

　そんな感じで夕暮れの時間はゆっくりと過ぎていく。

　涼花と一緒の高校生活というショッキングな事件から始まり、取材だなんだと大変なことはあるけれど、それでも徐じよ々じよに慣れてきている自分がいる。この騒そう動どうの日々もいずれは日常へと落ち着いてしまうのだろう。

　涼花は高校生としてもラノベ作家としても順調そうだし、俺だって苦しんではいるけれど、そんなに悪い状況ってわけじゃない。

　ようするに、俺の高校二年生の春は、なんだかんだいってそれなりに穏おだやかにスタートしたと言ってもいいんじゃないだろうか──

　……と、その時はそう思っていたんだけどな……。
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「友達が家に遊びに来る？」

　涼花が高校に入学してきて、およそ二週間ほどが経たったとある休日。

　俺がリビングでぼんやり過ごしていると、涼花がよくわからないことを言いだした。

「はい。……どうかしましたか？　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていますが」

「い、いや……、その、友達ってのは、涼花の？」

「……質問の意図がわかりませんね。今の文脈にそれ以外の意味がありますか？」

「お前って友達いたのか……？」

　そう問いかけた瞬しゆん間かん、ピクリとわずかに眉まゆが動いただけで、涼花の顔から表情らしい表情が消えた。

「お兄ちゃん……？　それはどういう意味ですか……？」

「い、いや、違う！　ごめんなさい！　そ、そういう意味じゃなくてだな……！」

　俺は慌あわてて謝罪する。今のは完全にこっちの失言だったからだ。

　……だが、まああれだ。俺の言い訳も一応聞いてほしい。

　涼花と友達って単語が、俺の中で今一つちゃんとリンクしてなかったんだよ。

　中学時代──つまり白桜女学院にいた頃ころから涼花は絶大な人気者だったわけだが、それはなんというか『尊敬』とか『崇すう拝はい』って色が濃こくて、いわゆる『友情』という対等な関係とはまた違った感じだった気がする。

　もちろん俺は涼花の交友関係をすべて把握してたわけじゃなかったし（してたら逆にすごくキモイと思う）、もしかしたらちゃんと友達と呼べる相手もいたかもしれない。

　だけど涼花が学校の誰だれかを家に招くなんてことは、少なくとも俺が知る限りはなかったはずだ。だからこそ、涼花の友達が家に遊びに来るってことが、上う手まくイメージできなかったんだよ。

　つまり、ぶっちゃけて言うと「……こいつに友達なんていたんだ……」って感じで、驚おどろいたというわけで──

「なんだか、お兄ちゃんがものすごく失礼なことを考えている気がします」

「そ、そんなことはありませんよ!?　……ただ、その、なんつーか意外だったってのはある、かな……」

「い、意外とはどういうことですか！　私はそんなにも友達ができそうにない女の子と思われているんですか！」

「ち、違ちがうって！　白桜の時はこんなことなかったなーって意味で！」

「……む、確かにそれはそうですが。でもあそこは寮りようもありましたし、わざわざ誰かの家にお邪じや魔ましなくても、寮のラウンジなどを使えばよかったですから」

　ああ、確かに言われてみればそうか。

「こほん……、とにかく高校で新しい友達ができましたので、親交を深めるためにも家に呼ぶことになったというわけです。彼女達も、なぜか私の家に来たがってましたし」

「なるほどね。うん、それはいいことだと思うぞ」

　俺は内心ホッとしながらそう答える。

　涼花に普ふ通つうの意味での友達ができたことが、素す直なおにうれしかったんだ。

　別に涼花を見くびってるわけじゃなく、完かん璧ぺき超ちよう人じんすぎて同性からも高たか嶺ねの花扱あつかいされるんじゃないかって心配があったからだが、どうやらそれも杞き憂ゆうだったらしい。

「ＯＫ。じゃあ俺も、お前の兄として恥はずかしくないように振ふる舞まうよ」

「いえ、それには及およびません。実はお兄ちゃんには、友達が家にいる間、部屋から出ないようにお願いしたいんです」

「……へ？」

　呆あつ気けにとられる俺に、涼花は平然と「その相談をしに来ました」と言った。

「えええ!?　そ、それはどういう!?」

「ですから、友達にはお兄ちゃんの姿を見せたくないんです」

　グサリと、涼花のトンデモナイ台詞せりふが俺の胸に突つき刺ささる。

　……う、うおお……っ！　た、たぶん今までで一番キツイ一言だぞこれ……！

「ま、待て……、いくら俺が情けない兄貴だからってそれはヒドイぞ……！」

「……？　お兄ちゃんは何を言ってるんですか？　あとどうして涙なみだ目めなんです？」

「い、いや、だから兄貴が俺みたいなやつだと恥ずかしいから、友達に会わせたくないんだろ……？」

　あ、自分で言ってて泣きそうになる。ってか泣くわこんなの普通に！

「な……っ!?　ち、違います！　そういう意味で言ったんじゃありません！」

　だが涼花は、カッと顔を赤くして焦あせったように反論した。

「そ、そういうことではなくてですね……！　ただでさえお兄ちゃんの話題は普ふ段だんからよくしているんです……！　そこで彼女達がお兄ちゃんと直接会って、万が一、その、お兄ちゃんのことを……、す、好、す……！　あ、あの……！」

　なぜか涼花が身み悶もだえするように身体からだをクネりながら言い淀よどんでいる。

「俺のことを……、何だ？　それと、普段から俺の話題をよくしてるってのは──」

「ぴゃうっ!?　と、とにかく友達をお兄ちゃんに会わせるわけにはいきません！　は、恥ずかしいですし！　最悪の事態も想定されるので！」

　叩きつけるようにそう言い切る涼花に、俺はズーンと落ち込む。

　……お、俺は涼花の中では、恥ずかしいうえに最悪の事態も想定されるような兄貴だったのか……！

　仲直りはできたものの、相変わらず涼花の俺への評価は低いままで、わかっていたとはいえ面と向かって言われるとかなりショックだった。

「そ、そういうわけなのでお願いします。基本的に私の部屋で過ごしてもらうつもりですが、念のためにお兄ちゃんは部屋から出歩かないようにしてくださいね」

　……うう、悲しいことだが仕方がない。

　そこまでストレートに言われたら従わざるを得ないな……。ただし、

「わかった……。でも、最低限家に来た時に挨あい拶さつくらいはさせてくれ」

「ええ!?　な、なぜそんな!?」

「そりゃ、家族としてお客さんに挨拶するくらいは礼れい儀ぎじゃないか」

　これは完全に正論だったので、涼花は「う……」と言葉に詰つまる。

　だが俺の真意はまた別のところにあった。兄として、妹が家に呼ぶくらい親しくなった友達ってのをこの目で見ておきたかったのだ。

　涼花に限って変な人物を友達にすることはないと思うけど、それでもやっぱりちょっとは心配だからな。これは俺としても譲ゆずれない一線だった。

「むむ……、でもお兄ちゃんに直接会わせるのは危険で……！」

「危険って何!?　ただ挨拶を交かわすだけだって！　それくらいしとかないと、お互たがいに失礼だろ!?」

「く……っ、お兄ちゃんにしては反論しづらいことを……！」

　何その反応……。お前の中での俺の評価って、想定以上に低いんじゃないか……？

　涼花はなおしばらく悩なやんでいたが、やがて諦あきらめたようにふっと息を吐はくと、

「……わかりました。お兄ちゃんの言う通りですね。挨拶くらいはいいでしょう」

　どうやら納なつ得とくしてくれたらしい。……かなり嫌いや々いやって感じだけど。

　だがそうと決まった以上、俺も少しは身だしなみを整えておくことにする。

　最低限、涼花の評判が下がらないくらいにはちゃんとしておかないといけないからな。

　そんなこんなで三十分ほどが経つと、涼花の友達がやって来た。

　俺は涼花と一いつ緒しよに玄げん関かんへと向かう。

　そこにいたのは、それぞれ違った雰ふん囲い気きの二人の女の子だった。

「いらっしゃいませ、楓かえで、琴こと美み。こちらは私のお兄ちゃんです」

「は、はじめまして。涼花の兄の永見祐です」

　涼花の紹しよう介かいに合わせて、俺も会え釈しやくしながら挨拶をする。

「はじめまして。私は二に階かい堂どう楓と申します。涼花とはこれからもいい友人として付き合っていきたいので、どうかお兄さんにおかれましても、よろしくお願いいたします」

　凜りんとした表情でものすごく丁てい寧ねいな挨拶を返してきたのは、楓と紹介された少女だった。

　なんというか、すごく真ま面じ目めな雰囲気で、ピンと伸のびた姿勢や真まっ直すぐな視線、そして流れるような黒くろ髪かみから、どことなく『武士』って単語を連想させる子だ。

　スラリとしながらも出るところはちゃんと出ていて、顔立ちも整っているが、全体的にどこか堅かた苦くるしい気配で、そういった印象を覆おおい隠かくしていた。

「椎しい名な琴美です。うふふ、この人が噂うわさの涼すずちゃんのお兄さんなのね」

　対照的に、柔やわらかな仕草と表情を見せたのは琴美と呼ばれた少女だった。

　背も高く、高校一年生とは思えないほど大人びた雰囲気の子だ。

　のんびりとした気配とフワフワのロングヘアーが包容力のある感じを醸かもし出していて、笑え顔がおを向けられたら誰もが頰ほおを染めるだろうと思えるような魅み力りよくがあった。

　……こ、この子達が涼花の友達か。なんかやたらとレベルが高い気がする。

　涼花自身も超絶美少女だから、そういう子が集まってくる法則とかあるのか？
















「お兄ちゃん……？　私の友達をジロジロと見ないでほしいんですけど……？」

「いっ!?　じ、ジロジロなんて俺は……！」

　そんなつもりはなかったのだが、涼花にジト目で言われて俺は焦る。

　その様子を、椎名さんはクスクス笑いながら、二階堂さんは一いつ切さい表情を動かすことなく射るような視線で眺ながめていた。

　……と、とにかく、二人とも感じの悪い子じゃなくてよかったな。

　俺は目的を果たしたということで、さっさとどこかへ行ってくださいと訴うつたえる涼花の視線に従って、自室へと退散することにした。

　部屋に入る寸前、もう一度だけ涼花達の方へと目を向けた時、一いつ瞬しゆん二階堂さんと目が合ったような気がしたが、すぐに涼花の部屋へと入っていってしまった。

　……気のせいかな？　まあいいか。

「さて、涼花に言われた通り、部屋で大人しくしてますかね」

　俺は自室に入り、ＰＣの前へと座る。どうせ言われなくても、今日も一日新作候補のプロットと概がい略りやく作りで潰つぶすつもりだったんだ。もとから涼花達に迷めい惑わくをかけるような要素はなかったってわけで──

　……あはははは……！　か、からかわないでくださ……！　ふふ、楓ったら……。

「…………」

　壁かべの向こうから、涼花達の楽しそうな声が聞こえてきて、俺はふと顔を上げる。

　うるさいとは思わなかった。むしろ、涼花の部屋からこういう声が聞こえてきたのが、なんだか不思議とうれしかった。

　この楽しい雰囲気を借りて、今日はコメディか日常モノを中心に考えてみるかなーなんて思いながら、俺は再びキーボードを叩たたこうとしたのだが、

「ん？　誰だ？」

　その時、来客を報しらせるチャイムが鳴って、俺は思わず手を止めた。

　せっかく楽しんでる涼花の邪魔になっちゃいけないので、俺はいち早く応対に出る。

「おお、先生！　こんにちはデス！」

「こんにちは先生。可愛かわいい愛まな弟で子しが訪たずねてきた」

「……い、言っとくけど私は二人に無理矢理連れられて来たんだからね」

　だが、玄関を開けて俺は絶句する。なぜならそこに立っていたのは、我らがイラストレーターのアヘ顔Ｗダブルピース先生と、神かん坂ざか姉妹しまいだったからだ。

「だ、Ｗピース先生？　それに秋あき乃のさんや神坂妹も……、な、なんで？」

「もちろん遊びに来たんデス！　せっかくの休日デスからね！」

　……なるほど。まあ確かにそれはいつも通りの理由だった。とはいえ、普段ならそれでため息を吐きつつも納得するのだが──今日はそうはいかない。

「またまた妹さんも巻き込んで、今日は春のコスプレ大会といきマショう！」

「ちょ、ちょっとＷピース先生！　しー！　しー！」

「え？　放ほう尿にようプレイデスか？　そ、それはさすがの私でも恥ずかしいデスね……」

「あ、あんた、筋金入りの変態ね……！」

「違ちがうわ！　静かにしてって言ってるんだよ！　今涼花の友達が来てて……！」

「涼花さんのお友達？」

　俺はとりあえず全員を俺の部屋に連れて行って、事情を説明する。

「……というわけなので、今隣となりに涼花の友達が来てるんですよ。だから、邪じや魔ましないように静かにしててほしいんです」

「ほうほう、なるほどデスね。しかし妹さんのお友達には興味がわきマスね。是ぜ非ひ私達も紹介していただきたいデス！」

「そうはいきません！」

　そもそも、Ｗピース先生や神坂姉妹は紹介のしようがないのだ。

　イラストレーターだ作家仲間だなんて言ったら、代理人とはいえ俺が永遠野誓だってことも説明しないといけなくなる。学校では秘密にしてるんだからそんなことはできない。

　……それに、俺が永遠野誓だって知られたら、当然その作品だって知られることになるじゃないか……。

〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉とか、モロ妹モノのラブコメを兄貴が書いてるって知られたら、涼花がどんな目で見られるか……！

「と、とにかくそれは絶対にダメです」

　俺が真しん剣けんな顔でそう言うと、Ｗピース先生は一瞬キョトンとした顔を見せたが、

「わかりマシた。そういうことなら仕方ないデスね！」

　と笑顔で了りよう承しようしてくれた。なんだかんだで話をわかってくれる人だった。

「……ま、実際のところ、涼花さんの友達を紹介されてもアレだしね」

「今日は涼花さん抜ぬきで、先生を独どく占せん」

　神坂妹も秋乃さんも頷うなずいてくれたので、俺はホッと胸をなで下ろす。

「そうデスね。考えてみればチャンスデス！　妹さんのいない間に、私達は先生といっぱい楽しむとしマショう！」

　そう言っていきなり服を脱ぬごうとするＷピース先生に、俺と神坂妹が噴ふき出す。

「ちょっ！　な、何やってるんですか!!」

「え？　デスから、春のコスプレ大会デス！　コスプレするためには着き替がえないといけマセんからね。着替えるということは、まず着てる服を脱ぐということデス！」

「見事な論理的帰結」

「お姉ちゃんも納得しないでよ！」

　半脱ぎのＷピース先生に、それを阻そ止ししようとする神坂妹。そしてそれを見てうんうんと満足気に頷く秋乃さん。……なんで急にこんなカオスなことになってんだ。

　俺があんまりな事態を為なす術すべなく眺めていると、

「お、お兄ちゃんの部屋で何をしているんですか!!」

　隣で友達と談笑していたはずの涼花がバァンッとドアを開けてやって来た。

　顔を真っ赤にして涙なみだ目めで唸うなりながら俺達を睨にらんでいる。

「す、涼花!?　お前、友達と話してたはずじゃ……！」

「壁の向こうから変な騒さわぎが聞こえてきたら、それどころではありません!!」

　……げっ！　さっきまでの頭のおかしいやり取りとかも丸聞こえだったのか!?

　というか、涼花達の会話が届いてくるくらいなんだから、こっちの騒ぎが向こうに聞こえるのは当たり前じゃねえか！　アホか俺は！

「そ、それで、お兄ちゃんは私のいない間にどんなふしだらなことをやろうとしていたんですか……！」

「いえいえ、全然ふしだらとかじゃないデスよ？　ただコスプレするために、妹さんの部屋は使えないからここで着替えようとしただけデス」

「な……っ!?　お、お兄ちゃんはそれをニヤニヤ観賞しようと……!?」

「違う！　ってかＷピース先生も火に油を注ぐような事を言わないでください！」

　いつも通りの笑顔のＷピース先生と、ぷるぷる震ふるえている涼花の板いた挟ばさみになりながら、俺は精せい一いつ杯ぱい釈しやく明めいを繰くり返す。

「……ほんと悪かった！　もう絶対騒いだりしない……！　だからほら、そろそろ部屋に戻もどってくれ。友達を放置しとくのはマズイだろ？」

「む、むうう……！　もう変なことは絶対にしないでくださいよ……！」

　涼花はまだ完全に納得した様子じゃなかったが、友達という単語に渋しぶ々しぶといった感じで自室に戻って行った。

　ドアが閉まるのを待ってから、俺は深々とため息を吐く。

　とはいえ、こっちに非があるのは明らかなので、反省するしかないわけだが。

「……まあ、そういうわけで、騒ぐのは禁止です。もちろんコスプレも」

「ふむ、じゃあ何をしマショうかね？　これじゃあパンチラで先生を悩のう殺さつするために持ってきたツイスターゲームもできないデスし」

「あ、アッヒー、そんなこと考えてたわけ？　……あ、だ、だから私達にもスカートを穿はいて来いって言ってたの!?」

　そうデスよ？　と答えるＷピース先生に、スカートを押さえて真っ赤になる神坂妹。

　……と、とりあえずトンデモナイ計画が未然に阻止されたようでよかった。

「先生先生」

　そんなことを考えていると、秋乃さんがクイクイと俺の服を引っ張ってきた。

「？　どうしたんです秋乃さん」

「どう？」

「へ？」

　いきなり正面に立って、まるでファッションショーのモデルさんのように、その場でクルクル回り始める秋乃さん。その意味不明な行動とさっきの「どう？」という質問に、俺は何が何だかわからず混乱する。

「……な、何やってるんですか？」

「先生に私を見てもらってる。それで、どう？」

「いや、だから何が『どう？』なんです……？」

　俺が訊きき返すと、秋乃さんは表情を変えないまま「む」と不満そうな声を出す。

「先生は鈍にぶい。私はもう前までの私じゃない。女子大生になった」

「あ、そうか。秋乃さんはこの春で大学生になったんでしたね」

　言われて気がついた。そう言えば秋乃さんはこの前まで高校三年生だったな。

「そう。女子大生。いわゆるＪＤ。大人の魅力ムンムンの属性を手に入れた。先生から愛弟子がアダルトに変へん貌ぼうしたことへの感想が欲ほしい。どう？」

「ええ……？」

　……そう言われても、目の前にいる秋乃さんはどこかが変わったようには見えない。

　いつも通りの小こ柄がらな身体からだに、いつも通りの無表情で、いつも通りのぶつ切りの言葉。

　見た目も言動も、何一つ変貌を遂とげている印象はなかった。というか、ぶっちゃけた話ＪＤというよりＪＣといった方が納なつ得とくできるような、いつも通りの秋乃さんである。

「あまりにアダルトすぎて、先生を興奮させてしまうかもしれない。ふふふ」

　だがそんな俺の内心など知るはずもなく、秋乃さんは上じよう機き嫌げん。

　……や、ヤバい。何となくどんな答えが期待されてるかはわかるんだけど、それがもう完全に真っ赤なウソすぎてメチャクチャ口にし辛づらい。

　俺が冷ひや汗あせを流していると、Ｗピース先生が「あ、そうデス！」と唐とう突とつに声を上げた。話題を変えてほしかった俺は、これ幸いとそちらを向くが、

「私、新作エロゲを持って来てたんデシた！　それをみんなでやりマショう！」

　こっちはこっちで爆ばく弾だんが破は裂れつしてて、安全地帯などないことをすぐに思い知らされる。

「み、みんなでエロゲとか頭おかしいこと言わないでよアッヒー！」

「いえいえルナちゃん、キノちゃんのＪＤって単語で今思い出したんデスよ。ヒロインが全員女子大生のエロゲが最近発売されマシて、先生に是非プレイしてもらおうと思ってたんデスけど、ちょうどいいから今すぐやりマショう！」

「アッヒー、ナイスアイデア。これで先生は、この場で唯ゆい一いつのリアルＪＤである私を意識するに違いない。押し倒たおされたとしても、受け入れるのが愛弟子の務め」

「ああああんたねえ！　し、師し匠しようだからってそんなことしていいと思ってんの!?」

「だからなんでこの流れで俺が悪者になってんだよ!!」

　そしてまた、一いつ瞬しゆんでカオスな状じよう況きようが戻ってきた。

　どこからともなくエロゲパッケージとノートＰＣを取り出すＷピース先生に、真っ赤な顔で詰つめ寄ってくる神坂妹。秋乃さんはエロゲを起動させながら腕うでを引っ張ってきて、俺はなんとかそれを阻止しようと手を伸のばす。

　そんな感じで俺達がもみ合っていると、

　バァンッ!!

「……お、お兄ちゃん……!?」

　勢いよく開いたドアから、どす黒いオーラをまとった涼花が再び現れた。

　俺は右腕をＷピース先生に、左腕を秋乃さんに抱だかれ、足には神坂妹がしがみついている状態で、ノートＰＣにはエロゲのタイトル画面が表示されている。

　それはもう、どこからどう見ても言い訳できないレベルで有罪だった。

「な、何をしてるんですか────────!!」

「おおおおお落ち着け!!」

　もちろん必死の呼びかけなんて何の効力もなく、涼花は俺をみんなから引き剝はがそうと迫せまってくる。俺は興奮する涼花をなんとかなだめようと手を伸ばすが、

「きゃあっ!?」

「うわっ!?」

　勢いよく飛び込んできた涼花ともつれあって、そのまま二人とも倒れ込む。

　そして気がつくと、俺は涼花を抱きかかえる形で仰あお向むけに床ゆかに転がっていた。

　俺達の周りを囲むようにして見下ろしているＷピース先生と神坂姉妹が見える。

　そして開け放たれたドアの向こうには──

「あらあら、やっぱり仲良しなのね」

「な……っ!?」

　頰ほおに手を当てて朗ほがらかな笑えみを浮うかべている椎名さんと、目を見開いて絶句している二階堂さんの姿があった。

「うう、お兄ちゃん……」

　俺は涼花のうめき声を間近で聞きながら、血の気が引いていくのを感じていた。

　混乱で、もはやどうやってこの状況を収拾すればいいのか考えることもできない。

　ただ、一言だけ、これだけはどうしても言わせてほしいんだ。

　…………どうしてこうなった!!




　　　　　　　▼




「はぁ～～～～～～…………」

　俺は夕日に紅あかく照らされた道路を、コンビニ袋ぶくろ片手にトボトボと歩いていた。

「涼花のやつ、まだ絶対怒おこってるだろうな……」

　再度大きなため息を吐つき、俺は歩行速度をさらに落とす。

　妹のクールダウン期間を少しでも延ばそうとする涙ぐましい行動だった。

　あの後──具体的にどういうことがあったかは、正直思い返したくない。

　……まあ、あれだ、簡単に言うと、なんとかギリギリ誤ご魔ま化かしたってところだ。

　涼花を抱きかかえてたのは単なる事故。Ｗピース先生達は単なる友人。もちろんお互たがいの自己紹しよう介かいなどさせずに、今日はもう遅おそいから皆みなさん気を付けてお帰りください、と。

　涼花はものすごく怒っていたが、ひとまず全員を帰らせるという点では同意してくれたので、撤てつ収しゆう作業自体は速すみやかに終わった。

　まずは涼花の友人達に穏おん便びんにお引き取り願って、それからＷピース先生達を半ば追い出す形で帰ってもらい、そして満を持して俺に説教という順当なコースだ。

　……まあ、完全にこちらが悪いので甘んじて怒られるしかなかったわけだが。

「わ、私がいない間に……！」とか「友達にも見られて……！」とか「で、でも抱きしめられたところはまあ……」とか、中にはちょっと意味のわからない内容もあったけど、そんな感じで一通りお𠮟しかりの言葉をいただいた。

　それでも完全に怒いかりが冷めやらない様子だったので、俺は一いつ旦たん落ち着いてもらうためにも涼花一人にしようと思って家を出て、特に用事もなかったコンビニに行っていた──というのがこれまでの経けい緯いだ。

「とりあえず、帰ったらもう一度ちゃんと謝ろう……」

　俺はそんなことを呟つぶやきながら、重い足取りでのろのろと歩き続ける。

　そして我が家が見えてきたころ、ふとあるものが視界に入って、俺は足を止めた。

「……あれ？　誰だれだ？」

　家の前で誰かが行ったり来たりしているのが見える。

　まさか変質者……!?　と一瞬身構えたが、すぐに「あっ」と声が出た。なぜならそれは、さっき紹介されたばかりの涼花の友人、二階堂楓さんに間ま違ちがいなかったからだ。

「あの、どうかしたの？」

　その彼女がどうして家の前でウロウロしているのかわからなかったが、俺はとりあえずそう言って声をかけた。

「っ!?」

　すると二階堂さんは、弾はじかれたように後ずさりながら振ふり向いた。そして声をかけたのが俺だとわかると、驚おどろきに目を見開く。

「あ、あなたは涼花のお兄さん──い、いえ、永見先せん輩ぱい!?」

「きみは二階堂さん、だったよね？　なにか忘れ物でも？」

「い、いえ、そういうわけでは……！　く、こんなところを見られるとは……！」

　二階堂さんはいかにも「不覚！」って感じで顔をしかめていたが、すぐにまたピンッと背筋を伸ばして、真まっ直すぐな視線をこちらに向けてきた。

「失礼しました。迂う闊かつなところをお見せしてしまい、剣けん士しとしてお恥はずかしい限りです」

「い、いや、別に気にしなくていいと思うけど──……って、剣士？」

「はい。我が家は代々武芸の家いえ柄がらで、私も幼いころから剣の道を歩んできたもので」

「そ、そうなんだ……」

　凜りんとした顔でそんなことを言われ、俺はなんとなく気け圧おされてしまう。

　武芸の家柄……。なんだか武士っぽいって感じた第一印象は的外れじゃなかったのか。

　なんか今時珍めずらしいくらい古風で真ま面じ目めな子だなぁ……と、俺は二階堂さんの雰ふん囲い気きに吞のまれて、少し落ち着かない気分だった。

「……えーと、それでどうしてまたここに？　涼花なら中にいるから呼んでこようか？」

　俺がそう言うと、二階堂さんは少し焦あせった様子で、

「あ、いえ。……実は、涼花ではなく永見先輩とお話がしたかったのです」

　俺と話？　意外なことを言われて、俺は思わず首を傾かしげる。

「はい。どうしてもお尋たずねしたいことがあります。もちろん、涼花についての話です」

「涼花について、俺に訊たずねたいこと？」

　二階堂さんは「ええ」と頷うなずく。

　……何だろう？　ま、まさか永遠野誓関連のことじゃないだろうな？

　涼花に限ってそんなボロを出すようなことはないと思うが……。

「ところで永見先輩は、学校での涼花の評判についてご存じですか」

「え、評判？　……と言われても、悪い話は聞かないけど」

「それは当然です。涼花は本当に素す晴ばらしい女の子ですから」

　二階堂さんはどこか得意げにそう続ける。

「冷静沈ちん着ちやくで浮うわついたところなど微み塵じんもなく、かといって冷たいわけではない。いつも毅き然ぜんとして真っ直ぐで、でも融ゆう通ずうが利きかないわけではなく物もの腰ごしも柔やわらか。美しく可か憐れんで、言動も思し慮りよ深く、誰もが憧あこがれるような最高の女の子だと思います」

「は、はぁ……」

「彼女の澄すんだ瞳ひとみには偏へん見けんなど存在しないのでしょう。誰にだって公平で、温かく接するその姿はまさに撫子なでしこと形容するのが相応ふさわしい。私のような堅かた物ぶつ相手にも分け隔へだてなく付き合ってくれる。涼花は私にとってかけがえのない友人なのです！」

　瞳をキラキラと輝かがやかせながら力強く語る二階堂さん。

　……まあ、なんというか、すさまじいべた褒ぼめ具合だった。

　とはいえ、その褒め過ぎともいえる内容はこと涼花に限っては過か剰じようとは思えない。

　あいつはそれくらい言われても当然と思えるくらいの完かん璧ぺき超ちよう人じんだからだ。

「私は涼花と出会い、友達になれたことを本当にうれしく思っているのです」

　二階堂さんの言葉も冷静に考えるとちょっと引くくらいの熱がこもっていたが、俺は素す直なおにうれしいと思った。涼花が褒められているのも、二階堂さんが涼花に強い友情を感じてくれていることも。

「涼花の評判ってそんなにいいの？」

「いい、などというものではありません。全ての生徒の憧れと言っても過言ではないでしょう。誰も彼女を悪く言うことなどありません」

「うんうん、そうか！　そりゃまあ、そうだろうな！」

　俺はその言葉に大きく頷く。俺の自じ慢まんの妹なんだから当然だよな！

「その人気は男女を問いません。それ自体はいいのですが、困ったことに入学直後から男子からの告白が絶えないそうです。最近は落ち着いてきたそうですが」

「な、なんだと……!?」

「ご安心を、全すべて断ったそうですので。涼花に限って男女交際などという軟なん弱じやくな行こう為いに流されるはずもありません」

　それを聞いて、俺は心底ホッとする。

　……涼花が誰かからの告白に頷いてるシーンとか、想像もしたくないぜまったく。

「とにかく、このように涼花は非常に素晴らしい人物なのです。私にとっても涼花は大事な友人です。これからも末永く友情を育はぐくみたいと思っています」

　それは実にありがたい話だった。兄として、こっちからお願いしたいくらいだ。涼花のやつ、こんないい友達ができて本当によかったな……。

　と、こんな感じで喜んでいた俺だったが、二階堂さんはポツリと呟く。

「しかし、だからこそ、気き掛がかりなことは放ほうっておけないのです」

　どこか緊きん張ちようした雰囲気が辺りを覆おおい始め、俺は無意識のうちに身を硬かたくする。

「気掛かりなこと？」

「……それが、私が永見先輩にお訊ききしたいことです」

　スッと目を細めて、二階堂さんは鋭するどい視線をこちらに向けた。




「永見先輩、あなたと涼花との間に、兄妹きようだい以外の怪あやしい関係などないでしょうね？」




「……え？　は、はああああああああああぁ!?」

　あまりにも想定外な問いかけが飛んできて、俺はほとんど絶ぜつ叫きように近い声を上げる。

「あ、怪しい関係!?　な、なんだよそれ。そんなもんあるわけないだろ？　そ、そもそもなんでそんな意味不明な質問をされるのかもわからないんですけど!?」

　当たり前だが、俺は慌あわてて否定した。……事実無根とかそういうレベルでさえなくて、そんなことを訊かれること自体があり得ないことなんだが!?

　だが狼ろう狽ばいを見せる俺とは対照的に、二階堂さんは射るような視線のまま「ですが」と冷静な様子で続ける。

「そういった噂うわさが流れているのです。涼花と永見先輩はどうも怪しいのではないかと。兄妹にしてはあまりにも仲が良すぎる、と」

　俺はそれを聞いて愕がく然ぜんとする。

　……そ、そんな噂が流れてたのか？　なんでそんなことが……。

　だが、少し考えてみると、思い当たる節がないでもなかった。

　ま、間違いない。それって絶対『取材』の影えい響きようだ！　ラノベが次の巻から高校生活編だってことで、涼花が学校でイチャイチャイベントの取材を俺としまくってたからだ！

　登下校で手をつないだり、昼食を一いつ緒しよに食べて時にはアーンとかしたり、この前の部活見学で腕うでを組んでたのとかも──

　思い返してみると、そんな噂が流れて当たり前のことばかりしてたじゃねえか！

　もちろんそれは俺達が怪しい関係とかそういうことじゃなくて、全て仕方がなかったことなんだが、かといって事実は事実。反論のしようがない。

　……でも、まさかそんな噂が流れるくらいにまでなっていたなんて……！

「それで、どうなのですか永見先輩」

　二階堂さんに再度詰きつ問もんされ、俺はハッと我に返る。

　……そ、そうだ、今は愕然としてる場合じゃない！　何としてでも誤解を解かないと！

　最悪俺はかまわないとしても、涼花にそんな噂が付きまとうのは絶対ダメだ！

「だ、だから俺達は兄妹で……！　怪しい関係だなんてのは事実無根な……！」

　だが、俺は必死に否定しようとするものの、言葉に力が入っていないことに気がつく。

　というのも、取材のためとはいえイチャイチャしてたのは事実だし、だからといってその事情をそのまま説明すると永遠野誓の件を明かさないといけなくなるからだ。

　そんなこと、できるわけがない。

「私も信じたくはありません。ですが、そのような荒こう唐とう無む稽けいな噂が何の根こん拠きよもなく流れるとも思えません」

　ええ、全くその通りだと思いますよ俺も！

　……ぐっ、けど、それでもひたすら否定し続けるしかないじゃないか！

「それに、先ほどのこともあります。……す、涼花とあのような体勢を取るなんて……！　は、破は廉れん恥ちにもほどがあります！」

「だからあれは事故なんだって！　不幸な事故！」

「もしかして普ふ段だんからあんなことを……!?　い、妹相手にふしだらなことをするとは、先輩はどれだけ見境がないんですか！　涼花に手を出すのは許しません！」

「出してない！　ひどい誤解だ！　ってか冤えん罪ざいだ！」

「はっ！　女性に見境がないということは、こうやって二人きりでいる私もまた永見先輩の餌え食じきに……!?　ち、ちちち近寄らないでください！　わ、私にふしだらなことをしようとするなら……、し、舌を嚙かんで死にます！」

「一人で勝手に盛り上がらないでくれますかねぇ!?」

　顔を真っ赤に染めてキッと睨にらみつける二階堂さんに、俺は半泣きでツッコむ。

　……な、なんでいつの間にか俺は性犯罪者みたいな扱あつかいになってんだ……!?

「し、失礼、取り乱しました」

「ほんと、取り乱してたって表現がピッタリなくらい取り乱してたね……」

「そ、そんなことよりどうなのですか。正直に話してください。もし本当に涼花を毒どく牙がにかけているというのなら、その時は容よう赦しやなく斬きります！」

「そんな事実はございませんから！　ってかさっきから何度も説明してるだろ!?」

　そうは言うものの、この少々思い込みが激しいっぽい後こう輩はいはまるで納得してくれる様子がない。悲しいことに、向こうの言い分には筋が通ってるから厄やつ介かいだ。

「ああもう、どう言ったら納なつ得とくしてもらえるんだ……」

「わ、私だって涼花とお兄さんが……なんて信じたくはないのですが」

　要するに、否定できる根拠が薄うすいというのが問題らしい。

　……けどなあ、だからって俺が涼花に手を出してないなんてのは悪あく魔まの証明だからできないわけで。なんとか他に二階堂さんの疑念を払ふつ拭しよくする方法はないだろうか？

「とにかくさ、俺が妹に手を出す理由がないじゃないか」

「ですが、永見先輩はオタクだとも聞いていますし……」

「オタク？」

「い、いえ！　……その、涼花は非常に魅み力りよく的な女の子ですから心配なのです」

「そりゃ事実だけど、だからって発想が飛ひ躍やくしすぎじゃないですかね……」

　俺はゲンナリとしながらそう返す。すると二階堂さんは「それとも──」と続けて、




「永見先輩は、涼花ではない、誰だれか好きな女性でもいるのですか？」




　急にそんなわけのわからない質問を投げかけてきた。

「……へ？」

　もちろん俺は面食らう。なんでそんなことを訊かれたのかもわからない。

　なのでとりあえず否定しようとしたが、寸前でハッと気がつく。

　……ああ、つまり他に好きな女性がいたら涼花には手を出す理由がないってことか。

　それは論法としては穴があるけど、少なくとも二階堂さんを安心させるだけの説得力はあるようだった。だから質問してきたんだろうけど──

　……って、待てよ？　これは使えるぞ。

　ちなみに俺に好きな女性はいない。ラノベ作家になるって夢が最優先のため恋れん愛あいなんてしてる場合じゃないからだ。まあ単純にモテないからってのもあるけど。

　……でもまあ、ここはウソをついてでも肯こう定ていすればいいんじゃないか？

　そうじゃないと二階堂さんは納得しそうにないし、俺のせいで涼花との友情にヒビが入ったなんてことになったら取り返しがつかない。それに、俺に好きな人がいようがいまいが、誰にとってもどうでもいいことなわけだしな。

「……それは──」

　だから俺は、この場を収拾するための答えを返すことにする。

　その時、一いつ瞬しゆんだけ涼花の顔が浮うかんできたが、俺は慌てて頭を振ふって、必要な言葉を口から出すのだった。




　　　　　　　★




「はぁ……、自己嫌けん悪おです……」

　私は自室でベッドに寝ね転ころがり、枕まくらを抱だいたまま落ち込んでいました。

　もちろん原因は、先ほどの出来事。

　私のいないところでお兄ちゃんがＷピースさん達とイチャイチャしているのがどうしても許せなくて、友達がいるにもかかわらずお兄ちゃんの部屋に乱入してしまったんです。

「……で、でも、皆みなさんに抱きつかれて、い、イヤラシイゲームまで……！」

　もちろんあんな光景を容よう認にんなどできませんから、阻そ止しした判断自体は間ま違ちがっていなかったと思いますし、後こう悔かいもしていません。

　……ですが、やっぱりやり過ぎだった気もします。

　きっとお兄ちゃんが悪いわけじゃなかったでしょうし、またＷピースさん達のペースに流されたのでしょう。なのに私は一方的にお兄ちゃんを責めてしまいました。

　私以外の女性と一緒にいるのを見ると、すぐに頭に血が上ってしまいます……。

「で、でも、お兄ちゃんももうちょっとしっかりするべきなんです……！　だってお兄ちゃんには、わ、私という女の子がいるのに……！」

　そうですよ。同じ高校に通うようになって、取材という名目ですけどいっぱいイチャイチャだってしてるんです。

　お兄ちゃんが早く私の方に振り向いてくれれば、こんな心配はしなくて済むのに……。

　そうしたら、友達にだって安心して紹しよう介かいできるんです。

「わ、私のお兄ちゃんで恋こい人びとで、未来の夫ですって……！　えへへへへ……！」

　本当はそうやって、世界一カッコイイお兄ちゃんを友達に自じ慢まんしたかったのですが、今はまだできません。万が一、お兄ちゃんのカッコよさを目まの当たりにして好きにでもなられたら──……うう、考えるだけで恐おそろしいことです……！

　そう考えてみると、見られたのが先ほどみたいなちょっと情けないシーンだったのは不幸中の幸いだったかもしれません。ですが、それはそれで気に入りません。

「……私のお兄ちゃんはとってもとってもカッコイイんですから、素す敵てきなんですから、みんなにはその姿だけを見てほしいです」

　けれど実際は、ああなってしまったんですよね……。

　そんなこんなが重なって、友達の前でお兄ちゃんに抱だっこしてもらって慌てたことも相まって、思わずお兄ちゃんを𠮟しかりつけてしまいました。

「ううう……、お兄ちゃんが帰ってきたら、ちゃんと謝らないと……」

　お兄ちゃんごめんなさい。本当はお兄ちゃんのことが大好きなんです。だから誰にも取られたくないんです。独り占じめしたいんです。だからずっと、私だけを見て──って、こんな恥はずかしいこと言えるわけないじゃないですか!!

　私は枕に顔を埋うずめて、ベッドの上をゴロゴロと転がります。

　ですがいい加減気を取り直して、夕食の準備でもしようと立ち上がります。

　……せめて今日はお兄ちゃんの好きなものを沢たく山さん──なんて考えていた時、

「あれ？　お兄ちゃんと……、楓？」

　ふと部屋の窓から外を見ると、お兄ちゃんと楓が家の前で何やら話をしているのが見えました。楓はもうとっくに帰ったはずなのに？　と首を傾かしげながらも、何やら胸むな騒さわぎがして、私は急いで一階へと向かいます。

　そして、二人で何をしているんですかと訊たずねようと、玄げん関かんのドアを開けた時でした。




「永見先輩は、涼花ではない、誰か好きな女性でもいるのですか？」




　ピタリと、私の手の動きが止まりました。ほんの少しだけ開いたドアの隙すき間まから聞こえてきたその言葉に、私の心臓はドクリと跳はねます。

　……お、お兄ちゃんの、好きな女性……!?

　なぜそんな話になっているかまるでわかりませんでしたが、私は気づいたら息を潜ひそめてその続きを待っていました。ドキドキという自分の心音がうるさくて、それがお兄ちゃん達に聞こえないかと思い、さらに鼓こ動どうが速くなります。

　……な、何なんですか？　二人は一体何の話を……？

「……それは──」

　私の戸と惑まどいをよそに、二人の会話は進んでいきます。

　お兄ちゃんの声が聞こえた瞬間、私の心臓がまた一つ大きく跳ねました。

　会話の流れはわからなかったのですが、その先に続くであろうお兄ちゃんの言葉を、私は無意識のうちに固かた唾ずを吞のんで待っていました。




「…………ああ、いるよ」




　そして、その答えを聞いた瞬間、私の頭は真っ白になりました。

　……え？　な、なんですって？

　お、お兄ちゃんには、好きな人が、いる……？

　わ、私ですか？　私ですよね？

　……いや、でも、さっき涼花ではないって……、え？

　ええ？　えええ？　そ、それは、つまり……？




「俺には好きな人がいる！　もちろんそれは涼花じゃないけどな！」




　…………。

　………………。

　……………………え。
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　　　第二章　イチャイチャ縛しばりプレイ!?







『……こんなことでは諦あきらめません！　たとえどんな困難が立ちはだかろうと、いつか必ずお兄ちゃんに振り向いてもらうんです！　だ、だって、私はお兄ちゃんのことが、世界で一番大好きなんですから!!』

「お、おお……！」

　俺は目の前で繰くり広げられているクライマックスシーンを、感動と興奮を覚えながら見守る。無意識のうちに手をギュッと握にぎりしめていて、思わず身を乗り出していた。

『お兄ちゃん！　今から一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りましょう！』

　勘かん違ちがいから始まった嫉しつ妬とに駆かられ、兄のいる風呂場に乱入するという一巻の名シーンがアニメで見事に再現されていて、それが声優さん達の素晴らしい演技と合わさり最高の仕上がりになっていた。

「す、すごいぞ涼すず花か。何もかもメチャクチャハイクオリティじゃないか。こりゃ神アニメって評価は間違いないぞ！」

「……………………そう、ですか」

　俺は隣となりに座っている涼花の肩かたをガクガクと揺ゆさぶる。

　しかし、返ってきたのは完全に上の空な声。とはいえ、今の俺は一ファンとしてアニメの出来に夢中で、そのことを気にしてる余よ裕ゆうはなかった。

　防音ガラスで仕切られたブースの向こう側では、シーンを終えた水み無な月づきさんが、ふと俺の視線に気がついたように振り返る。

　そして笑え顔がおを見せながら、こちらに向けて会心のＶサインを見せるのだった。




　涼花が家に友達を招いた日から数日後のこと。

　俺は涼花と一緒に都内にあるスタジオを訪れていた。アニメのレコーディング現場を見学するためだ。

　アニメってのはもちろん、永と遠わ野の誓ちかい原作の〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉のことな。

　去年の秋に企き画かくが立ち上がり、紆う余よ曲きよく折せつを経てついにこの春からキャラのレコーディングが始まったということで、俺達は原作者（＋妹同どう伴はん）としてその現場を見学させてもらいに来たというわけなのだ。

「先生先生！　桜さくらの演技はどうでしたか!?」

　スタジオの外にある休きゆう憩けい所にいると、仕事を終えた水無月さんが見るからにウキウキとした様子で駆け寄ってきた。

　水無月さんは少し前に、念願だった妹ヒロイン・祐ゆう花かの役を見事勝ち取っていたのだ。

　その時の喜びっぷりはもう言葉にできないくらいだったけど、こうやって実際に演じている時もうれしくてたまらないらしく、この満面の笑みと紅潮した顔がそのことを如によ実じつに表していた。

「とってもよかったです。ほんと、見に来てよかったですよ」

「わぁっ！　先生にそう言ってもらえて、桜、最高に幸せです！」

　俺が正直な感想を返すと、水無月さんがその場でぴょんぴょんと飛とび跳ねる。

　……やっぱ、なんだかんだで水無月さんはすごい。声も演技も祐花にピッタリで、大人気声優の実力を目の当たりにさせられた気分だ。

　作画も素晴らしかったし、他の声優さんの演技もよかったし、俺が改めてアニメ化の大成功を確信していると、

「うふふー、でもこれで、先生のことを遠えん慮りよなく『お兄ちゃん』って呼べますね！」

　水無月さんが少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべながら、俺の顔を覗のぞき込んできた。

「う……。ま、まあそれは、約束でしたからね……」

　俺は苦く笑しようしながら答える。水無月さんは妹ヒロインの祐花が好きすぎて、自分と祐花を同一視するがあまり、俺を兄キャラに見立てて『お兄ちゃん』と呼びたがるのだ。

　……まあ、さすがにそれは勘かん弁べんしてほしかったので丁てい重ちようにお断りしたのだが、なら妹役を取ったら呼ばせてくださいということになり──……そして見事に、役をゲットしてしまったというわけだ。

　水無月さんに『お兄ちゃん』って呼ばれるとなんか変な気分になるし、涼花の機き嫌げんがなぜか悪くなるしでぶっちゃけ気が進まないのだが、約束は約束。

　この役を目指して水無月さんがどれほどがんばってきたのかも知ってるし、あんないい演技を見せられたら断ることもできない。

　なので俺は受け入れるしかないと覚かく悟ごしたのだが、

「ふふ、ウソです。先生のことはこれまで通り、先生って呼ばせてもらいますね」

「……え？　ど、どうしてです？　あんなにこだわってたのに」

　水無月さんの方からそんなことを言い出して、俺は面食らってしまった。

「んー……、桜はまだまだ先生の妹になりきれてないと思うからです。だから、今回の祐花ちゃんの役を通して、もっともっと妹のことを勉強します。そして桜が先生の真の妹になった暁あかつきには、改めて先生のことを『お兄ちゃん』って呼ばせてもらいますね！」

　その言葉に、俺は「は、はぁ……」と戸惑うしかない。

　……真の妹とか、正直なに言ってるかよくわからないけど、どうも水無月さんには水無月さんなりのこだわりがあるらしいな……。

　とはいえ、その飽あくなき向上心については痛いほど伝わってきて、俺は改めて水無月さんに尊敬の念を抱いだくのだった。

「でも、その代わり！」

「へ？　ちょっ、ちょっと!?」

　そんな感じで感心していたのだが、何を思ったのか、水無月さんがいきなり俺の腕うでに抱きついてきた。しっかりとした自己主張をする二つの膨ふくらみが思いっきり押し付けられてきて、俺は突とつ然ぜんのことにもちろん焦あせる。

「な、ななな何をしてるんですか！」

「桜が真の妹になるため、先生に直接演技指導してほしいんです！」

　……え、演技指導!?　意味がわからないんですが!?

「先生は原作者ですから、桜の演技の足りない部分はドンドン指し摘てきしちゃってください！　アニメでもこうやって抱きつくシーンがあるけど、何か足りない気がするんですよね。だからこういう時、桜はどうすればいいですか？」

　そう言ってる間にも、むにむにした感かん触しよくが絶賛継けい続ぞく中で、俺は盛せい大だいにテンパる。

「そそそそんなこと言われても!?　み、水無月さんの演技は完かん璧ぺきだったし、俺が文句をつけるような部分はどこにも……！」

「そんなことないですよぅ。きっとまだまだ足りない部分があるはずです。先生は遠慮しないで、桜を先生色に染めちゃってください！　……あ、でもえっちなのは桜、まだ経験がないから上手にできないかも……。ぽっ」

　ぽっ、じゃねえよ！　だからＳＥを自前で言わないでくださいよ！

　……ううう、水無月さんはこんな人だから、本気で言ってるのかからかってるのか、まるでわからない。まあどっちにせよ、早くなんとかしないと後が怖こわい。こういう展開だとまず間違いなく涼花が不ふ機き嫌げんになっちまうから──

　と、そこまで考えて初めて気づく。

「…………」

「………………す、涼花さん？」

「……なんだか今日は元気ないですね、涼花ちゃん」

　水無月さんも抱きついた姿勢のまま、俺の隣の席に目をやる。

　そこでは涼花が、焦しよう点てんの合ってない目を空中に向けて、ぼんやりと座っていた。

　いつもならこういう場面では「な、何をしてるんですかお兄ちゃんは！」と食くって掛かかってくるはずなんだが……。

「先生先生、涼花ちゃん、どうしちゃったんですか？」

　実のところ、それは俺が訊ききたいくらいだった。

　……なんだかわからないけど涼花のやつ、ここ数日ずっとこんな調子なんだよな。

　ボーッとしてるというか、心ここにあらずというか……。

　かと思ったら急に頭をブンブン振ふりだしたり、俺を涙なみだ目めでキッと睨にらみつけてきたり。

　また俺が知らないうちに何かやったのかとも思ったが、心当たりはなかった。

　この前の、涼花が友達を家に招いた時の一件でまだ怒おこってるのかとも思ったけど、どうもそんな様子でもないし……。怒っているというよりも落ち込んでいるといった感じだが、理由を訊たずねても「何でもありません」としか返ってこない。

「俺にもわからないんですよ。こんな涼花は初めてで……」

「うーん、何か悩なやみでもあるんですかね？　涼花ちゃん涼花ちゃん、どうしたの？」

　水無月さんが声をかけてもやっぱり返事はなかった。

　しばらく首を傾かしげていた水無月さんだったが、次の瞬しゆん間かん何を思ったか、ニコッと輝かがやかんばかりの笑顔をこちらに向けてきた。
















「よくわかりませんけど、これはチャンスですね！」

「……チャンスって、何のことです？」

「今なら先生と何をしても涼花ちゃんに怒られなさそうです！　というわけで、先生の愛の演技指導をお願いします！」

「意外に計算高い!?」

「先生の真の妹になるためなら、桜は修しゆ羅らの道を行くんです！」

　そう言って笑顔のまま、今度は全身で俺に抱きついてくる水無月さん。

　さすがにマズイでしょ!?　と叫さけんでも、演技指導ですからーと平然としてるからどうしようもない。その言葉を使えば何でもアリだとでもいうのか、それともレコーディングの影えい響きようでテンションが高まったままだからか、水無月さんはどんどん迫せまってくる。

「…………？」

　その時、俺達がそんなバカバカしい攻こう防ぼうを繰り広げていると、ふと涼花が何かに気づいたような様子でこちらを向いた。

　そして間もなくハッと息を吞のみ、ようやく我に返ったかと思うと、

「お、おおおお兄ちゃんから離はなれてください!!」

　今までにないほどの激しさで俺達の間に割り込んできた。

「きゃっ」

　その勢いで引き剝はがされる水無月さん。

　とはいえ、その顔は余よ裕ゆう綽しやく々しやくでどことなく楽しそうだった。

　一方で涼花は余裕なんて欠片かけらもない様子で、俺の前に立ちはだかるように両手を広げていた。その雰ふん囲い気きは、まさに『必死』だ。

「な、ななな、なんっ、なに、何を、しているんですか……！」

　行動自体はいつも通りでも、やはりどこか様子がおかしい涼花。

　……なんというか、過か剰じようというか、過か敏びんというか。

　いつも以上に水無月さんのことを警けい戒かいしているような雰囲気なのはなぜ？

「お、おいおい、どうしたんだよ涼花」

「はっ!?」

　俺が声をかけると、涼花も自分の行動に気がついたらしく、

「す、すみませんでした。少し取り乱してしまいました……」

　そう言って、大きく息を吐はいた。……が、すぐに俺の方をキッと睨みつけて、

「お、お兄ちゃん、どうしてされるがままになってるんですか！」

　と、猛もう然ぜんと抗こう議ぎの声を上げた。さっきみたいなやり取りは水無月さんの場合いつものことだし、涼花もそれをわかってるはずだが、やはりどこか過敏な反応だった。

「いや、まあ、俺も俺なりに抵てい抗こうはしてたんだけど……」

「ぜ、全然足りません！　その気になれば肩かたの関節を外して脱だつ出しゆつできたはずです！」

「お前の中の俺は忍にん者じやか何かなの!?　できるかそんなこと！」

「……あ？　も、もしかして、あえて水無月さんの感触を楽しんでいたんですか？」

「わ、そうなんだ先生!?」

「絶対違ちがいます!!」

　誤解だ！　九割くらいは事実無根だ！　残りの一割は男の性さがなんで勘弁してください！

「ま、待ってください……？　だとしたら、桜さんがお兄ちゃんの……!?」

　……ん？　な、なんだ？　涼花が愕がく然ぜんとした顔で俺をジッと見つめているんだが。

「そうです！　桜は先生の未来の妹です！」

「だから、勢いで場を混乱させるようなことを言わないでくださいってば！」

「…………ど、どうやら違うみたいですね。……はあぁ～……」

　そして、なんかとりあえずって感じで勝手に納なつ得とくされた。なんなんだマジで……。

　俺が呆あつ気けにとられている間にも、涼花は水無月さんの方を向いて、

「さ、桜さん、あんまりお兄ちゃんにベタベタしないでください」

「えー？　でも先生は将来桜のお兄ちゃんになる人だし、いいと思うよ！」

「か、軽く言わないでください！　というかそんな将来はありませんから！」

「あ、けどその時は桜と涼花ちゃんのどっちが上の妹になるのかな……？」

「またその話ですか!?　というか桜さんが妹になる前提で話を進めないでください！　あと桜さんの方が年上なんですから考えるまでもないと何度もですね！」

「まあそれはともかく、演技指導のために先生とベタベタするのはいいと思います！」

「ひょっとして私の話を聞いてませんか!?　というか、演技指導というのなら私がしてあげます！　なにせ私はお兄ちゃんの妹なんですからね！」

「…………」

　なんか、気づいたら涼花と水無月さんの言い争いが始まってたでござる……。

　こうなったらしばらくは収まらないとわかっているので、俺は巻き添ぞえを避さけるために休きゆう憩けい所の奥へと移動して、二人から距きよ離りのある席へと座り直した。

「やれやれ……」

　俺は涼花と水無月さんの不毛なやり取りをぼんやり眺ながめる。すると、ここ数日続いていた重い気分がまたぶり返してきて、俺は密ひそかにため息を吐いた。

　……さっきまではアニメの出来に興奮して一時的に忘れられてたんだけどな。

　実は、俺には今悩んでいることがあるんだ。涼花の様子がおかしいのも気になるんだけど、それ以上にもっと深刻なことがあって、このところずっと頭を抱かかえてる。

　それは、数日前に二に階かい堂どうさんから聞かされた『噂うわさ』のことだ。

　俺と涼花が怪あやしい関係にある──そんな噂が学校で流れていると、彼女は言った。

　その原因については心当たりがありすぎて嫌いやでも納得したわけだが、かといってそんな噂をそのまま放ほうっておくわけにはいかない。つまり、その噂をなんとか解消しないといけないんだが、どうすればいいのかってのが悩みの種なんだ。

　……しかし、あーくそっ、もっと早く気づくべきだったな……。

　こうなるってことは予測ができてたはずなんだよ。校内で兄妹きようだいがイチャイチャしてるとか、そりゃ勘かん違ちがいもされるわ。誤解も何もねーよ。

　かといって取材のことを話すわけにもいかない。仮に話したところで納得されるかどうかも怪しいことだし……、あああもう、どうすりゃいいんだ……！

　俺はここでもまた、連日の堂どう々どう巡めぐりの思考を繰くり返すしかなかった。

　誤解解消の名案は思い浮うかばない。思い浮かばないが、なんとかしないといけない。

　……最悪、俺がどうこう思われてもそれは別にいいんだ。ただひたすら耐たえ忍しのべばそれで済むことだしな。

　ただ、涼花が奇き異いの目で見られるようなことだけは絶対に容認できない。それはあいつの兄貴として、絶対に避けないといけない事態だ。

「……けど、なぁ」

　積極的な解決策が思い浮かばない現状に、俺は再びため息を吐くしかなかった。

「おや、どうしたのかな我が同志よ。作品の出来に何か不満でも？」

　その時、対面の席に誰だれかが座った。見るとそれは、アニメ監かん督とくであり、同時に水無月さんのお兄さんでもある桜さくら田だ樹いつきさんだった。

「あ、いえ、そうじゃありません。というか、アニメは本当に素す晴ばらしかったですよ。完成版が今から楽しみですから」

　俺がそう答えると、桜田さんは眼鏡をクイッと持ち上げながら「それは幸いだ。僕も敬愛する同志の作品のために全力を尽つくしたのでね」と満足そうに返した。

「桜たんの演技も完璧で、レコーディング中は夢のような一ひと時ときだったよ。桜たんの『お兄ちゃん』という台詞せりふなんてもう……！　個人的な使用のために、こうやって盗ぬすみ録どりもしていたくらいでね！」

「監督って立場なのに何やってんですかあんたは!?」

　はぁはぁ言いながらレコーダーを取り出す桜田さんに、俺は反射的にツッコむ。

「いやいや、同じ兄としてわかるだろう？　妹の全すべてを記録して保存しておきたいというこの気持ちが……！　だから一いつ緒しよに、ああやって和わ気き藹あい々あいと会話をしているお互たがいの妹をじっくり観察しようではないか！」

　そう言って、スマホを取り出して水無月さんを撮さつ影えいし始める桜田さん。

　……こ、この人は相変わらずだな。さっきのやり取りでわかると思うけど、こういう人なんだよ。妹である水無月さんを異常に愛しているというか……。

　まったく、一緒にされると迷めい惑わくなんだよな。ごく普ふ通つうの兄貴である俺には全然これっぽっちも理解できないから困るぜ、マジで。

「……それで、さっきはなぜ難しい顔をして唸うなってたんだい？」

「え？」

　気がつくと、桜田さんは真ま面じ目めな顔で俺の方を向いていた。

「え？　じゃないだろう。あんなあからさまな様子を見せておきながら。……アニメの出来が問題じゃないとすると、他に悩みでもあるのかい？」

　急に真面目モードでそんなことを言われ、俺は思わず言葉に詰つまる。

　悩みなら大きいのをちょうど抱えてるわけだが、それを人に言うなんて──

　…………待てよ？

　誰かに相談する……か。そういう発想はなかったな……。

　自分一人で悩なやんでいて答えが出ない時は、他の誰かに頼たよればいいというのは常識だ。

　けど俺の周りで相談なんてできる人は──……舞まいとかＷダブルピース先生とか篠しの崎ざきさんの顔が思い浮かんだけど、どう考えてもダメだろ……。少なくともこの問題では。

　……でも、桜田さんになら相談できるんじゃないか？

　同じように妹がいて、同じように兄貴という立場にいる人物。年ねん齢れいもそう離れてないしなにより同性ってところがポイントだ。もしかしたら的確な助言をくれるのでは……？

「ん？　どうかしたかな」

「あ、いえ、実はですね……」

　そこまで考えたところで、俺は自然と口を開いていた。

　いい加減、一人でうんうんと悩んでいるのに嫌いや気けがさしていたのかもしれない。

「……ふむ、学校で妹さんとよからぬ噂、か」

「ま、まあこっちの落ち度もあるといえばあるんですけど。……でも、もちろんそんな噂は根も葉もないことでですね。なんとか払ふつ拭しよくしないと、俺はともかく涼花が……」

　事情を説明すると、桜田さんは真しん剣けんな顔で考え込んでいるようだった。

「なるほど、悩みの内容は大体わかったよ」

「おお、わかってくれましたか……！」

　そしてその言葉に、俺はちょっと感激してしまった。

　……やっぱ桜田さんは頼りになる！　ちょっとおかしなところがある人だけど、基本的には思し慮りよ深い大人の男性なわけだからな！

　俺はワクワクしながら、続く桜田さんの言葉を待った──……のだが、

「……な、なんて羨うらやましい状じよう況きようなのだ!!」

「…………は？」

　い、今なんつったこの人……？

「妹と同じ学校に通い、あまつさえその妹との関係が噂されるなんて、そんな羨ましいことが他にあるか!?　……くっ、さすが最強の妹萌もえ作家・永遠野誓……！」

「あ、あのー……」

「ああ、僕も桜たんと噂になりたい……！　そんなバラ色の高校生活を体現している人がいるとは、やはり同志は次元が違う！　改めて尊敬するよ！」

「い、いや、だからですね……」

「おっとわかってるさ！　悩みの件だったね？　……えーと、妹さんとの噂をもっと既き成せい事じ実じつレベルにまで強化したいってことだったかな!?」

「全然違うんですけど!?　ってか真逆なんですけど!?　人の話聞いてました!?」

「そういうことなら僕に相談する必要なんてないじゃないか！　作品内と同じようなイベントを実際にこなしていけばいいのさ！　何も悩むことなんてない！」

「あ、はい、バッチリ聞いてないですねチクショウ！」

　興奮気味にまくしたてる桜田さんに、俺は脱だつ力りよくしてテーブルに倒たおれ伏ふす。

　……数分前までの俺は何を考えてたんだ？　この人に妹関連の相談なんてしたってこうなることは目に見えていただろうに……！

　自分がそこまで追い詰められてたことに今いま更さら気がついて凹へこむ。それから人を見る目のなさと、相談できる相手が結局いないという悲しい事実がそれに追い打ちをかける。

「おや？　どうして突つっ伏ぷしているんだい？　さあ、遠えん慮りよなどいらない。同じ妹を奉たてまつる者として、禁断の道を突き進もうじゃないか！」

　ヒートアップしていく桜田さんに、俺はもはやツッコむ気力も湧わかない。

　俺の肩をバンバンと叩たたきながらさらにハイテンションに突っ走ろうとしていた桜田さんだったが、

「…………何を大声でまくしたててるのかな？」

「ひぃっ!?」

　幸いなことに、いつの間にか背後に来ていた水無月さんがゴゴゴゴゴ……というオーラをまといながら止めてくれた。ちなみに表情は笑え顔がおのままです。怖こわいです。

「こんなところでバカみたいなことを恥はずかしげもなくペラペラペラペラ……！」

「ちちち違うんだ桜たん……！　ここここれはあくまでも同志のために……！」

「先生の名前で言い訳しない！　先生は兄さんなんかと違って紳しん士しなんだから！　いい加減、先生を見習ってミジンコの毛先程度は成長してよ!!」

「そ、そんな！　桜たーん!!」

　水無月さんにガチ説教される桜田さん。

　妹に怒おこられる兄貴って、傍はたから見るとあんな風なんだなぁ……。

「……監督さんと二人で何をしてたんですか？」

　いつの間にか言い争いは終わっていたらしく、涼花も呆あきれた視線を二人に向けながら俺の方へとやって来た。

　俺はただただ無言で首を振ふる。言いたくないし、言えないし。はぁ……。

　結局のところ俺の悩みは解決の糸口も見えないままで、かろうじてアニメシリーズが素晴らしいものになるだろうという予感だけが、この場のせめてもの救いだった。




　　　　　　　▼




「いろいろあるんですね……。べ、別に深い意味はありませんけど、できればお兄ちゃんと同じ機種がいいんですが。その、わからなければすぐに教えてもらえますし……」

　レコーディング見学も終わりスタジオを後にした俺達は、しかしすぐには家に帰らず、携けい帯たい電でん話わショップに寄り道していた。理由は、涼花が機種を変へん更こうするためだ。

　今まで長年、もったいないという理由で涼花はガラケーを使い続けていたのだが、最近バッテリーの減りが早くなってきたらしく、だったらいい加減スマホに替かえた方がいいと俺が提言したことで、ようやく重い腰こしを上げることになったのだ。

　なので、こうやって帰り道でついでに立ち寄ったわけだが、

「お兄ちゃん、聞いてるんですか？」

「え？　あ、悪い。何だっけ」

　俺はやはり例の『噂』問題が頭にチラついて、なにかと上の空状態だった。

「もう、しっかりしてくださいお兄ちゃん。で、ですから、変更する機種をお兄ちゃんと同じものにしたいとですね……！」

「あ、ああ、そうだったな……。えーと、俺のももう結構古いやつだから、全く同じのってのは置いてないな。でも同じシリーズの最新版とその廉れん価か版がこれとこれだ」

「な、なるほど……。しかし最新版は高価ですね。電話やメールが主で、そんなに使いこなすことはないでしょうし、廉価版で十分でしょう」

「……お前にゃ印税だってあるんだし、そこまで倹けん約やくしなくても」

「無む駄だ遣づかいはいけません」

　ぴしゃりと言い切る涼花に、俺は「はい……」と頷うなずくしかない。相変わらず、今すぐ家計を任されても何の問題もないほど立派な経済観念を持つ俺の妹である。

　涼花が新機種での契けい約やく更新をしている間、俺はそれをぼんやり見つめながら、再度噂うわさへの対策について考えていた。

　……けど、やっぱどう考えても妙みよう案あんと言えるものはないよなぁ……。

　一つだけ可能性があるとしたら、二階堂さんについたウソの通り、俺には好きな人──いや、もっと具体的に言うと彼女がいて、それをみんなに見せつければ噂は払拭されるだろうと思う。

　だが、その肝かん心じんの彼女がいないし、誰かに頼たのむにしてもそう上う手まくいくとは思えない。候補としては舞とかだけど…………、うん、確実にボロが出て失敗するな。

　そもそも、よく考えてみれば『彼女がいるのに妹とも～』と曲解される可能性がある以上、この作戦は危険すぎる。額面通りに信じてくれるのは、二階堂さんみたいな真ま面じ目めな人くらいだろうしな……。

　つまり、結論としては『噂を払拭する方法はない』ということだ。

　それはなんとも絶望的な結論だったわけだが、そこまで考えて俺はふと気がつく。

　……今すぐに噂をなくすことができないとなると、徐じよ々じよに薄うすれさせていくしかないんじゃないか……？　と。

　そうだ、人の噂も七十五日っていうじゃないか。噂の元となる出来事がなくなれば情報の更新もストップし、人は自然と忘れていく。火のない所に煙けむりは立たないわけだから、その火を消してしまえば煙もいずれ薄れていくってわけだ。

「……そうだよ。それしかない」

　俺はようやく頭に浮うかんできた解決策に、力強く頷く。

　となれば、問題の噂の原因を取り除けばいいってことになる。

　で、その原因となる出来事といえば──

　パシャッ！

「うわっ!?　な、なんだ？」

　その時、急に前方からそんな音がして、俺は慌あわてて顔を上げる。

「……す、涼花？　何やってんだお前？」

　すると、そこにはスマホをかまえた涼花が、赤い顔でこちらを見つめていた。

「な、何って写真を撮とっていたんです。スマートフォンの操作に慣れるための練習です」

　あ、ああ、なるほど……、そういうことか。

　どうやら俺が考え込んでいる間に、いつの間にか更新手続きは終わったらしい。

「驚おどろかすなよな。……それに練習でも写真を撮るなら、俺なんかじゃなくもっと見み栄ばえのいいものを選べばいいのに」

「い、いえ、もともとお兄ちゃんの写真は撮るつもりでしたから。……そ、その、まずは壁かべ紙がみにするために……！」

「壁紙？　俺の写真を？」

「あ……っ！　い、いえ、これはその……！　そ、そう！　あくまでも取材のためです！　作中のヒロインも、機種変更の際にそうするはずなので！」

　……そういや、祐花もガラケーを使ってた描びよう写しやがあったような。

「と、とにかく用事は済みましたので、そろそろ帰りましょうお兄ちゃん」

「あ、おい」

　涼花に手を引かれて、俺達は携けい帯たいショップを後にして家路についた。

　その間も、俺はいろんな場所でいろんなポーズをとらされて写真を撮さつ影えいされまくった。しかもそれだけじゃなく、

「お、おい、もういいんじゃないか？」

「ま、まだまだ必要です！　これも取材のためですから！　えへへ……！」

　と主張する涼花の頼みで、二人で密着した体勢での自撮り写真も何枚か撮ることに。

　訊きけばこれも、祐花だったらそうするだろうからということで取材の一いつ環かんなのだそうだが、それにしたって撮り過ぎじゃないかと俺が呆れていると、

「そ、そんなことはありません。むしろまだまだ不十分です」

「不十分ってお前……」

「そうです……！　前々から思っていたのですが、最近取材そのものが不十分だと思います！　もっともっと、これまで以上にイチャイチャイベントの取材をしないと！」

「え、ええ!?　なんでだよ!?　この前まで、次の巻も順調に進んでるって言ってたはずじゃないか！」

「そ、それは──…………主観の相そう違いです！」

　いやいや!?　なんか小難しい表現を使ってるけど全然納なつ得とくできないぞ!?

「そ、その、最近また思い直したんです。このままではいけないって。このままではお兄ちゃんを奪うばわれ──じゃなくてですね！　……このまま現状に満足していては読者に飽あきられてしまうと思うんです！」

　いつもクールな涼花とは思えないほど焦あせり、どこか必死な様子で身み振ぶり手振りまで加えながらまくしたてる。

「ですからより興味を持ってもらうために、私の──作品にもっと振り向いてもらえるように、今まで以上に取材にも力を入れないといけないんです！　もっとイチャイチャして私だけを見てもらって……！」

「い、いや、でもお前の作品の人気は全然陰かげってないと思うし、読者が飽きてるとも思えないんだけど……」

「そ、そんなことはありません！　今は大きな危機が訪おとずれているんです！」

　真っ赤な顔で、ちょっと涙なみだ目めにさえなってそう主張する涼花。

　……む、むう。俺にはわからないけど、涼花には確信があるらしい様子だ。

　本物の永遠野誓がそこまで言う以上、程度はともかくそれは真実なんだろう。

　となると涼花の言う通り、もっと作品のクオリティを上げるための取材が必要だってのも理解できるし、俺も協力を惜おしむつもりはない。

　……けど、だ。

　ここで俺は、さっきまでの思考を振り返る。例の噂についてのやつな。

　ちょうどいい。話が取材の件になったら、俺からも涼花に伝えたいことがあるんだ。

「わかった。そういうことなら、俺もお前の代理人として取材に付き合うよ」

「本当ですか!?　……あ、ありがとうございます……！　い、今までにないくらい沢たく山さんイチャイチャしますけど、よろしくお願いしますね！　えへへ……！」

「ま、まあそこはほどほどで勘かん弁べんしてほしいところなんだが……。けど、それがお前の作品のためっていうなら仕方ない。俺も覚かく悟ごしてる」

「そ、そうですか！　えへ、えへへ、えへへへへへ」

「ただし」

「えへ？」




「学校でのイチャイチャ取材に関しては、もうやめといた方がいいと思うんだ！」




　　　　　　　★




　どこか決意を込こめたような様子で、お兄ちゃんはグッと拳こぶしを握にぎりしめて続けます。

「涼花との関係が怪あやしまれている大元の理由は、結局イチャイチャ取材なんだ。それさえやめてしまえば、いずれ噂だって薄れて消えるはず。なら少々遠回りでも、やっぱこれが一番いい方法だと思う！」

　お兄ちゃんが何か言っていますが、真っ白になった私の頭には、それを理解する力は残されていませんでした。

「………………………………………………………………………………え？」

　私は呆ぼう然ぜんとしながらも、かろうじて声を出します。

「なんでお前はそんな愕がく然ぜんとした顔をしてるんだ？」

「え……、え……？　ええ……？　が、学校での取材を……、やめ……？」

「別にいいだろ？　学校以外でなら、いくらでも付き合うからさ」

　い、え、でも、それって……。が、学校でだけイチャイチャ禁止ということは……？

　ま、まさか、お兄ちゃんの好きな人は学校にいる……？　それで、その人に見られたくないからという理由から……!?

「ど、どどどどどどどどういうことですかお兄ちゃん!?」

　ようやく言葉の意味を理解した私は、お兄ちゃんに猛もう然ぜんと詰つめ寄ります。

　あ、当たり前じゃないですか！　お兄ちゃんは何を言ってるんですか！

　誰だれかわからないお兄ちゃんのす、す、好き、す──……『気になるかもしれない人』に見せつけるために！　同時に私の魅み力りよくを見せつけて振ふり向いてもらうために！　学校でのイチャイチャこそが必ひつ須すなんですよ!?

　……ぜ、絶対に諦あきらめないって決意して、そのためにもっともっとイチャイチャしようと計画していたのに、その肝心な部分が禁止だなんて……！

　そんなの、容よう認にんできるわけがないじゃないですか！

「い、いや、だから学校はいろいろとマズイ事情があるから……」

「何がですか！　しゅ、取材で必要な環かん境きようじゃないですか！　相手に見せつけることでお兄ちゃんは私のものという主張をですね……！」

「そ、そういうシチュエーションは想像で補って書いてくれ。何と言われても、これ以上変な噂が流れるような事態だけは絶対に避さけないといけないんだから」

　私は考えを翻ひるがえそうと躍やつ起きになりますが、珍めずらしくお兄ちゃんは頑かたくなです。

　……や、やはり、す──『気になるかもしれない人』が影えい響きようしているんですか……!?

　い、いえ、こういう時こそ冷静にならないといけません。

　今が人生で最も頭脳を使う時です。お兄ちゃんを他の誰にも奪われないために、お兄ちゃんと将来絶対に結けつ婚こんするために、ここが正念場なのです……！

　と、その時ふと、お兄ちゃんの言葉の中に気になる単語があったことを思い出します。

「……変な噂って、どういうことですか？」

　そう、それだけが妙みように場ば違ちがいな言葉です。なので私はお兄ちゃんに問いかけます。

「ああ、お前は気づいてないかもしれないけど──……ってか俺も気づいてなかったんだけどさ。学校で変な噂うわさが流れてるらしいんだ。その、俺とお前が兄妹きようだいで、あれだ……、怪しい関係にあるんじゃないかって……」

　少し頰ほおを染めながら、深刻そうに顔をしかめるお兄ちゃん。

　一方で私は、それを聞いて身体からだが小刻みに震ふるえます。もちろん、うれしさで。

　……な、何ですかその噂は？　そ、そんなの…………最高じゃないですか!!

　つ、つまり、私とお兄ちゃんが付き合ってると！　恋こい人びとだと！　夫ふう婦ふだと！　魂たましいの伴はん侶りよだと!!　学校のみんなから、そういう風に見られてるってことですよね!?

　し、知りませんでした……っ！　そんな……っ、そんな素す晴ばらしい認識をされているなんて！　さすがお兄ちゃんの高校！　そこに通う生徒達は実に優ゆう秀しゆうなようです！

　……えへ、えへへへへ。なんですか、そんな噂が流れてるということは、私の計画はもう半ば成功しているようなものではないですか。後はもうさらにイチャイチャを見せつけて既き成せい事実化すれば……！　えへ、えへへ、えへへへへへ……！

「そんな噂、放ほうっておくわけにはいかないだろ？」

　あまりのうれしさで妄もう想そうの世界に旅立ってしまいそうになっていた私でしたが、そのお兄ちゃんの声でハッと我に返ります。

　……い、いけません！　この話の流れは……！

「そ、そうですかー？　わ、私は別に気になりませんけどー？」

　というか大だい歓かん迎げいなんですけどー、とまではさすがにあからさま過ぎて口に出せませんでしたが、少なくともそんな噂なんて大したことないと思ってもらわないと。

「そりゃお前は心が強いし、噂なんて平気かもしれないけどさ」

「そ、その通りです。ですから、何の問題もないと思うんですけど……っ」

「いや、ダメだ。最悪俺のことはどうでもいいけど、お前にそんな噂が流れてるってのは我が慢まんできない。お前が学校のみんなから変な目で見られるとか……！　絶対ダメだ！」

「え……」

　い、いえ、私にとっては望むところなんですが──と、そんなニュアンスを込めてさらにお兄ちゃんを説得しようと思った私でしたが、できませんでした。

　なぜなら、お兄ちゃんが私のことを本気で心配しているのが伝わってきたからです。

　……うう、そんな真しん剣けんな目で、自分のことは顧かえりみずに私のことを……。

　お兄ちゃんの優やさしい想おもいに触ふれて、私は泣きそうなくらいの幸福感に包まれます。

　ジッとこちらを見つめてくるお兄ちゃんがカッコよすぎて、私は思わずこの場で抱だきついて「結婚してください！」とプロポーズしそうになりましたが、その衝しよう動どうをなんとか抑おさえながら考えます。

　……こ、これはどうしましょう？　お兄ちゃんは私を心配して、学校での取材禁止を言い出したんです。その気持ちを撥はね除のけるなんて、私にはとてもできません。

　けれど、かといって受け入れてしまったらもう学校でイチャイチャできなくなります。そしたら何のためにお兄ちゃんと同じ高校に入ったかわからなくなりますし、なにより学校にいるかもしれないお兄ちゃんのす、す、好──……な人への牽けん制せいが不可能に……。

「わかってくれ涼花。取材なら学校以外でもできるわけだし」

　こ、これはマズイです……！　なんとかお兄ちゃんの善意を傷つけない方法を見つけるか、もしくは噂になるという懸け念ねんを払ふつ拭しよくしないと……！

　でも、そんな方法はあるんでしょうか？　……いえ、見つけないといけないんです。

　何としても、この状じよう況きようを打開する方策を見つけないといけません。お兄ちゃんと私のバラ色の高校生活がかかっているんです！　そしてとりもなおさずそれは、お兄ちゃんと私の輝かがやかしい未来へとつながっているんですから！

「…………！」

　私は今までにないくらい集中しながら、高速で頭脳を回転させます。

　妄想する時だってここまでの本気を出したことはありません。この時の私は、おそらく十五年の人生の中で最も深く思考を掘ほり下げていたに違いありません。

「あ……っ!!」

　そして、私はついに思いついたのです！

　この事態を、完かん璧ぺきに突とつ破ぱできるはずの作戦を！　これは、我ながら天才的な閃ひらめきです！

「わかりましたお兄ちゃん……」

「そ、そうか、わかってくれたか。よかったよ」

　私の言葉に、お兄ちゃんは安心したようにホッと胸をなで下ろします。

　ですが、私はその反応に意味深な微び笑しようを浮うかべ、意を決してこう言ったのでした。




「……ようするに、みんなに怪しまれないようにすればいいんですよね？」




　　　　　　　★




「………………」

　翌日の通学路を、俺は少し戸と惑まどい気味に歩いていた。

　その原因は、もちろん今も一いつ緒しよに隣となりで歩いている涼花だ。

　昨日、学校でのイチャイチャ取材について、みんなに怪しまれないようにとかなんとか言ってたわけだけど、それがどういうことなのかまるでわからなかった。

　意味を訊たずねても「明日になればわかります！」となぜか得意げに答えるだけで、詳くわしいことは何一つ話してくれなかったし。

　そしてそれと関係があるのか、今朝の涼花の様子もどこかおかしかった。

　どこかワクワクしている感じなのだが、いつもに比べて俺との距きよ離りが妙に遠いのだ。

　……機き嫌げんが悪いってわけじゃなさそうなんだけど、何かあったのかと訊きいてもやっぱりはぐらかされるだけだったしなぁ……。

　もしかして、噂の件を考こう慮りよして結局学校での取材はもうしないと決めたのかも？

　そう言えば、いつもならこの辺りから取材と称しようして俺の腕うでに抱きつき始めるのだが、

「どうかしましたか、お兄ちゃん？」

　今日はそんな気配が全然ない。普ふ通つうに並んで歩いているだけだ。

　……なんかちょっと寂さびしいような──……って、ななな何考えてんだ俺は!?

　誤解を招くような行動をしなくなってよかったじゃねえか！　うん！

　俺は慌あわてて変な考えを頭から追い出しながら、これでいずれ噂もなくなっていくだろうと安あん堵どする。昨日の涼花の台詞せりふが気になるけど、結局やめる方向で涼花も納なつ得とくしてくれたらしいな。

「あ、おはよう涼花。今日は少し遅おそいようだな」

　そんなこんなで学校の近くまで来ると、偶ぐう然ぜん二階堂さんと出会った。

　一いつ瞬しゆんだけチラッとこちらに視線を向けた二階堂さんだったが、怪あやしまれるようなことをしていないからか、何事もなく「永なが見み先せん輩ぱいもおはようございます」と挨あい拶さつしてきた。

「おはようございます楓かえで。ええ、今日は家を出るのが遅かったので」

　確かに、なぜか今日はいつもより朝の準備に時間がかかってたな。手て際ぎわのいい涼花にしては珍しいことだ。

「あら、おはよう楓、涼すずちゃん」

　三人で歩いていると、間もなく涼花のもう一人の友人である椎しい名なさんとも合流した。

　……そういや、前も聞いたけどこの子は涼花のことを涼ちゃんって呼ぶんだな。

　大人っぽい雰ふん囲い気きも相まって、なんか友達というより姉妹しまいって感じもするなー、なんてことをぼんやり考えていた時だった。

「……んなっ!?」

　急に腕に柔やわらかな感かん触しよくがして、俺は反射的に振り向く。

「えへへ……」

　するとそこには、ほんのり頰を染めて悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた涼花が、俺の腕を包み込むように抱きついている姿が見えた。

「な、な……っ!?」

　突とつ然ぜんのことに俺が絶句していると、俺達の前を並んで歩いていた二階堂さんと椎名さんが、どうしたの？　といった感じで振ふり向く。

　するとその直前に涼花がサッと俺から離はなれて、何事もない様子でまた隣を歩き始めた。

「どうしたのですか、永見先輩」

「い、いや……っ」

　……ど、どうしたもこうしたも、それは俺が訊きたいんですけど……!?

　俺は横目で涼花を見るが、当の本人はまるで知らん顔だ。そうこうしているうちに、二階堂さんと椎名さんは首を傾かしげながらも、また前を向いて二人で談笑し始めた。

「……っ！」

　すると再び、涼花がさっきと同じように俺の腕にギュ～っと抱きつく。

「……お、おいお前、さっきから何を……!?」

　前の二人を気にしながら、俺が小声で訊ねると、

「……も、もちろん取材です。いつも通りのイチャイチャイベントの。……ただし、誰だれにも気づかれないような形での、ですけど……っ」

　な、何だと……!?　誰にも気づかれない形のイチャイチャ……!?

　俺がその意味不明さに戸惑っていると、涼花がスッと顔を近づけてきて、いきなり俺の耳にふ～と息を吹ふきかけてきた。

「うひゃぁっ!?」

　思わず変な悲鳴が出て、二階堂さんと椎名さんが振り返る。

　もちろん涼花はまた、その前に素す早ばやく元のポジションに戻もどっていた。

「……何なのですか先輩？　いきなり奇き声せいを上げるのはいかがかと思いますよ」

「うふふ、涼ちゃんのお兄さんはお茶目なんですね」

　二階堂さんからは呆あきれた顔で注意され、椎名さんからは笑われてしまった俺。

　……な、何なんだよ涼花のやつ……！　み、耳に息とか、なに考えてんだ……！

　二人が再び前を向いたのを確かく認にんしてから、俺は涼花に小声で詰きつ問もんする。

「……で、ですからさっき言った通り取材です。昨日言ったじゃないですか。みんなに怪しまれなければいいんですねって……！」

　さすがにさっきの行こう為いが恥はずかしかったのか、今にも目を回しそうなほど顔を赤くしながら、涼花はそんな答えを返した。

「……ま、まさかそれって」

「……そ、そうです。噂になるのが心配というのなら、誰にも見られないように取材すればいいんです……！　名付けて『隠かくれてイチャイチャ作戦』です……！」

　か、隠れてイチャイチャ作戦……だと!?

「……これなら噂うわさにもならずにイチャイチャできますし、それになんだか禁断の関係みたいでドキドキ──違います……！　今までとは違った、さらに高いクオリティの取材も可能ですから……！」

　そう言って、真っ赤に染まったドヤ顔をこちらに向ける涼花。

　……いや、でも、それは……、ええ……？

　俺はあまりにもあんまりなその作戦に、なんて返したらいいのか反応に困る。

　けど、それはどう考えてもトンデモな作戦なのに、よくよく考えてみると筋が通っているように思えるから厄やつ介かいだった。

　確かに、俺が懸念してるのは変な噂が流れることで、その原因である取材を誰にも気づかれないようにできるのであれば、何も問題はないということになる。

　……ことになるんだけど、でも、こんなのってアリなのか!?

「……な、何を戸惑っているんですか。これならお兄ちゃんの心配は解消されるじゃないですか。それに、こうやってお兄ちゃんの意識を常に私に向けさせておけば、いずれお兄ちゃんもす、好……っ、な人のことなんて忘れて、私の魅み力りよくに……！」

「……俺の意識を、なんだって？」

「ぴゅぅっ!?　な、何でもありません……！　と、とにかくこの取材形式ならお兄ちゃんも文句はないはずですよね……!?　これで問題は何一つなくなったわけですから、これからは気き兼がねなく取材をしますからね……！」

　言うと同時に、涼花は再び俺に身体からだを密着させてきた。

　中学時代からまったく変わらない控ひかえ目な、しかしこの上なく柔らかい感触が腕から伝わってきて、俺は思わず背筋をピンッと伸のばす。同時にまた思わず声が出そうになったけど、それは気合で飲み込んだ。

　……あ、危ない！　前を歩く二人がまた振り向くところだった……！

　人目につかないように取材をするってことは、つまりは誰にも気づかれないようにするってことだ。まさしく『隠れてイチャイチャ作戦』の名前通り。

　あれ？　ってことは、待てよ……？

　おそらくこれから、涼花は周囲の隙すきをついて、今みたいなイチャイチャシーンの取材をしようといろいろ仕し掛かけてくるだろう。

　で、それはまず間ま違ちがいなく唐とう突とつなものになる。当たり前だ。だって、いつ隙ができるかなんて前もってわからないわけだし、しかもおそらくわずかな時間しかないから「今から行きます」みたいな段取りを踏ふむ暇ひまもないはずだ。

　……つ、つまり？　俺はいきなりやってくる涼花の取材攻こう勢せいを、その場その場で誰にもバレないようにさばかなきゃならないってことか……!?

　その構図に気づいた俺は、バッと涼花の方を向き直る。

「えへへへへへへへへ……」

　だが涼花は取材でキャラになりきっているのか、はたまた恥ずかしさでバグっているのか、だらしない笑みを浮かべてフラフラしていた。

　おい！　肝かん心じんのお前がその調子でどうするんだよ！

　いやそもそも、この取材のやり方はハードすぎるだろ!?　誰にも見られないって前提だからか、取材の内容もいつよりイチャイチャ度合いが高い気がするし、万が一誰かに見られたら、誤解に一気に拍はく車しやがかかりそうな──

「なるほどな。涼花は今の琴こと美みの話をどう思う？」

　とその時、椎名さんと話をしていた二階堂さんが、不意に後ろを振り向いてきた。

　瞬時に涼花が俺から離れ、俺もまた慌てて涼花から距離をとる。

「どわっ!?」

　が、そのはずみで思わず電柱にぶつかりそうになり、急いで身体をひねって緊きん急きゆう回かい避ひ。

「……さっきから落ち着きがないですよ永見先輩」

　二階堂さんに呆れられ、俺は乾かわいた笑いを返すしかない。

　……くそ、メチャクチャキツイぞこれ……！

「あら？　涼ちゃん、ちょっと顔が赤いみたいだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ。平気です。心配してもらってありがとうございます、琴美」

　涼花もまた平静を装ってはいるが、さすがに痕こん跡せきゼロとはいかないらしい。

　こんな状態で取材を続けるつもりなんだろうか……と、俺は早くも不安になってきたわけだが、それに気づいたのか、涼花が視線だけこちらに向けてクスリと笑った。

　……う、あれは間違いなく続行の意思表示。

　ああくそっ！　こうなったらもう覚かく悟ごを決めるしかない！

　俺が涼花の代理人である以上、取材には無条件で付き合わないといけないんだから！

　とにかく、誰かに気づかれるようなことだけは絶対に避さけないと！

　俺は半ばヤケクソ気味にそう結論を出して、これから始まるであろう過か酷こくな取材を予感しながら空を見上げる。

「……………………」

　そしてそんな俺を、二階堂さんは無言のまま訝いぶかしそうに眺ながめていた。




　……で、だ。

　それからどんなことがあったか、いちいち詳しくは語らないけど、代わりにこの一言で大体は察してほしい。

　…………ま、マジで疲つかれた……！

　やること自体は朝の通学路での出来事とそう変わりはないんだけど、さすがに校内に入ると生徒の数が段違いになる分、メチャクチャ神経をすり減らすことになった。

　……まあ、授業中はいいんだ。そもそも涼花がいないから何も起きない。

　けど、その分合間合間の休み時間には参った。時には涼花が教室を訪ねてきて、時には俺の方が呼び出され、そしてまた人目をかいくぐってのイチャイチャだ……。

　内容も段々とエスカレートしていき、ただ腕うでに抱だきつくだけじゃなくて背中から首に腕を回して思いっきりひっついてきたり、かと思ったら今度は俺の方からギュッと抱きしめるように言われたりとか……っ。

　取材の内容もさることながら、それを周りを気にして隠れながらやるのが本当に緊きん張ちようしたんだ。一度なんて抱きしめてるところを思いっきり見られてしまい、慌あわてて涼花の身体を覆おおい隠すように背を向けたなんてこともあった。

　……涼花が小こ柄がらで助かったぜ…………、って言ったらなぜか不ふ機き嫌げんになってたけど、とにかくそんな感じでもう大変だったんだよ。

　常に俺をストーキングしてる舞という強敵もいるし、涼花もなんだかんだで友達と過ごす時間が多いから、主に二階堂さんの目を警けい戒かいしないといけなかったしで……、はぁ。

　そんなこんなで、昼休みに到とう達たつしたときにはもう本当にくたくただった。

　……が、俺の妹さまはその程度で満足なんてしてくれるほど、生なま易やさしいやつじゃなかったんですよね……。




「で、ではそろそろ次のステージに移りましょうか」

　昼休み。

　いつものように涼花と一いつ緒しよに昼食をとるため、今日はラウンジにあるテーブルへとやって来ていた。そこの隅すみっこの方の目立たない席で一息吐ついていると、涼花がそんな不ふ穏おんなことを言い出したのだ。

「つ、次のステージ……とは？」

　嫌いやな予感しかないが、訊きき返さないわけにもいかないので訊いてみると、

「か、隠れてイチャイチャ作戦は一通り堪たん能のう──い、いえ、取材ができたと思いますが、ここでさらに別のシチュエーションも試ためしてみたいと思いまして」

「別のシチュエーション？」

「と言っても、もちろん基本は今まで通り、人目につかないようにイチャイチャすることなのですが、さらに条件を追加したいと思うんです……！」

　涼花はそう言いながら、自分の鞄かばんをゴソゴソし始める。

　やがて「こ、これです」と言ったのだが、手は鞄の中に突つっ込こんだままだ。

　俺が首を傾かしげていると、涼花は鞄の中に視線を向けるよう促うながしてきた。

　訝いぶかしみながらも、俺は何気なく涼花の鞄を覗のぞき込んだのだが、

「ぶふぅっ!?」

　中を見た瞬しゆん間かん、思わず噴ふき出してしまった。……というのも、

「な、なんでお前の鞄の中に手て錠じようなんて入ってるんだよ……!?」

　あるべきでないものがあるべきでない場所にあったからだよ！

　な、なんで涼花がこんなもんを学校に……!?

「お、落ち着いてくださいお兄ちゃん。これはあくまでも取材のための道具です」

　しゅ、取材のための道具だと!?

　俺がそう言うと、涼花は「そ、そうです」と顔を赤くして続ける。

「こ、これでつながれば、二人は強制的に離はなれられなくなります。つまり、緊きん急きゆうで誤ご魔ま化かすのがますます困難になるというわけです。そのうえで、今までと同じように隠れてイチャイチャ作戦を続行するんです」

「…………それってわざわざ難易度を上げてるだけじゃないのか？」

「そ、その通りです。そしてそれが狙ねらいでもあります。さらに誰だれかに見られるわけにはいかなくなり緊きん張ちよう感が増しますから、それに比例してイチャイチャのドキドキ感も高まっていくということです」

　……ようするに吊つり橋効果的な？

「確かにそれはあるかもだけど、でもだからって手錠とか……」

「よ、よりクオリティの高い作品を書くためには、それに応じた取材をする必要があるんです。そして取材に必要なのは、何よりもリアリティだということです」

　ううむ……、いまいち納なつ得とくできないけど、本物の永遠野誓にそこまで言われると反論できない。実際、涼花はそれで面おも白しろい作品を書き続けてきたわけだし……。

「……そ、それに、この離れたくても離れられないという状じよう況きようならお兄ちゃんは嫌でも私を意識せざるを得なくなるはず……！　私の脳内がお兄ちゃんでいっぱいなのと同じくらい、お兄ちゃんの頭の中も私一色で染め上げて……！」

「いや、でもなあ涼花」

「ぴゃぁっ!?　ななな何ですか!?」

「手錠なんてしてるところを万が一誰かに見られでもしたら……」

「そ、そうならないように気を張りつめることが重要なんです！　そ、それに手錠をするのはこの昼休みの間だけですし、それくらいならやり過ごせるはずです！」

　わ、私もそれ以上はさすがに限界ですから！　と言う涼花に、俺は腕を組んで考える。

　……うーん、確かに昼休み中だけならなんとかなる……か？

　一時間もないし、大半は昼飯を食って終わるし。それになにより、涼花がここまで強く主張する以上、ダメといっても聞かないだろうしな……。今までも涼花の取材に付き合ってきた経験から、ここは従うしかないという結論しか出てこない。

　……仕方ない、これで涼花の作品がさらに面白くなるのなら、俺は代理人として、そして兄貴として、妹の頼たのみを聞くしかないだろ。

「あ、ありがとうございます！　ででででは早さつ速そく……！」

　俺が了りよう承しようすると涼花はカッと顔を赤らめて、若じやつ干かん手を震ふるわせながらもそそくさと自分と俺の手首に手錠をはめた。

　カチャリ……と小さな金属音がして、俺と涼花が鎖くさりでつながる。そのことを意識した途と端たん、猛もう烈れつな恥はずかしさというか、背徳感みたいなものが込み上げてきて、俺は自分の頰ほおが一気に熱くなるのを感じていた。

「こ、これは……！　な、なんかイケナイことをしているような気が……！」

「お、おおおお兄ちゃんと学校でイケナイこと……！」

「おおお落ち着け涼花……！　ぜ、絶対にバレちゃいけないんだからな……！」

「わ、私はお兄ちゃんのモノ……！　二人は離れられない運命……！」

「す、涼花さん!?　正気を保て！　バグってる場合じゃないぞ！」

　俺は涼花に声をかけながら、同時に自分の気も引き締しめる。

　……これは想像以上にヤバい。兄妹が昼休みに手錠でつながってるとか、もう本当に言い訳のしようがないくらいヤバい案件だ。絶対にバレないようにしなければ……！

　俺達は手錠を隠かくすようになるべく身体からだを密着させ、鞄なんかも置いて周りからの視線を遮しや断だんする。さらに念のためにハンカチもかぶせておいて、万ばん全ぜんの布ふ陣じんを敷しいた。

「……こ、これは、考えていたよりも遥はるかに刺し激げきが強いですね。ま、まあその分取材も捗はかどるわけですが……。えへへへへ……」

　さすがに涼花は精神力が強い。この状況でも取材が念頭にあるんだもんなぁ……。

　とはいえ、俺も少し落ち着いてきた。こんだけ隠せばまず大丈夫だろうし。

「しっかし、なんでお前が手錠なんか持ってるんだよ……」

「だ、Ｗピースさんが置いていったものです。私の持ち物ではありません」

　まあ、そうだろうなとは思ってた。

　あの人はコスプレ衣い装しようとかエロゲとかをよく家に置いていくんだよな。本人はついうっかりとか言ってるけど、絶対意図的だと思う。その意図が何なのかわからんけども。

「……ふう、まあいいや。そろそろ弁当を食べようぜ。何もせずにいると、怪あやしまれちまうからな」

「そ、そうですね」

　俺達は持参の弁当（もちろん涼花製）をテーブルに置いた。

　こうやってごく普ふ通つうに食事をしていれば、何事もなく昼休みは過ぎていくに違ちがいない。

　心持ちゆっくり食べれば、それだけ時間も潰つぶせるし……、そうしよう。

　そんなことを考えながら弁当箱の蓋ふたを開けようとした時だった。

「あ、祐ゆうと涼花さんじゃない。席が空いてるみたいだし、ここ座るわよ」

「え？　ま、舞？」

　いきなり舞がやってきて対面の席に腰こしを下ろし、テーブルの上にペットボトルのミルクティーとサンドイッチの入ったコンビニ袋ぶくろを置いた。

　舞は時折こうやって、俺と一緒に昼食をとる。普ふ段だんはいつの間にかどこかへ姿を消していたり、ストーカーらしく一人で食事をしながらジッと俺を観察していたりするのだが、思い出したようにこうやって押し掛かけてくることがあるのだ。

　それは一年生の時からだったが、涼花が高校に入ってからも基本的に変わりはない。

　……いや、最近は心なしか、一緒に昼食をとることが増えてきた気もするか？

　まあ何にせよ、この状況で頭に浮うかぶのは一つしかない。

「……ひ、氷ひ室むろさん、厄やつ介かいな時に……！」

　そう、涼花の呟つぶやき通り、厄介な時に来やがった……！

　俺と涼花が手錠でつながってるなんてことがこいつにバレたら、想像もしたくない大惨さん事じが起きるに違いない。本人に悪気がなくても絶対大おお騒さわぎになるし、そしたらその時点でゲームオーバーだ。絶対に知られるわけにはいかない……！

「どうしたの二人とも？　食べないの？」

　サンドイッチの包装を開けながら言う舞に、俺と涼花がギクリとする。

　……い、いかん。舞が来たからって必要以上にビビっちゃダメだ。意識せず、あくまでも自然体で食事すればいいんだ。

「い、いえ、ちょうどこれから食べようとしていたんですよ」

　涼花がそう言いながら右手で箸はしをかまえる。

　俺も同じように弁当の蓋を開けて、空いている左手で箸を──……左手？

「あれ？　なんで左手でお箸持ってんの？　祐は右利きでしょ？」

　ストーカーデータベースによる正確な情報に基もとづきツッコまれ、固まる俺。

　……や、ヤベえええええええええそうだったあああああああああああああああっ!!

　俺の右手首と涼花の左手首が手錠でつながっている以上、俺の自由になるのは左手しかないじゃねえか！

「あ……」

　涼花も今気づいたって顔で絶句してる。

　……ど、どうする!?　と、とりあえずは舞への言い訳が先決だ……！

「あ、いや、その、これはだな！　……ええと、そうだ！　昨日ちょっと右手を負傷しちまったんだよ！　……その、原げん稿こうの書きすぎで！」

「えええ!?　た、大変じゃない！　…………あれ？　でもあんた、ＰＣで原稿書いてるでしょ？　キーボードは両手で叩たたくのになんで右手だけ？」

「そ、それは……！　そう、昨日はなんとなく手書きしたい気分だったんだ！　いやー、つい勢いに乗って、原稿用紙千枚分は書いちまったんだよなー！　おかげで急性腱けん鞘しよう炎えんになって大変で！」

　うう、自分で言ってても不自然さしかない言い訳……！

「そ、そうなの？　なるほど、時には原点に立ち返って原稿用紙で書くのも永遠野誓スタイルなのね……！　よし、私も今日から早速その方法で書いてみるわ！　ぶっちゃけ締め切り近くてそれどころじゃないけど、何事もチャレンジよね！」

　けど、驚おどろくことに舞はそのバカみたいな話を信じてくれた!?

　……こ、こいつ、ポンコツにも程があるだろ……！　でも今だけはそのポンコツさに感謝したい！　疑うことを知らない純じゆん粋すいさが輝かがやいて見えるぜ……！　それと、後で俺の方から編集部にそれとなく謝っておこう……！

　そんな感じで、俺の中で舞の株が暴ぼう騰とうしていると、

「あ、じゃあさ、左手だと食べにくいだろうから」

　そう言うやいなや、舞はさっと俺の手から箸をひったくって、

「し、ししし仕方ないから私が食べさせてあげるわよ！　は、はいアーン！」

　弁当からおかずを摘つまみ上げると、身を乗り出して俺の方へと手を伸のばした。

「ひひひ氷室さん!?　ななな何を！」

「だ、だから、私が祐の右手の代わりになってあげるってこと！　ほらアーン！」

　そう言って、再度促す舞。俺は意外な展開に戸と惑まどっていたが、もちろん断ろうと口を開く。だが、その瞬間に半ば無理矢理おかずを口に突っ込まれてしまった。

「むぐっ!?　……お、お前……！」

「えへへー……。どう？　美お味いしい？」

　ほんのりと頰を染めたその笑え顔がおがあまりにも可愛かわいくて、行動に善意以外ないということもあり、俺はコクリと頷うなずくしかなかった。……顔も赤くなってると思う。

「あ、ありがと──いてっ!?」

　その時、太ももに痛みを感じて振ふり向くと、涼花が真っ赤な顔でこちらを睨にらんでいた。

「しゅ、取材中に鼻の下を伸ばして、随ずい分ぶんと幸せそうですねお兄ちゃん……!?」

「い、いや、そういうわけじゃなくてだな……」

「氷室さん、せっかくですがお兄ちゃんのお世話は妹である私がやりますので！」

　そう言って涼花は、自分の箸を使って同じようにアーンとする気配を見せたが、俺は慌あわててそれを小声で制止する。

「……ま、待て！　そんなことしたらあからさまなイチャイチャになる！　そういうのを見せないために隠れてやってるんだろ……!?」

「あ!?　で、でも取材中なのに氷室さんとイチャイチャしてるなんてそんな……！」

「……わ、わかってる！　あー、舞、その、気持ちはうれしいんだけどお前にも迷めい惑わくになるからさ。なんとか左手で食べるよ」

「え？　べ、別に遠えん慮りよとかしなくていいわよ？　ほら、私はあんたの一番のファンなわけだし!?　これくらい普通というか!?」

「い、いや、これも原稿を書いた結果のことだからな。その影えい響きようまで経験するのがリアリティのある取材なんだ」

　我ながら何を言ってるかわからなかったが、舞は「それが永遠野誓のやり方なら仕方ないわね」と納なつ得とくして、箸を返してくれた。

　……ほんと、いいやつなんだ。ストーカーだけど、基本はいいやつなんだよ……。

　今の情報を『永見祐研究ノート』にせっせとメモってる舞を見ていると申し訳なくなってくるが、この埋うめ合わせは後で必ずさせてもらおう……。

「お、お兄ちゃん、本当に手伝わなくていいですか？」

　涼花の申し出も断って、俺は左手でぎこちなく食事をし始める。

　そうやって、なんとか（表面上は）穏おだやかな昼休みが戻もどってきたと思った時だった。

「あ」

　舞がペットボトルを開けようとして、勢い余って蓋が床ゆかに転がってしまった。

　それはコロコロと移動して、舞とは反対側──つまり俺の後方で動きを止めた。

「ごめん祐、ちょっと拾ってくれない？」

　そう言われて、俺は仕方ないなとペットボトルの蓋へと手を伸ばす。……が、

　ガチャッ！

　その瞬しゆん間かん、鎖が引っかかった音が響ひびき、同時に俺の身体がガクッと止まる。

「ん？　何の音？　それになんで今一瞬、涼花さんの身体が揺ゆれたの？」

　その瞬間、俺は血の気がさーっと引いていく音を確かに聞いた。そしておそらく、それは涼花も同じことだろう。

　……し、しまった……！　考えなしに動いちまった……！

　俺は手を伸ばした姿勢のまま固まる。が、もはや後の祭りだ。こっから蓋を取らずに戻ろうもんなら、さすがの舞にもおかしいと気づかれるだろう。

「どうしたの祐？　なんか変な姿勢で止まってるけど」

　……ぼんやりしている時間もない……！　俺は咄とつ嗟さに涼花の方へと視線を送る。

　すると涼花の方も同じ考えだったのか、緊きん張ちようした面おも持もちで小さくコクリと応じた。

「あれ？　涼花さんがどうして祐の席の方に移動してるの？」

「べ、別に深い意味はありません！　なんだか急に席せき替がえをしたくなりまして……！　そうですよねお兄ちゃん!?」

「そ、そうだな。俺もなんかそんな気分だな！」

　距きよ離りを稼かせぐためには、涼花が俺の方に近づくしかない。というわけで、ススス……とスライドして元々俺が座っていた席へと移動する涼花。不自然だろうと意味不明だろうと、このままなんとか押し通すしかない……！

「く……っ」

　だがそれでもまだ少し足りない。もう少しなのに……！　と腕うでを限界まで伸ばし、少しずつ少しずつ蓋へと近づいていく。

「……涼花さん、今度は身体からだが斜ななめに傾かたむいてるけど……？」

「きゅ、急にストレッチがしたくなりまして！」

　どうやら涼花は、上体を倒たおすような姿勢をしてくれているらしい。

　明らかに無茶な体勢だが、しかしそのおかげで俺の手はようやく蓋にまで届いた。

　だが、急いで拾って元に戻ろうとしたその瞬間、

「きゃ……っ!?」

　ついにバランスが崩くずれてしまったらしく、腕を俺に引っ張られる形で、涼花がこちらを振り向きながら倒れてくるのが見えた。

「危ない涼花！」

　俺もまた支えを失って倒れ込む最中だったが、なんとか身体をねじって涼花を抱だきとめるような体勢で背中から崩れ落ちる。その結果、床と涼花にサンドされることになったわけだが、幸いそれほどの衝しよう撃げきはなかった。

「ちょ、ちょっと二人とも大だい丈じよう夫ぶ!?」

　舞が驚いて席を立ち、こちらに回り込んでくる。

　ああ大丈夫……、と答えようとしたが、寸前でハッと気がつく。

　……ま、マズイ！　手て錠じようを見られるわけには……！

　慌てて右手を動かそうとした俺だったが、なぜかピクリとも動かなかった。よくよく見ると、俺の右手と涼花の左手は、ちょうど俺達自身の身体の間に手錠ごと挟はさまれる形になっていて、ラッキーなことに誰だれかの目に留まるような心配はない状態だった。

　……た、助かった。きっと涼花が咄嗟にこういう形にしたんだな。

　俺はとりあえずホッと安あん堵どの息を吐はく。そしてそこで初めて、自分の右手が何やら控ひかえ目だけど柔やわらかくてふにふにするものを摑つかんでいることに気がついた。

　……ん？　何だこれ？　右手は今、俺と涼花の身体の間にあるはずで──

「お、お兄……ちゃん……っ！」

　次の瞬間、涼花の泣きそうな声が聞こえてきて、俺はギクリと身体を硬こう直ちよくさせる。

　見ると目の前にいる涼花は、今にも爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くして、ほとんど半泣きの状態で俺を睨んでいた。

　……ま、待て？　まさかこの感かん触しよくは涼花の…………胸？

「うう、ううう～……っ！」

　必死に恥はずかしさを抑おさえ込むような涼花のうめき声が耳元で聞こえて、瞬間的に俺の脳内で罪悪感か恥ずかしさかよくわからない感情が爆発する。

「きゃっ!?　ど、どうしたの祐!?」

　気づいたら俺は涼花を抱かかえたままバッと立ち上がり、ものすごい速さで二人分の弁当を片付けると、

「おおおお先に失礼します!!」

　そんなことを口走りながら、呆あつ気けにとられる舞を置いてその場から逃にげ出すように走り去ったのだった。




「……はぁはぁ、ヒドイ目に遭あった……」

　全力疾しつ走そうで校舎の人ひと気けのない場所まで来ると、俺はガクリと膝ひざをついた。

「お、お兄ちゃんに……、わ、わた、私のむ、胸を……！　ううう……！」

　涼花もまた、羞しゆう恥ち心しんから壁かべに背をつけながらその場に崩れ落ちる。

　当然だがその間も、俺達の間には呪のろいのように手錠がかかったままだった。

「ごめん涼花……！　も、もちろんあれはわざとじゃなくて……！」

「わ、わかっています！　あ、あれは仕方ない事故だって、わかっていますけど……！」

　そう、理り屈くつじゃないんだ。たとえどんな状じよう況きようだろうと、俺が妹の胸を鷲わし摑づかみにした事実は変わらないわけで。……あああ、くそっ、今すぐに死にたい……！

「とにかくごめん！　本当にすまなかった……！」

「も、もう謝らないでください……！　謝られるとさっきのことを思い出して……！」

　俺も涼花もその言葉に、かああぁと頰ほおを染める。

「わ、忘れましょう……！　あれは単なる事故で、お互たがい忘れるべきことです……！」
















　そうだな！　そうですよ！　と真っ赤な顔で言葉を交かわす俺達。

　そしてしばらく深呼吸などをしていると、ようやく少し落ち着いてきた。

「……はぁ、やっぱ取材とはいえ、手錠は無茶だと思うぞ」

　俺が右手を少し上げながらそう言うと、鎖くさりがカチャリと音を立てた。

「そ、そうですね……。取材としては悪くなかったですけど、想像以上に刺し激げきが強すぎました。この取材は中止にした方がよさそうです」

　さすがの涼花もさっきので懲こりたらしく、珍めずらしく同意してくれた。

　……まあ、あんなことがあればなぁ……。でも、なんか「次の手錠の取材は家で練習してからにしましょう」とか不ふ穏おんなことを言ってるけど、聞かなかったことにしよう。

「そ、それに、その……。重大な問題を見過ごしていましたし……」

　そんなことを考えていると、涼花がモジモジしながら続けた。

「重大な問題？」

「あ、あの、ですから……！　お、お手洗いに……！」

　…………あ。

　そうか、涼花のモジモジはそういう……。た、確かにそれは重大な問題だ！

「だ、だったら早く行ってこい。手錠を外すから、鍵かぎを貸してくれ」

「は、はい。ここに──」

　そう言って、涼花が鞄かばんから出した鍵を俺に手て渡わたそうとした時、

「おや、涼花と永見先せん輩ぱい？　こんなところで何をしてるんだ？」

「「…………っ!!」」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、俺も涼花もビクッと身体を強こわ張ばらせる。

　そしてその瞬間、ひっこめようとした涼花と伸のばそうとした俺の手がぶつかって、

「「あああっ!?」」

　弾はじかれた手錠の鍵が、傍そばの窓から校舎裏の花か壇だんへと落下していった。

「あら？　二人ともどうしたのかしら？」

　思わず二人して窓から身を乗り出すような体勢になったが、その声にハッとして振り向く。もちろん手錠のかかった手は背中に回して。

「か、楓に琴美!?　こ、こんなところで何をしているんですか!?」

　そこに立っていたのは、二階堂さんと椎名さんだった。

　二人ともキョトンとした顔で、あからさまに狼ろう狽ばいしている涼花を見つめている。

「私達はこれから部室棟とうに向かうところだ。ここはその通り道だからな」

　……そ、そういやここは校舎の端はしだけど、同時に部室棟への近道でもあったか。

「それで、涼ちゃんとお兄さんは？　なんだかひどく慌あわててたみたいだけど」

「い、いえ!?　そそそそんなことはありませんよ!?　ですよねお兄ちゃん!?」

「あ、ああそうだな！　ただ単にブラブラしてただけだもんな!?」

「……特に用事もないのに二人で昼休みを過ごしていたんですか？」

　二階堂さんが胡う散さん臭くさそうな目を俺に向ける。

「こ、今晩の夕食の献こん立だてについて話をしていただけですよ。お、お兄ちゃんは好き嫌きらいが多いですから、ちゃんと相談しとかないといけなくて。ねえお兄ちゃん？」

「そ、そうそう。いやー、手間をかけてすまないなー」

　思いっきり棒読みだったが、ここは涼花に合わせて切り抜ぬけるしかなかった。

　ちなみに俺には食べ物の好き嫌いはない。涼花にすっかり矯きよう正せいさせられたので。

「ふふふ、本当に仲がいいのね」

「………………」

　椎名さんは頰に手を当てて朗ほがらかに笑っているが、二階堂さんは相変わらず訝いぶかしそうな表情のままだった。……うう、生きた心ここ地ちがしない……！

「そ、そんなことより二人とも。部室棟ということはミーティングか何かなのではありませんか？　なら早く行かないと、お昼休みが終わってしまいますよ」

　その時、涼花が暗に促うながすような口調でそう言った。

「あら、そうだったわね。行きましょう楓」

「…………そうだな」

　その機転が功を奏して、二人はこちらに会え釈しやくしながら去って行く。

　二階堂さんは最後まで俺に鋭するどい視線を送っていたが、今はそんなことを気にしている余よ裕ゆうはない。二人の姿が完全に見えなくなると、俺と涼花は同時に深くため息を吐いた。

「……って、こんなことしてる場合じゃない！」

「そ、そうです！　早く手錠の鍵を……！」

　これまた同時にハッと顔を上げて、俺達は走り出した。

　階段を下りて、人目を避さけながら廊ろう下かを進み、そして周りに誰もいないことを確かく認にんしてから、鍵が落ちたと思おぼしき地点を探す。

「だああ！　どこに行ったんだよ！」

「……うう、は、早くしないと……！」

　しかし、無情にも鍵は見つからない。俺達は必死に捜そう索さくを続けるが、目に入ってくるのはのんびりと咲さき誇ほこる花の姿ばかり。

「あう、ううう……！」

　そうこうしているうちに、涼花のモジモジが大きくなってくる。

　そろそろ限界が近いらしく、その顔はもうほとんど泣き出しそうになっていた。

「こ、こうなったら鍵は後回しで、お前の……、その、トイレを先に済ませるしかなさそうだな……」

「で、でも、お兄ちゃんと手錠でつながってるのに……！」

　……そう、それが最大の問題だ。

　手錠がある以上、俺達は離はなれることができない。となると、必然的にトイレにも一いつ緒しよに行かないといけないわけだが、まさか涼花を男子トイレに連れて行くわけにはいかない。

　万が一、誰か他の男子に涼花の姿を見られでもしたらどんなことになるか……。

　涼花のイメージを汚けがすようなことなんて、なによりも俺が絶対に許せない。

　じゃあ…………、裏庭のどこか人目のつかない草むら辺りで……？

「そ、そんなことになったら私は舌を嚙かんで死にます……！」

　そう口にしたら、涙なみだ目めで睨にらまれた。……そ、そりゃそうだよな……。

　まあ俺としても、涼花にそんなことをさせるわけにはいかない。

　バレるバレないじゃなく涼花の尊厳の問題だ。兄として絶対に許容できない。

　……そうなると、残された手段は……。

　しゅ、手段は……！

「…………」

「………………」

　気まずい沈ちん黙もくが辺りを包む。

　お互いわかってるのに言い出せない。そんな空気が、俺達の間に流れた。

「あー……、涼花」

　とはいえ、いつまでもこのままではいられないので、俺は覚かく悟ごを決めて切り出す。

「お、お兄ちゃん……！」

　だが、それを遮さえぎるように、涼花が意を決した様子で口を開いた。

「……お、お兄ちゃんに、一生のお願いがあります……！」




　…………で。

「まあ、こうするしかないよな……！」

「ぜ、絶対に中を見ないでくださいね……！　そ、それから私がいいと言うまで、耳も完全にふさいでおいて……！」

　扉とびらから真っ赤になった顔を半分覗のぞかせながら、涼花は何度も念を押す。

　俺は「わかってるよ……」と答えながら、丸めたティッシュを耳に詰つめ込んで、そのまま扉に背を向けた。

　俺が今どこにいるのか──……おそらく説明の必要はないと思うが言っておこう。

　……ああそうだよ！　今俺は女子トイレにいるんだよ！　その個室の前で、ただ何もせずに突つっ立たってるってわけなんだよ!!

　ああもう、マジで死にたくなるぜ……！　俺が何をしたっていうんだ……！

　いや、わかってるんだ。手て錠じようが外れなくて、涼花がトイレに行かないといけない以上、方法はこれしかないってな。でも、……でもこれはキツすぎる……！

　手錠の鎖が短いから、扉の隙すき間まから腕うでを中に入れたままって形を取らないといけない。だからどこかに隠かくれることもできないし、ただただ半開きのドアの前で直立姿勢を取るしかないってわけだ。

　言い訳が一いつ切さいきかない変質者スタイル。ノーガード戦法ってこういう時に使うんだなって、身をもって思い知らされている真っ最中だった。

　……けどまあ、本当にこれ以外の方法がないんだから仕方がない。

　結局俺は、涼花の尊厳が崩くずれるくらいなら俺自身の尊厳を犠ぎ牲せいにする選せん択たく肢しを選んだってわけなのだ。
















　その判断に後こう悔かいはない。俺が涼花の兄貴である以上、百回同じ状じよう況きようになっても百回同じ選せん択たくをしただろう。それはハッキリと断言できる。

　……が、やっぱり辛つらいもんは辛いわけでですね……。

「うぐぐ……っ」

　どうすることもできないのには変わりないけど、とりあえず誰だれも入ってこないでくれと念を送りながら、入り口の方を凝ぎよう視しする俺。

　一応ここは教室の近くじゃなく実習室周辺のトイレで、しかも化学準備室とか資料室といった普ふ段だんから人気のない場所に位置しているので、涼花曰いわく、誰かがここを利用することは滅めつ多たにないはず、とのことだった。

　……まあ、そういった出来る範はん囲いでの対策をしているとはいえ、見つかったら即そく人生終しゆう了りような状況であることは間ま違ちがいないんだけどな……。

　だから、俺はひたすら涼花が早く用を済ませることを祈いのるしかなかった。

「…………っ!?」

　そうやって息を殺しながら立っていると、ふと何かが聞こえたような気がした。

　……耳みみ栓せんはしてるはずだが、これは…………水音？

　って待て待て待て!?　そ、そそそそれってもしかしなくてもアレでは!?

　……そうだ。この状況で水音といったら可能性は一つしかない。

　まず間違いなく、というか確実に、涼花の──

「～～～～～～っ!!」

　俺は声が出そうになったのを、なんとか我が慢まんしながら身み悶もだえる。

　……な、何を想像してんだ俺は！　俺が率そつ先せんして涼花の尊厳を汚すような真ま似ねをしてんじゃねえよおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああ!!

　俺はギュッと目を閉じて、必死に他のことを考えて気を紛まぎらわせる。

　何か、何かないか！　何でもいい！　……そうだ！　スカマガのカッコイイ詠えい唱しようについて考えよう！　頭の中をそれで埋うめ尽つくすんだ！

「……『闇やみを貫つらぬく紫し電でんの光よ……、空を穢けがさんとする者への手た向むけとなれ！　〈ジャッジメント・サンダー〉！』……『無限なる天に背そむきて己おのれを知らぬ愚ぐ者しやに告ぐ……、虚きよ無むへと帰れ！　〈ヴァニッシュ・デス〉！』……『理ことわりを破は壊かいせし者……、地を仰あおぎ、天に堕おちよ！　〈グラビティ・ラプス〉！』…………」

　俺は自分の思考に集中しようと、思い出せる限りの詠唱を延々と口の中で繰くり返す。

　余計な音が聞こえてこないように、実際に小さいながらも声に出して、それこそひたすらに呟つぶやき続けた。そして、そろそろネタも尽きようとしていたちょうどその時、

「……ん？　あ、あれ……？」

　ふと顔を上げると、トイレの中にある洗面台が視界に入る。そしてそこには、栓せんがちゃんと閉まっていないのか、ぴちょぴちょと雫しずくを垂らし続けている蛇じや口ぐちが……。

「って、それかよぉっ！」

　水音の正体が判明して、俺が安あん堵どしながらも盛せい大だいにツッコミを入れていると、

「うぉわっ!?」

　急に後ろからぽんぽんと肩かたを叩たたかれ、俺は本気で心臓が止まりそうになった。

「……お、お兄ちゃん、落ち着いてください。私です。涼花です」

　だが振ふり返ってみると、確かにそれは涼花で、俺は盛大なため息と共に脱だつ力りよくする。

　どうやらいつの間にか用を済ませて、俺の気づかないうちに出てきたらしい。

「……お前か、よかった……！　いろんな意味でよかった……！」

　涼花の尊厳を貶おとしめずに済んだこともあって、俺は心の底からそう呟いていた。

「お、お手数をおかけしました……。本当にお兄ちゃんには迷めい惑わくを……！」

「ああ、いいよいいよそんなことは……。それより早くここを出て、手錠の鍵かぎを探そうぜ。さっさとしないと昼休みが終わっちまう」

　俺はなんとかピンチを切り抜ぬけたという安心感に浸ひたりながら、耳に詰め込んでいたティッシュを手早く引き抜く。

　そして頷うなずく涼花と一緒に女子トイレを後にしようとした──その時だった。

「…………だったわー」「…………そうだね」

　一歩を踏ふみ出した姿勢のまま、俺と涼花の動きがピタリと止まる。

　……こ、声がした？　女子の二人組で、なんだかこっちに近づいてくるような……!?

「お、お兄ちゃん……！」

　俺の聞き間違いじゃなかったらしく、涼花の顔にも焦あせりが浮うかぶ。

　いつの間にか俺の手は涼花に握にぎられていて、ほんの少し汗あせばんだ感かん触しよくがした。

「……資料室の整理を生徒にやらせるなっての」「……ほんと、運が悪かったね」

　今度はハッキリ聞こえた！　そしてさっきよりも確実に近くなってる！

　……こ、これはマズイ！　間違いなくこの女子トイレを目指してる！　もうすぐ中に入ってくるぞ!?　ど、どこか隠れるところは……！

　ってか、この状況で隠れるところといえば一つしかないのだが、そこは男子にとってあまりにも禁断の領域過ぎて、俺は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてしまった。

「……お兄ちゃん！」

　だが涼花は、そんな俺を素早く個室へと引き入れると、あっという間に扉を閉じて鍵をかけた。と同時に、外では女子達がトイレに入ってきた気配が。

「…………！」

「……しーっ、静かにしててください……！」

　狭せまい個室の中、俺と涼花は向かい合って、ほとんど密着しながら立っていた。

　涼花は真っ赤な顔をしながら手で俺の口を押さえ、俺はただコクコクと頷くしかない。

　……うおおお……っ！　い、妹と一緒に女子トイレの個室で息を殺してるとか、字じ面づらはもちろん実際の場面も完全にド変態じゃねえか……！

　こ、ここでさっきまで涼花が──なんて考えそうになって、俺は慌あわてて思考をシャットダウンする。……というか家族なんだから、そんな場面は家の中の日常として何度も経験してるはずなのに、なぜか今は異常なほど緊きん張ちようしていた。

「あれ？　何の音？」「先客がいるみたいよ」

　扉の向こうでは女子二人が「幽ゆう霊れいとか？」「あはは、やめてよー」なんてのん気な会話を交かわしている。用を足しに来たわけじゃないのか、手洗いの水が流れる音がして、そのまま談だん笑しようが続いていた。

　……ああもう、早く出て行ってくれよ……！　な、なんかヤバい……！　この状況はなんというか、いろんな意味で耐たえられない……！

　そう感じているのは俺だけじゃないらしく、目の前の涼花の顔もどんどん赤みが増していってるのがわかる。しかもだんだん目め尻じりに涙なみだが浮かび、目もグルグルと回ってきているような──って、ががががんばって耐えるんだ涼花……！

　そして俺達はその姿勢のまま、女子達がトイレから出て行くまでの数分間──体感的には一時間──ほどを耐え抜いて、なんとか無事脱だつ出しゆつに成功したのだった。

「ささささっきのことは忘れてください……！　というか、もう全部頭の中から消してください！　わ、私は取材のために覚えておきますけど！」

　廊ろう下かを足早に歩きながら、震ふるえる声でそう言う涼花。

　そのお言葉に従って、その日の昼休みに起こった出来事は全すべて黒歴史として、永遠に俺の記き憶おくから抹まつ消しようされることになるのだった。……いや、マジでもう思い出したくない。




　ちなみに、肝かん心じんの手錠の鍵はその後すぐに見つかった。

　普ふ通つうに花か壇だんの土の上に落ちていた。人間、焦ると何をやっても失敗するという教訓を得たが、それも残念ながら黒歴史と一いつ緒しよに埋まい葬そうされましたとさ。




　　　　　　　▼




「……つ、疲つかれた」

　その日の授業を全てこなし、帰りのＨＲを終えたその瞬間、俺はバタリと自分の机に突つっ伏ぷした。……マジでハードな一日だった……。

「なんでそんな疲れてんのよあんた。お昼ご飯をちゃんと食べないからじゃない？」

　そんな俺のところにいつも通り舞がやって来るが、今の俺は返事をする気力もない。

「ま、まあ身体からだには気を付けなさいよね。じゃあ私、締しめ切りも近いし今日は先に帰るわね。取材にはまた今度付き合ってもらうわ」

　自分の言いたいことだけを言って、さっさと教室を後にする舞。

　……俺も行くか。この後バイトだけど、仕事になるかな……。

　そんなことを考えながらダルい身体に鞭むち打うって、俺も教室から出て行く。

「あ、お兄ちゃん」

　するとそこでバッタリと涼花に遭そう遇ぐうした。どうやら俺に会いに来たらしい。

「すみませんが、今日はお兄ちゃん一人で帰ってもらえますか？」

「わざわざそれを伝えに来たのか？　メールかなんかでよかったのに……。まあどのみち俺は今日バイトだし、別にかまわないけど、どっか寄り道でもすんのか？」

「違いますよ。これから演劇部の見学に行くんです？」

　演劇部？　と、意外な単語に訊きき返す。

「ええ、実は琴美が演劇部の部員で、是ぜ非ひ見に来てほしいと言われてまして」

「へえ、そうだったのか。お前、演劇に興味があるのか？」

「いえ、部活そのものではなく衣い装しように──特に男装について興味がありましたので」

「……だ、男装？　お前、もしかしてそんな趣しゆ味みが……？」

「な……っ!?　ち、違います！　そうじゃなくて、これも取材のためです！」

　取材のため？　意味がわからないでいると、涼花は「いいですか？」と続けて、

「私とお兄ちゃんがあからさまにイチャイチャするのがダメなら、私だけど私だと認識されないようにすればいいわけじゃないですか。そこで男装というわけです！　男子に変装すれば、万が一にも私だと疑われなくなります！　その姿ならイチャイチャ──取材し放題じゃないですか！」

「お前、その時の俺がどんな目で見られるか、まるで考こう慮りよしてないな!?」

　それって要するに、俺が見知らぬ男子とイチャイチャしてるところを見られるってことだろ!?　鬼おにかよ！　さすがに俺へのダメージがデカすぎるわ！

「と、とにかく、取材方法について新しいアイデアが閃ひらめくかもしれませんので、それも含ふくめて見学に行ってきますから」

　門限までには帰ります、とだけ言い残して、涼花は去って行ってしまった。

　……にしても、新しい取材のアイデアってなぁ……。

　昼休みにあんなことがあったばっかなのに、本当にタフなやつだよ俺の妹さまは。

「ま、なんにせよ、友達と放課後を過ごすってのはいいことだよ」

　俺は、自分に友達がいないことを棚たなに上げながらそう呟くと、久しぶりに一人での帰路につく。だが校舎を出た瞬間、いきなり呼び止められた。

「永見先せん輩ぱい。今、少しお時間をよろしいでしょうか」

　それは二階堂さんだった。相変わらずの凜りんとした佇たたずまいと、一いつ切さいブレることのない視線が俺を真まっ直すぐに射い貫ぬく。……な、なんだろう？

　特に断る理由もなかったので俺が頷くと、二階堂さんはそのまま校舎裏へとついて来るように言った。

　……そういや、なんか俺を待ち伏ぶせしてたみたいだけど……、などと考えていると、人ひと気けのない辺りまで進んでから、二階堂さんは唐とう突とつに振り向いた。

「不ぶ躾しつけで申し訳ありませんが、お話があります」

「な、なんでしょうか？」

　なぜか敬語で返してしまった俺に、二階堂さんはキッと視線を鋭するどくし、

「……永見先輩は、本当に涼花にふしだらなことをしてないんでしょうね？」

　再度、この前と同じことを詰きつ問もんしてきたのだった。

　それは多分に「本当は涼花に手を出してるんじゃないですか？」というニュアンスが含まれている問いかけだったが、なんでまた……？

「だからそんなことしてないって。……大体それについては、俺には好きな人がいるんだから妹に手を出すなんてあり得ないってことで、納なつ得とくしてくれたんじゃなかったのか？」

「……確かに一度はそれで納得しましたが、やはり疑念は消えません」

「な、何を根こん拠きよにそんな……」

「勘かんです。それと気配で」

　……うわー、思いっきり個人の主観なんですけど。

「自画自賛ではありませんが、私は剣けんの道に生きてきましたので、そういった人の気配については敏びん感かんなのです。しかし、もちろんそれだけではありません。今朝の登校時や昼休みの二人の様子がおかしかったことが、やはり大きいです」

　むむ、そっちは反論できないな……。実際おかしかったわけだし。

「そもそも、涼花は永見先輩の傍そばにいる時だけ別人のような気配になります。普ふ段だんはまるで老練の剣士のような佇まいなのに、先輩の近くだと落ち着きも何もなくなってしまうのですからね」

　私は心配なのです、と本当に心配そうに顔をしかめる二階堂さん。

「あー……、まあ、なんだ……。か、家族なんだから気が緩ゆるむことだってあるよ。むしろ自然なことじゃないか？　それに、なんだかそういった根拠はこじつけなようにも聞こえるし、本当はもっと別の理由があるんじゃないの？」

「……む、そうですね。その通りです。実のところ、私は永見先輩がオタクだと聞いて、そのことが一番気にかかっているのです」

　オタク……？　そういやこの前もそんなこと言ってた気がするけど……？

「えーと、いまいちよくわからないんだけど、オタクだから何だって言うんだ？」

「オタクにはふしだらな傾けい向こうが──……その、妹でさえも性的な対象にすることがあると聞きます。ならば私の疑念ももっともでしょう」

「は、はぁ？　いやいや……、君はオタク文化を何だと思ってるわけ？」

「…………よからぬもの。ふしだらで怪あやしいもの。端たん的てきに言えば、有害なもの、です」

　その言い草に、さすがに俺もムッとなる。

　自他ともに認めるオタクであり、ラノベが大好きな俺としては、そういった一方的な物言いをされると異を唱えずにはいられない。

　……のだが、同時に気づいたこともあった。

　いろいろ言ってるけど、二階堂さんの疑念の根本原因はどうもそこなのでは？　オタクに対して悪いイメージを持ってるから、オタクである俺への疑念もぬぐえない、と。

「あのさ、オタクはそんな悪いものじゃないよ？　それは単なる偏へん見けんだ」

「……ですが、これが私の認にん識しきです。この認識は、揺ゆらぐことはありません」

　そう言って、なぜか苦し気な表情を見せる二階堂さん。

　俺はさらに説得を重ねようと口を開くが、

「今日はこの辺りで失礼させていただきます。私は友人として、涼花のことを本当に心配しています。そして永見先輩には、その心配を払ふつ拭しよくしてほしく思っています」

「あ、ちょっと？」

　二階堂さんは呼び止めるのも聞かず「失礼します」と言いたいことだけを言って去って行ってしまった。

「……なんだかな」

　一人残された俺は、どうしたものやらと頭をかく。

　二階堂さんが友人として涼花を本気で心配しているのはその通りだろうし、そのために俺に疑念を払拭してもらいたがってるってのもわかる。

　けど、その疑念が俺がオタクだからってところに起因している以上、どうやったって払拭なんてできない気もする。どうしてもやろうと思ったら、俺が涼花と距きよ離りを置くか、俺がオタクじゃないってところを二階堂さんに見せるかだが、

「ま、そりゃどっちも無理だな。現実的じゃない」

　……ぶっちゃけ、放ほうっておいてもいいことではあるんだ。

　勝手に疑念を持ってるだけと言えばその通りなわけだし。

「でも、二階堂さんが涼花の友人である以上、そうもいかないか……」

　涼花にとっての二階堂さんはいい友人らしいし、二階堂さんにとっての涼花は言うまでもないだろう。その関係に亀き裂れつが走るようなことは──しかもその原因が俺だっていうのは──とてもじゃないが容認できない。

　……それに、依い然ぜんとして噂うわさの件も残ってるしな。

　このまま隠かくれてイチャイチャ作戦を続けて周囲の噂が薄うすれていったとしても、涼花に近しい二階堂さんの疑念が残ったままだと意味がない。小ぼ火やを消し止めても火種が残っている以上、解決したとは言えないからだ。

　となるとやはり、二階堂さんをなんとかしないといけないわけなんだけど、

「でも、どうやったら二階堂さんの誤解が解けるんだ……？」

　オタクについて根強い偏見を持った二階堂さんをどう説得すればいいのか……。

　俺はなおしばらくうんうんと唸うなっていたが、すぐに名案なんて浮うかぶはずもなく、やがて諦あきらめてその場を後にした。

　学校を出て、バイト先である丸まる猫ねこ書店に向かう。

「ん～？　今日のナガミンはなんか元気ないね～」

　江え坂さかさんがいつも通りのロリ顔ロリボディで絡からんできたが、俺は二階堂さんの件で頭がいっぱいで、かまってる余よ裕ゆうなどなかった。

「……オタク、オタク文化の偏見を解くには……」

　レジに座っている間も、俺は腕うでを組んで頭を悩なやませていた。

　出口の見えない迷路でさまよっているような感覚。とはいえ、絶対になんとかしないといけない案件なだけに、考えるのをやめるわけにもいかない。

「うーん……」

　そんな感じで、俺がぼんやりしていた時だった。

「……あ、あの、これを……」

　すっと本を差し出され、俺は初めてお客さんがいることに気がついた。

　……っと、マズイ。仕事に集中しないと店に迷めい惑わくが……！

　俺は頭を切り替かえて、急いで応対しようと顔を上げる。

「あれ？」

　だがその時、お客さんと目が合って、俺は目を見開く。

「二階堂……さん？」

「え？　あ、な、永見先輩!?」

　そこに立っていたのは確かに二階堂さんで、彼女は俺が店員だと気がつくと、慌あわてた様子で手に持った本をレジのテーブルへと落とした。

「…………え？」

　そして俺はその本の表紙を見た瞬しゆん間かん、完全に言葉を失った。

　こ、これは──炎えん竜りゆう焰ほむら著のラノベ『スカイ・マジック・ガーディアン』の第六巻!?

「あ、こ、ここここれは違ちが……っ!?」

　慌てた様子で本に手を伸のばす二階堂さんだったが、明らかにもう遅おそい。

　俺が再び視線を向けると、彼女はほとんど泣き出しそうになっていて、普段の凜とした剣士としての顔は完全に崩くずれ去っていたのだった。
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　緊きん急きゆう事態だった。いろんな意味で。

「ううう……、私もう生きていけない……」

　俺は今、丸まる猫ねこ書店のバックヤードで、体育座りをしながら思いっきり落ち込んでいる二に階かい堂どうさんを前に途と方ほうに暮れていたのだ。

　なんでこんなことになっているかは、もちろんついさっきの出来事が原因だった。

　バイト先で二階堂さんと遭そう遇ぐうした──これはまあ、まだいい。

　ここは七なな海み坂さかからそう遠くないし、今までだって時々学校の生徒が来たこともある。

　……だが問題は、彼女が買おうとしていた本が、よりによってラノトノベルだったというところにある。俺はなによりも、そのことに驚おどろいたんだ。

　とはいえ驚きという点に関しては、二階堂さんの方が俺よりも遥はるかに大きかったに違いない。なにせ本屋を訪おとずれたら、店員が友人の兄貴だったのだから。

　しかも、つい先ほどまで自分が非難していたオタク文化の象しよう徴ちようともいえるライトノベルを、よりにもよって非難した相手から購こう入にゆうしようとしていたのだから。

　……あの時の二階堂さんの動どう揺ようのし方は、今思い出しても気の毒になるくらいのレベルだったな……。赤くなっていた顔が今度は瞬間的に青くなって、ヘナヘナとその場に崩れ落ちた様さまは、まさに『絶望』といった言葉が相応ふさわしかった。

　その後、彼女はその場に正座して、泣きながら「一思いに殺してください……！」と意味不明なことを口走った。

　当然他のお客さんから何事かといった目で見られ、本来なら事態を収拾する側であるはずの江え坂さかさんも「ナガミン～、痴ち情じようのもつれ～？」などと野や次じ馬うまと化し、俺は緊きん急きゆう避ひ難なん策として二階堂さんをここへと連れて来るしかなかったというわけだ。

「…………ううう」

　ずーんと重苦しい雰ふん囲い気きをまといながら自分の膝ひざに顔を埋うずめている二階堂さん。

　そこにはもはや、俺が抱いだいていた二階堂さんのイメージ──真ま面じ目めで凜りんとして、決して折れることのない意思を持った武士のような女の子──といったものはまるでなく、ただただ悲ひ愴そう感漂ただよう少女の姿しかなかった。

「……え、えーと、それでさ……」

　でもまあ、いつまでもこうしてはいられないので、俺はなるべく二階堂さんを刺し激げきしないように、そっと声をかける。

「……っ!!」

　だが二階堂さんは、ビクッと身体からだを震ふるわせてから恐おそる恐る顔を上げて、

「わ、わかっています……、あのような場面を見られた以上、もはや私は死ぬしかありません……！　生き恥はじを晒さらすくらいならば、一思いに腹を切ります！　永なが見み先せん輩ぱいにはせめてもの哀あわれとして、介かい錯しやくをしていただきたく……！」

　なんだか怪しく光る目をこちらに向けながら、わけのわからないことを口走った。

「ちょ、ちょっと待った!?　何を勘かん違ちがいしてるか知らないけど、俺はただ、いろいろと話を聞きたくて──」

「……はっ!?　ま、まさか先輩は、その前に私を辱はずかしめるつもりなのですか!?」

「えええ!?」

「い、いや、そうに決まっている……！　なにせ涼すず花かさえをも毒どく牙がにかけた人だ……！　きっと私は死ぬことも許されず、先輩に好きなようにされてしまうのだ……！」

「いや、あの、ちょっと……」

「ううう、わ、私は経験もないのに、一体何をされるというのだろう……！　ただこの身を汚けがされるだけでは済むまい……。きっと、あらゆる破は廉れん恥ちなことをこの身に教え込まれるのだ……。そして、やがて私は先輩なしでは生きられない身体にされ……！」

「だから何の話をしてるの!?」

「身体のありとあらゆる部分を、全すべて先輩のものにされてしまうのだ……！　人としての尊厳は全て奪うばわれ、雌めす犬いぬとして飼われてしまう私……！　ああ、なんて破廉恥な……！」

「お願いだから、俺の話を聞いてくださいませんかねぇ!?」

「し、しかし！　身体は先輩のものになろうとも、魂たましいだけは渡わたしませんよ!?」

「うわっ!?　いきなり立ち上がった!?」

「……く、だがしかし、その抵てい抗こうもいつまで続けられるというのだ……!?　いや、それさえも先輩の愉ゆ悦えつのスパイスでしかないのでは……!?　徐じよ々じよに魂までもを犯おかされて、いずれ私は完全な雌犬に堕おとされることに……！」

「……なんか盛り上がってないっすか？　っていうか、ちょっとうれしそうに見えるのは気のせいだよね!?　はぁはぁ言って顔が赤いのも目の錯さつ覚かくだと言ってほしいなぁ!?」

「ご、誤ご魔ま化かさないでください！　わ、私だって剣けん士しの端はしくれ！　覚かく悟ごくらいはできています！　たとえ最後には陥かん落らくしようとも、力の限り耐たえてみせます！」

「だから何に!?　俺もうなんの話をしてるかわかんなくなってきたんだけど!?」

「ま、まだシラを切るつもりですか!?　そのつもりでこんな場所に私を連れ込んだことは知っているんですよ!?」

「うわ～、そうなのナガミン～？　うちを犯行現場にしないでよね～、も～」

「あなたには店番を頼たのんでおいたはずでしょ!?」

　俺は、いつの間にかドアの隙すき間まから顔を出して覗のぞいていた江坂さんを無理やり押し返して、ぜぇぜぇ言いながら二階堂さんに向き直る。

　……な、なんで俺はこんな無む駄だに疲つかれてんだ……。

　ってか、この一瞬で俺の二階堂さん像が修正不能なくらい変化したんですけど!?

　少し前までは、まあちょっと思い込みが強い部分があるかな？　って程度だったのに、今や被ひ害がい妄もう想そう全開の危ない子じゃねえか！　……それどころか、なんかちょっとムッツリっぽい気配もするし、それどころかドＭ疑ぎ惑わくも……!?　どうなってんだよ！

「……ま、まあいい。それはともかくだ……！」

「い、いよいよ始めるのですね……！　私の調教を……！」

「違うわ！　……ああもう、話が進まねえ！　そうじゃなくてこれだよ！」

　俺はもうヤケクソ気味にそう言って、二階堂さんに文庫本を突つきつける。

　それはもちろん、さっき彼女が購入しようとしていたスカマガの六巻だった。

　するとそれを見た瞬間、二階堂さんは何かを期待するような気配（いやそもそも、何を期待してたのかマジで謎なぞなんだが……）をサッと引っ込ませ、

「あ、そ、それは……」

　どこか苦し気な表情で視線を逸そらした。

　……これでやっと、まともに話が聞けそうになったか。

「これは、確かに二階堂さんがレジに持ってきた本だね？」

「……………」

　二階堂さんは答えない。俺は続ける。

「一応断っておくけど、別に俺は、きみがどんな本を買おうがどうこう言える立場じゃないよ。……けど、例の噂うわさの件でいろいろと言われた以上、説明してもらう権利はあると思ってる」

「う…………」

「こいつはライトノベル──いわゆるラノベってやつだ。まあオタク文化を代表するジャンルの一つと言ってもいいと思う。問題は、そんなものをどうして、オタクをよく思ってないはずのきみが買おうとしてたのかってことだ」

　理由を聞かせてもらえるかな？

　そう言って俺は、二階堂さんからの返答を待つために口を閉じた。

「………………」

　二階堂さんはしばらくの間、俺の手にあるスカマガの本に無言のままチラチラと視線を向けていた。それは、何かに迷っているような仕草だった。

「…………わかりました」

　だがやがて肩かたを落とし、全てを諦あきらめたような顔で俺の方を向いた。

「理由は簡単です。私が、その本をどうしても読みたかったからです。五巻を読み終えた時から続きが気になって気になって……」

「え？　五巻ってことは」

「はい。私はそのシリーズを一巻からずっと読み続けてきたのです。……もっとも、ライトノベルというジャンルで読んでいるのはそれだけですけど」

「そ、それってつまり、この作品のファンってこと？」

　俺がそう訊たずねると、二階堂さんは赤い顔で俺を睨にらみつけながら頷うなずいた。

「で、でも待ってくれ。きみは確か、こういうのはよくないものだって」

「はい。それはウソではありません。私の正直な気持ちです。……だからこそ、困っているんです……」

「……何か、事情がありそうだけど……」

　俺のその言葉に、二階堂さんは一度顔を伏ふせてから、やがてポツリポツリとその事情を語り始めた。

　彼女の家は代々剣けんを修おさめてきた家系らしい。この前も聞いたけど、家に道場もあって門下生もいるとか。二階堂さんはそんな家に長女として生まれ、代々受け継つがれてきた──しかし現代の価値観からすると少々古風な家訓に沿って、育てられてきたそうだ。

「祖父や父は、私を厳格に教育しました。私もそれに応こたえ、特に疑問もなく育ちました。私自身、家の教えについて不満などありません。世間から見ると息苦しく思えるかもしれませんが、むしろ自分に合ったものだと思っています」

　そう言う二階堂さんの表情は、どこまでも真まっ直すぐで自信に満ち溢あふれて見えた。

　自分が生きてきた環かん境きように対して、本当に疑問など持っていないのだろう。

「そういう家なので、価値観もまた厳格に教え込まれました。質しつ実じつ剛ごう健けんを宗むねとし、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなこと──つまり思し慮りよが浅く軟なん弱じやくなものは遠ざけるよう言われました」

「……なんか今、軟弱のところで俺をジロジロ見なかったか？」

「き、気のせいでしょう」

　ふっと視線を逸らす二階堂さん。……くそっ、どうせ俺は軟弱ですよ。

「とにかく、その教えの中で、オタクは特によく槍やり玉だまに上がりました」

「あー……、それはまあ、そうだろうなぁ……」

　俺は釈しやく然ぜんとしないながらも頷くしかなかった。

　今の話を聞いていると、その光景は容易に想像できたからだ。

　オタク文化もかなり一いつ般ぱん的になってきたとはいえ、世間的にはまだやっぱりそういう目で見られることがある。二階堂さんの家みたいな環境ではなおさらだろう。それこそ軽佻浮薄の象徴みたいに思われても無理はない。

　……でも、確かにそんな側面はあるけど、決してそれだけじゃないぞ。

　俺も一オタクとして、そういった偏へん見けんのような考え方には反論したいところだが、今ここでそんなことを言ったところで仕方ない。それよりも問題は──

「私は、そういった教えに忠実に生きてきたのです」

「……そんな二階堂さんが、どうしてスカマガを読み始めたのかってことだよね？」

「う……、そ、その通りです……」

　二階堂さんは恥はずかしそうに顔を赤らめながらも続けた。

「わ、私はそのような環境で育ち、疑問も持っていなかったのですが──……な、なぜかその、オタク文化というものにすごく興味を持ってしまったのです……！」

　まるで罪を告白するような勢いで、二階堂さんは自らの気持ちを吐と露ろする。

　きっかけは、よくわからないらしい。

　下らないと教え込まれながらも、実は内心ではアニメとかマンガとかゲームのことが気になっていて、それがいつの間にか膨ふくれ上がり、気がついたらもう興きよう味み津しん々しんといったレベルにまで達していたとか。

「同級生がそういった話で盛り上がっているのを見ると、私は軟弱だと背を向けながらも気になって気になって仕方がなかったのです……。ですが私は家の教えに従い、そういった気持ちに耐えていました。……その本に出会うまでは」

　そう言って二階堂さんは、震える指を俺が持つスカマガへと向ける。

　中学時代に本屋へ行った時、彼女は新刊コーナーに置かれたスカマガの一巻を見たのだそうだ。そして、今までにないほどの誘ゆう惑わくに駆かられたのだ、と。

「表紙を見た瞬しゆん間かん、なぜかわかりませんが電でん撃げきに打たれたような気分になりました。今までもそういった本には興味自体はありましたが、横目でチラチラと見て通り過ぎるだけで終わっていたのです。けれどその本だけは、どうしても目が離はなせませんでした……！」

　表紙をよく見るだけだと思って手に取った。今度は、どんな話なのか確かく認にんするだけとあらすじに目を通した。……そして、気がつくといつの間にか購こう入にゆうしていたらしい。

　本屋の外に出て我に返った二階堂さんは、すごく焦あせったとか。そりゃそうだろう。

　しかし捨てることもできず、そのまま家に持って帰るしかなかったのだそうだ。

「本当に生きた心ここ地ちがしませんでした……。家族の誰だれかに見つかったらとんでもないことになりますから、私は必死に本を隠かくしながら自分の部屋へ転がり込みました」

「……なんか、すごく共感できる話だな」

「？　永見先せん輩ぱいのところもそんな雰ふん囲い気きなのですか？」

　……いや、ラノベとかマンガなんかは別にどうってことないけど、エロゲクラスになるとさすがに誰かに見られるわけにはいかないからな……。

　まあこんなことは二階堂さんに言えない。けど、そういった状じよう況きようって男なら大なり小なり経験してることだと思う。ってか思いたい。

「……そして、私は罪悪感に苛さいなまれながらも興味に負けて、ついにその本を読み始めました。家人にバレないかビクビクしながらも、読まずにはいられなかったのです……！」

「それで、どうだったの？　内容は」

「信じられないくらい面おも白しろかった……！」

　二階堂さんはその時の興奮を思い出しているかのように、目をキラキラさせながら身を乗り出した。

「やっぱそうだよな！　スカマガは俺も神作品だと思うよ！」

「本当にその通りです！　もう最高でした！　無我夢中で一気に読み進めて、読み終えた後は夢心地でしたよ！」

　そうか！　そうですよ！　と盛り上がる俺達。

　にしてもスカマガの良さを見み抜ぬくとは、見る目あるじゃないかこの子は！

「永見先輩も読んでいるんですか？」

「当たり前だろ？　ラノベ好きとして、俺が面白い作品を見み逃のがすはずなんてないからな！　その中でもスカマガは近年最高クラスのヒット作だよ！　これを抜ぬきにしてラノベ好きなんて名乗れないね！」

「や、やはりそうでしたか！　あの面白さは尋じん常じようではありませんでしたからね！」

　二階堂さんはまるで自分のことのように喜んでいた。

　その姿は、好きな作品を語るオタクそのものだ。

「こういった作品がこんなにも面白いなんて……と、私は本当に驚おどろきました。ただ、そんな風に思えるような本に出会ったことは、必ずしも幸せなことではなかったのですが」

「え？　どういうこと？　まさか家の人にバレて𠮟しかられたとか……？」

「い、いえ、そういうことではありません。幸いに誰にも知られず、続刊も買い集められています。……もちろん家が家なので大っぴらに収集などできず、このシリーズだけをかろうじて床ゆか下したや天てん井じよう裏に隠しながら読んでいるのですが」

　……ま、まるで扱あつかいがエロ本だな。身につまされる話だ……。

「けれど、問題はそういうことではありません。……もっと精神的なことです」

「精神的？」

「はい。……有あり体ていに言えば、私の中のオタク文化への見方は、その本を読んだことでも変化してないということです」

　そう言って、二階堂さんは苦し気に眉まゆをひそめた。

「私にとってオタクというものは、依い然ぜんとして軽けい薄はくで軟弱な存在なのです。そして私は家訓を破り誘惑に負け、そんなものに手を出してしまった愚おろか者……。本を読んでその面白さに夢中になっていても、ふと気がつくと罪悪感に苛まれている自分がいるのです……」

「そ、そんな……。ラノベの面白さを知ったのなら、そんなの単なる偏見だってわかるはずじゃないか」

「私も頭ではそう思っています……！　ですが、心の奥底ではそういった感情が揺ゆるぎなくあるのです！　やはり私の目には、よくないものとして映ってしまう……！」

　そこで一度言葉を切った二階堂さんは、しかしすぐにバッと顔を上げて、

「お、お願いです永見先輩……！　虫のいい話だとは思いますが、このことは誰にもバラさないでください……！」

「え、そ、それはもちろん──」

「お願いします……！　わ、私の身体からだを好きにしてもかまいませんから、どうか私の卑いやしい本ほん性しようを暴あばくようなことだけは……！」

　二階堂さんは半泣き状態で懇こん願がんしながら胸むな元もとのボタンを外していく。すると、素っ気ないスポーツブラに包まれながらもハッキリと主張する膨らみが見えて──

「って、ななな何やってんの!?　脱ぬがないで！　服着て服！」

「し、しかし、秘密の代だい償しように私が差し出せるものといえばこれくらいしか……！　覚かく悟ごはできているのです！　先輩の手で調教され、一生お嫁よめに行けない身体にされたとしても、私は秘密を守るほかに方法が……！」

「ナガミンやっぱり鬼き畜ちく～。私もいつか調教されちゃうの～？　きゃ～」

「あんたはややこしくなるから出てこないでくださいってば!!」

　再び覗のぞき見していた江坂さんを締しめ出すと、俺は慌あわてて二階堂さんの方を振ふり返り、

「と、とにかく！　そんなことしないから！　秘密の代償に身体をとか、そんなこと考えたこともないからな!?」

「え……？」

「なんで今ちょっと残念そうな顔した!?」

「なっ!?　そ、そんな顔はしていません！　ひひひ人を破は廉れん恥ちな女のように言わないでください！　斬きりますよ！」

　真っ赤な顔で猛もう然ぜんと反論する二階堂さん。

　……こ、この子、マジで気づいてないのか？　って、そんなことは今はどうでもいい！

「それより！　誤解のないように言っとくけど、俺はきみの家族にこのことをバラしたりなんて考えてもないから！」

「い、いえ、私の家族のことだけじゃありません！　私が言っているのは、それよりも涼花のことなのです……！」

「涼花？」

「そ、そうです。涼花は私にはもったいないくらいの素晴らしい友人なのです。その彼女に私の本性を知られて軽けい蔑べつされるなんて、考えただけでも身体が……！」

　その言葉通り、二階堂さんの身体は小刻みに震ふるえていた。

　俯うつむき加か減げんの顔からは今にも涙なみだがこぼれ落ちそうで、本当にそのことを恐おそれているというのがストレートに伝わってきた。俺はその姿を見て、胸が痛くなる。

「も、もちろん涼花にだって、誰にだって言わない」

「……ありがとう、ございます……！」

「でも、そもそもそんな心配はする必要なんてないよ？　たとえ二階堂さんの事情を知ったとしても、涼花はそれできみを軽蔑したり、ましてや縁えんを切るだなんて、そんなバカなことを言うやつじゃないから」

　そう、それはハッキリと断言できる。

　命を懸かけられるかと問われれば、０．００００００００１秒で即そく断だんできるレベルだ。

　俺の自じ慢まんの妹は、そんなことで友人を見限ったりするようなことはない。

「あいつはそういったことに偏見なんてないんだから、二階堂さんの話を聞いたら絶対に味方になってくれるさ」

　というか、そもそも涼花はラノベ作家・永と遠わ野の誓ちかいなわけで。

　相変わらず知識に乏とぼしいとはいえ、オタクについてマイナスイメージを持ってるなんてことはないだろう。なにせ、そんな世界の真っただ中で大活かつ躍やくしてるんだからな。

「きみがそのことを秘密にしておきたい気持ちはわかるけど、俺は涼花に打ち明けることを勧すすめるよ。あいつは絶対に、二階堂さんの力になってくれるから」

　俺は一いつ切さいの迷いなく、力強くそう言った。……だが、

「い、いえ、そんなことはできません……！」

「……やっぱり不安なの？　万が一のことがあるって……」

「そ、そうではありません。永見先輩のおっしゃる通り、涼花は素す晴ばらしい女の子ですから、きっと私の悩なやみも受けとめてくれると思います……」

「だったら──」

「ですが、やはりできません……！」

　二階堂さんは苦しげな表情で頭かぶりを振る。

「私も涼花のことは信じています……。ですが、問題は私の方にあるのです……！　私自身が偏へん見けんを持っているから、どうしても打ち明ける勇気が出ない……！　そう、私は怖こわいんです……！」

　怖い。二階堂さんは震える声でそう言った。

　彼女だって涼花に打ち明けても大だい丈じよう夫ぶだということは、頭では理解しているのだろう。

　言葉の通り涼花を信じているし、その点で迷っているようには見えない。

　……だが、彼女の中に深く根差す偏見が、その考えに影かげを落としているんだ。

　自分自身の考えが不安を生み出し、絶対にあり得ないことに『まさか』を想像させてしまう。その事実が端たん的てきに表れているのが『怖い』という一言だ。

　……これはもう理り屈くつじゃないな。感情の問題だ。そうである以上、いくら俺が説得したところで、きっと不安を拭ぬぐい去ることはできないんだろう。

「…………うーむ」

　俺は眉み間けんにしわを寄せながら、バリバリと頭をかく。

　なんだろう……。なんかものすごくモヤモヤする。

　二階堂さんが気の毒なくらい落ち込んでるってのもある。彼女が涼花の友人で、その友情を大切に思ってるからこそ苦しんでるってこともあるだろう。それを涼花の兄貴として放ほうっておけないって感覚もないわけじゃないんだ。

　……でも、一番引っかかってるのはそこじゃないな。

　そう、俺は気に食わないんだ。俺の大好きな分野について、こんなにも辛つらい思いをしてる人がいるってのが気に食わない。

　オタクってのは、オタク文化ってのはそういうもんじゃないんだよ。

　だから──どうにかしてあげたい。

　理由はいろいろあるけれど、全部ひっくるめて、俺は素直にそう思った。

　今二階堂さんに手を差し伸のべられるのは俺だけだと思ったし、手を差し伸べないといけないと感じたのだ。先輩として、涼花の兄貴として、そして一オタクとして、な。

　……とはいえ、じゃあどうするか……。

「…………うん、これしかないな」

　俺は、頭に浮うかんだ道筋をなぞるように、ゆっくりと口を開いた。

「なあ二階堂さん？　スカマガのどこが面おも白しろかった？」

「……え？　い、いきなりどうしたのですか？」

　二階堂さんはその質問に面食らったような顔を見せたが、俺は気にせず続ける。

「いいからいいから。実は俺もスカマガについては発売した時からずっと追いかけてるくらいのファンでさ、作品を知ってる人といろいろ語り合いたいんだよ」

「し、しかし、どこが面白かったかと急に言われても……」

「俺は、やっぱバトルシーンの熱さだな！　空中を飛び回りながらの魔ま法ほう戦ってシチュエーションがカッコよくて燃えるんだ！」

「あ、そ、それは私も感じました！　文章なのにすごく躍やく動どう感とスピード感があって、読んでるだけで自然と身体に力が入って……！」

「わかるわかる。それからやっぱ魔法自体がカッコイイのがいいんだよな。詠えい唱しようがすごく凝こってるから、自然と口ずさんじゃうし」

「あ、わかりますね。でも私は、やっぱり登場人物の魅み力りよくが一番でしょうか！」

「お、それもあるよな！　魅力的なキャラがほんと多いんだよ。俺はやっぱ主人公が好きなんだけど、二階堂さんは？」

「私は断然ヤヨイですね！　東方の国からやって来た黒くろ髪かみの少女で、みんなが魔法で戦う中を剣けん士しとして縦じゆう横おう無む尽じんに活躍するのが、もう本当にカッコよくて！」

「わかる！　ヤヨイはすごくいいよな！　刀で戦うってのがまた中二心をくすぐるところなんだ！　空を飛ぶのも魔法じゃないし……！」

「そうなんですよ！　三巻で彼女が龍りゆう神じんの末まつ裔えいだったことが明かされるシーンは、本当に感動しました！　私、読みながら泣いちゃって……！」

「ああ、あそこは神シーンだったな。本来ならば忌いみ嫌きらわれる存在なのに、その直後の戦いでみんなを守るために力を解放して……」

「そして力ちから尽つきて落ちていくんです！　でも、そこを仲間が全員で助け出して……！」

「そして最後に、お互たがいに心を開いて本当の意味で仲間になるんだよな！　あれのおかげでヤヨイの人気が一気に上がったんだよ！」

「当然ですね！　あの作品で一番いい登場人物はヤヨイですから！」

「おっと？　それでもまだヒロインの人気は、主人公のクラスメートであるアーチェルが一番なんだぜ？　あのキャラもいい背景してるしなー」

「な、何を言っているんですか！　ヤヨイが一番いいに決まっています！　いいですか？　彼女が素晴らしい点はまだまだあって──」

　二階堂さんは、いかにヤヨイというキャラが素晴らしいかを力説していた。

　その顔は見るからに楽しそうで、身み振ぶり手振りにも力が入っている。

　俺はそんな彼女を眺ながめながら、こういった反応を返してくれるのがうれしかった。

　スカマガについての話はますます盛り上がり、いつの間にか時が経たつのも忘れて、俺達は作品について語り合う。それは、純じゆん粋すいにとても楽しい時間だった。

　……二階堂さんもきっと、同じように感じてくれているはずなんだ。

「永見先せん輩ぱい？　どうしたんですか？　そんなにニコニコして」

「ああ、いや、好きな作品について思う存分話をするのはいいもんだなって思ってさ」

「……そうですね。私は誰だれかとこんな話をするのは初めてでしたが、とても楽しかった。今まで一人で感じていたことが、全部言葉にできた気がします……」

「すごく熱心に語ってたもんな」

「も、もう、あんまり意地悪言わないでください。斬りますよ？」

　照れながらそんなことを言われても全然怖くない。むしろ微笑ほほえましい。

　笑顔のままの俺を見て、二階堂さんはふてくされたようにそっぽを向く。だがそれが、本気で怒おこってるわけじゃないというのは、その雰ふん囲い気きから伝わってきた。

「しかしまあ、よかったよ。二階堂さんが楽しんでくれて」

「わ、私は別にそんな……」

「そうでないとわかってもらえないからね。オタク文化のいい側面ってやつを」

「……え？」

　俺の言葉にキョトンとする二階堂さん。

　その様子を見て俺は、改めて彼女の力になる方法について考える。

　彼女の苦しみの原因──怖さの源というのは、さっきも彼女が言った通り自分自身の偏見だ。

　だったら解決の方法は一つしかない。その偏見を取り除くことだ。

　とはいえ、それが感情に根差している以上、いくら理屈をぶつけたところでどうにかなるわけじゃない。となると、感情には感情でいくしかない。

　オタクがよくないものと思い込んでいるのであれば、それがいいものだってことを身をもって感じてもらおうと思った。だからこそ、俺はスカマガの話を振ふったんだ。

　ファンとして作品の面白さを語る──その純粋な楽しさを味わってもらおうとして。

「オタクってのはさ、とにかく好きだって思えるものがある人のことを言うんだ。そしてそれを誰かと分かち合いたいとも思ってる。だからいろんな作品が生まれるし、コミュニティもできて文化として発展していく」

　それって人間として純粋な気持ちだと思わない？　と、俺は二階堂さんに問いかける。

「さっき俺達はスカマガという作品を通して、自分達の熱い想おもいを共有し合ったよね？　これはオタク文化のいいところだと俺は思ってる。そこにはやましいことなんて何もなくて、ただ純粋に好きって気持ちを共感してるだけだ」

「共感……」

「その時の感覚はきみも覚えてると思う。あの楽しさ、作品に対する熱い気持ち、心の底から湧わいてくるエネルギーみたいなもの。どれをとっても恥はずべきものはないよ。それとも、やっぱりまだ軽けい薄はくだったり軟なん弱じやくだって感じた？」

「そ、そんなことは……！　ありません……」

　その答えを聞いて、俺はホッと胸をなで下ろした。

　それがわかってくれたなら、もう大丈夫だと思ったからだ。

「じゃあ、もう涼花に打ち明けることができるんじゃないかな？」

　俺は改めてそう訊たずねる。……しかし、

「で、ですが、まだやっぱり私には、その勇気が……！」

　彼女の偏見は根深く、それでもどうしても踏ふん切りがつかない様子だった。

「永見先輩のおっしゃることはわかるのですが……。ああ、私はこんなにも弱くて情けなかったなんて……！　こ、こんな不ふ甲が斐いない私は、やはり永見先輩に汚けがされるのが当然な女なのかも……！」

「いやいやいや！　隙すきあらば俺を犯罪者にしようとしないでくれます!?」

　ってか、この子、実はそういう状じよう況きようを望んでるんじゃないのか……？

　……ま、まあそれよりもだ。くそっ、こうなったらもう最後の手段しかねえな……。

「ああもう、わかったよ！　そこまで言うなら、俺の言うことをきいてもらおうか！」

「え!?　や、やはり私を手て籠ごめにするつもりですか!?」

「違ちがうわ！　というかきみ、絶対そういう願望あるだろ！」

「し、失礼な！　そんなことがあるはずないじゃないですか！　ききき斬きりますよ！」

「じゃなくて……！　明日の休日を一日もらうってことだよ。きみには明日、一いつ緒しよに秋あき葉は原ばらまで来てもらうから」

「秋葉原、ですか？　ど、どうして？」

「あそこはオタク文化の聖地だ。そこで思いっきり楽しめば、偏見なんてきっと消える。あ、もちろん涼花も連れてくるから、俺と二人きりにはならないので安心してくれ」

「ええ!?　す、涼花も!?　そ、そんなのダメです！」

「拒きよ否ひ権はない。それに、このままじゃいけないとは二階堂さんも思ってるんだろ？」

　俺が真しん剣けんな顔で訊きくと、二階堂さんは言葉に詰つまったままおずおずと頷うなずく。

「わ、わかりました……」

　ようやく覚かく悟ごを決めたらしいその様子に、俺はやれやれとため息を吐つく。

　とりあえず話も終わり、俺は明日のために二階堂さんと電話番号を交こう換かんした。

　そして俺はバイトに戻もどると同時に二階堂さんを帰すため、バックヤードから出ようとドアノブに手をかけた。

「あ、あの永見先輩」

　しかしその時、俺は二階堂さんから呼び止められて振り向く。

「なぜ、先輩はそこまで私のためにしてくださるのですか……？」

　その問いに、俺はなんて答えたものか一いつ瞬しゆん悩なやむ。

　後輩のためだから。妹の友人だから。成り行きでそうなったから──と。

　……いろいろあるけど、結局はこれしかないという答えを、俺はそのまま口にした。

「そんなの決まってるだろ？　俺がオタクだからだよ。二階堂さんと同じ、ね」




　バイトを終え帰宅すると、先に帰っていた涼花が出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいお兄ちゃん。演劇部の見学はなかなか有意義でしたよ。琴こと美みの変装技術はかなりのものでした。これなら隠かくれてイチャイチャ作戦における男装オプションは現実的なものになりそうです……！」

　怪あやしい笑みを浮かべながら相変わらずトンデモナイことを言っている涼花だが、俺はそれよりも明日の秋葉原行きについて伝えた。

「え……？　あ、秋葉原って……。そ、そそそそれってデートのお誘さそい……!?」

「いや違うからな!?　そ、そうじゃなくて……！」

「わ、わかっています！　さっきのデートというのも、もちろん取材的な意味で言ったんですからね!?　かかか勘かん違ちがいはしないように！」

　そうは言いつつも、なぜか涼花はニヘラと笑う。俺が訝いぶかしんでいると「わわわ私もちょうど秋葉原で取材がしたかったんです！」と怒られた。

「はっ!?　こ、こうしてはいられません！　明日着ていくお洋服を見み繕つくろわないと！」

　そしてすごい勢いで階段を上り、自分の部屋へと入って行く涼花。

「……話はまだ終わってなかったんだけど」

　二階堂さんのことを言う前に行ってしまったな……。まあいいか。

　彼女の事情については俺の口からは言えないわけだから、なぜ二階堂さんが一緒にアキバに来るのかの説明はなかなか難しい。

「……どうせ怪しまれるなら、明日現地で直接会った時の方が話も早いよな」

　そう呟つぶやきながら、俺も自分の部屋へと向かう。

　涼花もちょうどアキバ取材がしたいと思ってたなんて、タイミングがいいなーなんて無む邪じや気きなことを考えながら……。




　　　　　　　▼




「これは、どういうことですか…………っ！」

　そして翌日。秋葉原の駅にて。

「どうして楓かえでがここにいるんですか!?　お兄ちゃん、説明してください！」

　……め、めっちゃ怒られてるでござる……。

　それまで機き嫌げんのよかった涼花だが、駅で待ち合わせていた二階堂さんを見るやいなや、ゴゴゴゴ……と音が聞こえてきそうな威い圧あつ感でもって俺に詰きつ問もんしてきたのだ。

　……いや、確かに黙だまってたのは悪かったと思うけど、でもだからってそこまで本気でブチギレることはなくないですか……？

「ま、まあまあ涼花、ここは一度落ち着いて……」

　二階堂さんが見かねた感じで声をかけて、ようやく涼花も少しクールダウンする。

　だがあくまでも少しでしかなく、相変わらず俺の方を涙なみだ目めで睨にらんでいた。

「……せ、せっかく高校生になって初のお兄ちゃんとのデートだと思ってたのに……！」

「と、とりあえず、説明させていただいてよろしいでしょうか……？」

「納なつ得とくのできる理由を是ぜ非ひとも聞きたいですね！」

　腕うでを組んでジト目の涼花。とりあえず話を聞いてはくれるあたり、俺の妹さまは人間ができていた。……納得してくれるかはまた別の話だが。

「えーと……」

　さて、説明と言っても例の事情を話すわけにはいかないので、どうしても薄うす味あじなものにならざるを得ないんだよな……。

　仕方ないので俺は、昨日バイト中に二階堂さんが偶ぐう然ぜんやって来て、そこで話をしている時にたまたま秋葉原の話になり、もともと涼花と行く予定だったから、せっかくなら一緒にどう？　という形になった──と、非常にフワフワした説明をした。

「も、もともと私と行く予定だったのを、楓も誘ったというわけですか……」

　絶対ツッコまれるだろうなーと思っていたけど、意外なことに涼花は、そっぽを向きはしているが不機嫌さが和やわらいだ様子だった。……なんかわからないけどラッキー。

「そ、そうそう。お前の友達だし、どうせなら一緒にということで……。な、なあ？」

「そ、そうとも。秋葉原という街は知っていたが、涼花が行くということで多少興味がわいたんだ。それで先輩のお言葉に甘えたというわけで」

　俺に促うながされ、二階堂さんも口裏を合わせる形で答える。

　涼花は「なるほど、そういうことですか……」と一応納得した様子だったが、

「それにしても、なんだか二人とも妙みように距きよ離り感が近くないですか？　昨日まではそんなことなかったような気がしますが……」

　相変わらずの勘かんの鋭するどさから、胡う散さん臭くさそうな視線を向けてくる。

　俺と二階堂さんが「そ、そんなことないぞ！」とハモりながら否定していると、

「……はっ!?」

　突とつ然ぜん、涼花は何かに気づいたような、それでいてどこか愕がく然ぜんとした表情で俺達を交こう互ごに何度も見返した。……なんだ？

「ま、まさか……!?　お、お兄ちゃんの好きな人というのは……!?」

「え？　俺の？」

　声が小さくて聞き取れなかったので俺が訊き返すと、涼花はそれが聞こえていない様子でクルッと俺達に背を向けて、そのままブツブツと一人で何やら呟き始めた。

　……なんかよくわからないけど、めっちゃ早口なうえにぼそぼそ言ってるから全然聞こえないんだが……、マジでどうしたんだ涼花のやつ？

「……い、いえ、二人は出会って間もないはず。そんなことあるはずが……！　そうですよ、家に来た時が初対面だったはずなんですから、楓がお兄ちゃんの好きな人のはずがないんです……！」

「あ、あのー、涼花？」

「……し、しかし現にこうやって怪しい雰ふん囲い気きが……!?　も、もしかして、出会ってすぐに好きになってしまったとか……!?　いわゆる一目ぼれというやつですか……!?　お、お兄ちゃんが楓に、そんな……!?」

「先せん輩ぱい、涼花はどうしたのですか？　あんな姿は初めて見ますが」

「……か、可能性はゼロとは言い切れません……！　そもそも、お兄ちゃんが好きな人の話をしていたのは楓……！　ま、まさか、あれはそういう意味だったんですか……!?」

「いや、なんか時々ああやって自分の考えに集中する時があってだな……」

「……あれは、楓に一目ぼれしたお兄ちゃんが、いきなり告白するわけにはいかないから遠回しに答えた……!?　つまりあの好きな人というのは、楓を意味している可能性も十分にあるということ……!?」

「そうなのですか。でも、やはり真剣な涼花はカッコイイですね！」

「……あ、あり得ます……！　それならば、お兄ちゃんがわざわざ楓を誘った理由も説明がつきます……！　それに、お兄ちゃんの好きな人は学校にいるということとも合がつ致ちしますし……！　となると、このままにしておくわけには……！　で、でも、一体どうすればいいんですか……!?」

　と、俺達がそんな話をしている間も、涼花は元に戻らない。

　いい加減このまま放置しておくわけにもいかないので、俺は声をかけようと手を伸のばしたのだが、その時「や、やはりこれしかありません……！」とかなんとか言いながら、涼花が急に振ふり向いた。

「うわっ!?　お、驚おどろかすなよ……。もういいのか？」

「は、はい。そろそろ行くとしましょう──かっ」

　そして、いきなり俺の腕に抱だきついてきたので、俺は慌あわてる。

　……ちょ、二階堂さんの前だってのにそんなことしたら……！

「す、涼花!?　先輩、これは一体どういうことですか！」

　ほら見ろ怪しまれた！　……とはいえここは学校じゃないし、涼花は取材に来てるってこともあって、やめてくれとは言いづらい……！

「い、いや、涼花は人ごみが極きよく端たんに苦手でさ！　秋葉原に来るときは時々こうやって離はなれないようにすることがあるんだ！　決して変な意味での体勢じゃなくて！」

　なので、非常に苦しい言い訳だが、そう説明するしかなかった。

「……そうなのですか？」

「そうなのですよ！　な、なあ？　そうだよな、涼花？」

　信じられませんって顔の二階堂さんだが、ここはなんとか信じてもらうしかない。

　なので涼花にも助け舟ぶねを出してもらおうと思ったのだが、

「……や、やはりお兄ちゃんといっぱいイチャイチャして、私の魅み力りよくに振り向いてもらうしかありません……！　そしてそのラブラブな様子を目の前で見せつけ、楓の方にも私達の関係を認にん識しきさせるのです……！」

　って、また自分の考えにふけってるじゃないか！

　お前が引き起こしたことなんだから、なんとかしてくださいよ！

「え？　え、ええそうですね！　私とお兄ちゃんはいつもこんな感じです！」

　再度促すと、ようやく涼花は我に返って二階堂さんにそう言った。

　いまいち納得した感じではないが、涼花本人からの言葉でそれ以上は何も言えない様子の二階堂さん。……い、今のうちにさっさと行動を開始しよう。

　そんなこんなで俺達は駅を出て、アキバの街へと足を踏ふみ入れる。

　二階堂さんはまだ俺達を疑わしそうな目で見ていたが、やがてすぐに街の様子に目を奪うばわれたようだった。……そりゃ、オタク文化に興味があるならこの雰囲気にワクワクしないはずがないよな。

「う、噂うわさには聞いていましたが、本当にこんな街なのですね……」

「今日はいろいろと案内するから、思う存分楽しんでくれ」

「わ、私は別に、そんなこと……！」

　また例の偏へん見けんからくる罪悪感に苛さいなまれてはいるようだが、それ以上に興味の方が勝まさっているといった感じで、二階堂さんは相変わらずきょろきょろと辺りを見回していた。

「それでお兄ちゃん。今日はどこへ行くんですか？」

　そんな俺達のやり取りをなぜか不機嫌そうに眺ながめていた涼花は、俺の腕に抱きついたままそんな質問をしてきた。

「別に、特別な場所には行かないよ。オーソドックスにいつものコースを回るつもりだ。なにせ今日はアキバ初体験の二階堂さんがいるからな」

「……む、それはまあ適切な判断だとは思いますが、楓のため……ですか」

「ん？　どっか行きたいところでもあったのか？」

「べ、別にそういうわけではありません。私はお兄ちゃんと一いつ緒しよなら……！　その、ど、どこでも……！　しゅ、取材はできますから……！」

　そう言って、なぜか悔くやしそうに二階堂さんを見つめる涼花。だが当の二階堂さんは、やっぱりアキバの街に興きよう味み津しん々しんで、涼花の視線に気づいていなかった。

「じゃあ、そろそろ行こうか二階堂さん」

「は、はい。よろしくお願いします」

「そ、そうですね、行きましょう。いつも通り、兄妹きようだい仲良く……！」

　なぜかさらに抱きつく力を強めてくる涼花。そういう取材をしてるのかもしれない。

　なにはともあれ、俺達はアキバの街へと繰くり出した。

　……さあ、今日は二階堂さんに、偏見をぶっ飛ばすくらい楽しんでもらわないとな！




「こ、これが全すべてラノトノベルなのですか!?　……こんなに量があるなんて……」

「専門店だから品しな揃ぞろえが違ちがう。こうやって表紙をざっと見ていって、面おも白しろそうな作品を発はつ掘くつするのも楽しみの一つなんだよ。何か興味あるやつがあれば、買ったら？」

「い、いえ、隠かくし場所がありませんし、それにいっぱいありすぎて……！」

「楓はラノベに興味があるのですか？　な、ならばこういう作品はどうでしょうか！」

「……で、なんで妹モノばっかお勧すすめするんだお前は……？」

　ラノベショップではその種類の豊富さに目を輝かがやかせる二階堂さん。なんとか抑おさえようとはしているが、その姿はまるで玩具おもちや売り場に来た小さな子供のようだった。




「同人……？　とは、一体何なのですか？」

「ファンによる二次創作のことだよ。その作品が好きだからキャラやシチュエーションを勝手に想像して、自分でも作っちゃうんだ」

「そ、そんな世界があるのですか……。あ!?　あれは！」

「ああ、スカマガの同人誌だな。買ってみる？」

「い、いえ、そんなまさか！　ああ、でも表紙がヤヨイ……！」

「そ、それよりも楓、こんな同人誌もありますよ!?」

「またお前は妹モノを──……って待て！　それは十八禁だぞ!?」

「え？　ぴゃあああっ!?」

　同人誌売り場では、自分の好きな作品の同人を見て葛かつ藤とうしてたりもした。




「こ、これが全てゲーム……？　やってみろと言われても、何をどうすれば……」

「面白そうと感じれば、一度プレイしてみればいいんだよ。何かない？」

「え、ええと……。あ、向こうで剣けん士し同士が戦っているゲームが？」

　ゲームセンターでは、ゲーム未経験ということで最初は戸と惑まどっていたが、

「ああっ!?　も、もう一回！　もう一回やらせてください！」

「……い、いや、そろそろ切り上げた方がいいんじゃないですかね……」

「あの不届き者を斬きるまでは、やめるわけにはいきません！」

　侍さむらい格かく闘とうゲームにドハマりし、しかも結構筋がよくてラスボスまで進んでしまった。

　まあそこで何度もやられたわけだが、しかし最後には執しゆう念ねんで倒たおしてしまった。その時の二階堂さんの喜びようといったら、見てるこっちがうれしくなるくらいだった。

「お、お兄ちゃん、兄妹がイチャイチャできるゲームは置いてないんですか!?」

「そんなピンポイントなゲームがあるか！　というか、そもそもお前はゲームについて根本的な誤解をしてないか……!?」




　そんなこんなで、俺達のアキバ巡めぐりは順調に過ぎていく。

　二階堂さんはもうすっかり興味を隠せない様子で、行くところ行くところで存分に楽しんでくれているようだった。特にホビーショップを訪おとずれた時は、今までで一番反応が大きかった。というのも、

「こ、これは、ヤヨイの人形!?」

　そこでガラスケース内に飾かざられていたスカマガのフィギュアを発見したからだ。

「おお、マジだ！　しかも主要ヒロインが全部そろってるな……！」

　俺も初めて見るものだったので、ファンとして二階堂さんと同じくらい興奮する。

　一人涼花だけが「よくできてますね」とフラットな感想を述べるが、俺も二階堂さんもフィギュアに夢中で聞いていなかった。

「見てくれよ……。しかもこれ、四巻の天使とのバトルの時のやつだ……」

「ほ、本当ですね……。あのシーンが頭に思い浮うかびます……！」

「右手の紋もん章しようもちゃんと再現されてるし、戦闘でボロボロになった服もすごい」

「でも少々ふしだらで……！　け、けれど、こんなヤヨイもカッコイイ……！」

　しばらくそんな感じで二人してフィギュアを眺めていたのだが、やがて涼花が訝いぶかしそうなジト目でこちらを見ているのに気がつく。

「……どうしてさっきから、二人ともそんなに気が合ってるんですか？　楓もいつもとは別人みたいにはしゃいでますし……」

　その言葉に、俺も二階堂さんもギクリと身体からだを強こわ張ばらせた。

「べ、別にそんなことはないぞ？　俺はアキバだといつもこんなテンションだし」

「そ、そうとも涼花。私もただちょっと物もの珍めずらしかっただけで……！」

　今はまだ二階堂さんの事情を話すわけにはいかなかったので、慌てて誤ご魔ま化かす俺達。

「うう……、やっぱり息がピッタリじゃないですか……！」

　それを涼花は、なぜか涙なみだ目めで悔しそうに睨にらんでいた。




　　　　　　　▼




「はぁ……、堪たん能のうしました……」

　アキバ巡りが一段落ついて、俺達はいつものメイド喫きつ茶さで休きゆう憩けいしていた。

　俺が二階堂さんにどうだったかを訊きくと、ウットリしたような顔で答えてくれた。

　どうやら目もく論ろ見み通り進行しているらしく、俺は満足して頷うなずく。

「ううう～……」

　ただ涼花だけはずっとこの調子で、時間が経たつにつれてどんどん不ふ機き嫌げんさが増していっているような感じだった。

　……そりゃ、二階堂さんの態度とかを見てると怪あやしまれて当然だわな。

　けど、それももう少しの我が慢まんだ。事情を打ち明ければ涼花はきっと納なつ得とくしてくれる。

　二階堂さんも十分楽しんでくれたようだし、あとは最後のダメ押しが決まれば、彼女も偏見に打ち勝てるはずだ。

「えーと、そろそろ……。お、来た来た」

　そんなことを考えながら入り口の方を見ていると、目当ての人物がやって来た。

「な、なによ祐ゆう、わざわざ呼び出したりして！　ま、まあ私はあんたの一番のファンだから、我わが儘ままにも付き合ってあげるけど!?」

「わざわざありがとうな、舞まい」

「氷ひ室むろさん？　お兄ちゃんが呼んだのですか？」

　その通り。俺は事前に舞を呼び出しておいたのだ。

「あ、涼花さんこんにちは。……ん？　こっちの子は誰だれ？」

　舞は席につきながら、二階堂さんの方を見つめる。

「あ、私は……」

　一方二階堂さんは、いきなりの舞の登場に戸惑った様子だった。

「こちらは二階堂楓さん。七海坂の一年生で、涼花のクラスメートだ。……で、二階堂さん、こいつは俺のクラスメートの氷室舞」

　俺が簡単にお互たがいの紹しよう介かいを済ませると、二階堂さんは困こん惑わくしながらも「よ、よろしくお願いします」と頭を下げた。

「……お兄ちゃん？　楓と氷室さんを会わせてどうするつもりなんです……？」

　涼花の疑問はもっともだった。当の二階堂さんも、おそらくは舞の方も大なり小なり同じようなことを考えているだろう。

　……だが、これが二階堂さんの偏見を打ち破るダメ押しの一手なんだよ。

「さて、舞を呼んだのは他でもない。実は俺の知り合いにスカマガの大ファンがいてな。それで是ぜ非ひ、実際に炎えん竜りゆう先生に会ってもらおうと思ったんだ」

「わ、私の大ファン？」

「……え？　ひ、氷室先せん輩ぱいが……？」

　舞の反応に驚おどろく二階堂さんに、俺は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「ああ、実はスカマガの作者である炎竜焰ほむら先生の正体は、この氷室舞なんだよ」

「え……？　ええええええ!?」

　俺がそのことを明かすと、二階堂さんは驚きよう愕がくしながら俺と舞の顔を何度も見返す。

　真っ赤な顔で口をパクパクさせ、あまりの驚きで声が出ないといった感じだ。

「えっと、つまりこの楓って子がその大ファンなわけなの？」

　俺が頷くと、舞は「ふ、ふん、まあファンなんて大勢いるんだけど!?」と強がりながらも、メチャクチャうれしそうだった。……顔が思いっきり緩ゆるんでるぞお前。

「そ、そんな、炎竜先生が学校の先輩だったなんて……!?　な、永見先輩は私をからかっているのではないのですか!?」

「そんなことないよ。舞は正しよう真しん正しよう銘めい、ラノベ作家の炎竜焰だ。なあ涼花？」

「……ええ、それは事実ですけど……？」

　そう答えつつも、涼花は釈しやく然ぜんとしない様子だった。

　無理もない。二階堂さんの態度とかこの状じよう況きようの意味とかを測はかりかねているのだろう。

　……でもまあ、それはとりあえず後回しだ。

「ほ、本当に氷室先輩が、あの炎竜先生……！」

「そう！　私こそが新進気き鋭えいの大人気ラノベ作家、炎竜焰よ！」

「あ、あの！　私、先生の作品を読んで感激しました！　あんな衝しよう撃げきを受けたことは今までの人生の中で一度もなくて……！」

「ふ、ふうん!?　そ、それで、どんなところが面白かったわけ？」

　二階堂さんは、熱に浮かされているかのようにスカマガに対する愛を語る。

　彼女が今、どれほど感激しているかは、その表情を見れば明らかだ。

　舞も舞で、努めて尊大に振ふる舞まおうとしてはいるが、熱心なファンの登場に得意の絶頂といった感じだった。二階堂さんの話に丁てい寧ねいに付き合ってあげている。

　……舞に会わせたのはあくまでも作戦の一いつ環かんだけど、とはいえ二階堂さんのうれしそうな顔を見ていると、素す直なおによかったとも思えるな。

「それで、これは一体どういうことなんです？　楓は一体どうしたんですか？」

　二階堂さんと舞の話は続いているが、やがて涼花が痺しびれを切らしたようにそんな疑問を俺にぶつけてきた。まあ、無理もない。

　俺はそろそろ頃ころ合あいだと思い、まだ熱心に話をしている二階堂さんの肩かたを叩たたく。

「あ、永見先輩？」

「もうそろそろ、いいんじゃないか？」

「え？　何のことですか……？」

「今日アキバで味わった楽しさや、今のきみの感動は、決して『よくないもの』じゃないはずだろ？　だったら、もう勇気が出せるはずだ」

　俺の言葉の真意を即そく座ざに理解したらしく、二階堂さんはハッと息を吞のむ。

「さあ、ここには涼花もいる。大だい丈じよう夫ぶだから、俺が保証するよ」

　そう言って俺が微笑むと、二階堂さんは一いつ瞬しゆんビクリと身体を震ふるわせたが、

「わ、わかりました……！」

　やがて覚かく悟ごを決めたように、涼花の方を向いた。

　二階堂さんの変化に、涼花も舞も何事かといった顔をしている。

　が、俺はもう心配していなかった。今の二階堂さんならきっと、自分の中の恐きよう怖ふに打ち勝つことができるだろうと信じていたからだ。

　彼女が意を決して口を開くのを、俺は安心して見守っていた。




　　　　　　　★




　……これは、本当に何がどうなっているんでしょうか？

　お兄ちゃんが優やさしい笑えみを浮かべながら、楓に何やら声をかけています。

「勇気を出せる」とか「大丈夫」とか、そんなことを言っているようですが、一体なんの話をしているんですか？

　そ、それに、あの楓を見守るような温かな笑顔は何なんですか!?

　……あ、あんな素す敵てきな笑顔を向けるなんて、やはりお兄ちゃんは楓のことを……!?

　そんなことを考えていると、ふと楓が真しん剣けんな表情で私の方を向き直りました。

　軽く深呼吸をして、まるでこれから重大なことを告白するかのような気配です。

　……重要なこと……、告白……、ま、まさか……!?

　私はある可能性に思い至り、戦せん慄りつします。

　も、もしかして楓は、自分もお兄ちゃんのことが好きなのだと、この場で宣言するつもりなのでは!?

　……い、いえ、それだけではないはず。あのお兄ちゃんとの思わせぶりなやり取りを考えると──……ま、まさか「二人はもう付き合っています」宣言!?

　そ、そんな……！　私はその最悪な想像に泣きたくなります。

　もしそうだったとしたら、私はとても耐たえられません。この場で心停止してしまってもおかしくはないでしょう。だから、絶対にそんなことを聞くわけには……！

　その時、楓が息を吞む音が聞こえてきました。そして次に出てくるであろう言葉に、私が思わず耳をふさごうとした時でした。




「す、涼花、聞いてくれ！　わ、私は……、私はオタク文化にすごく興味があるんだ！」




　…………………………………………………………………………は？

「……え？　お、オタク文化？」

　私が訊き返すと、楓はふるふると震えながらも、小さく頷きました。

　……え、あの？　宣言は……？　お兄ちゃんとのことは……？

　それに、興味があるって……？　え、ええ……？

　私は理解が追い付かず戸と惑まどいます。ですが楓は、どこか必死な様子で言葉を紡つむいでいきます。それを聞いていると、大体の事情がわかってきました。

　古風で厳格な家に育ったこと。オタクが悪いものと教えられてきたこと。しかし興味はあったこと。そして氷室さんの作品に出会ってしまったこと──

　家の教えに反して触ふれてしまったことへの罪悪感。

　それでも捨てきれない興味に板いた挟ばさみになっていたところを、お兄ちゃんに知られてしまったのだと、楓は少し涙なみだ声ごえで語りました。

　そして、自分自身の偏へん見けんが原因で、そのことが私にバレると嫌きらわれてしまうのではないかと悩なやんでいた……と。

「だから、俺は二階堂さんにアキバを案内したり舞と会わせたりして、その偏見が間ま違ちがったものだって肌はだで感じてほしかったんだ」

　お兄ちゃんはそう言って「涼花との友情が壊こわれてほしくなかったからな」と続けます。

　……つ、つまり、楓のためであると同時に私のためでもあった、と？

「な、なんなんですかそれは……」

　私はそれを聞いて、全身が脱だつ力りよくするのを感じていました。

　……じゃあ、お兄ちゃんの好きな人が楓だとかいうのは、全すべて私の勘かん違ちがい……？

　……あくまでもお兄ちゃんは事情を知ったために、私と楓のことを思って善意でこんなことをしたわけなんですか……？

「…………はあぁ」

　全ての事情を理解した私は、大きな大きなため息を吐つきます。それはもちろん呆あきれからきているものでしたが、しかし大部分は安あん堵どによるものでした。

　……よ、よかった。お兄ちゃんと楓が何ともなくて……。

「楓……」

　私は気を取り直して、目の前で返事を待つ友人に声をかけます。

　楓は私の声にビクッと身体からだを震わせましたが、本当に呆れてしまいますね……。

「あなたがオタク文化に興味があろうがなかろうが、そんなことは全く問題ではありませんよ。それくらいで私があなたを嫌いになるわけがないじゃないですか」

「あ……、す、涼花……！」

　そう言った瞬間、楓はパッと顔を輝かがやかせます。

　まったくこの子は。普ふ段だんは堅かた物ぶつの女剣けん士しのように振る舞っているくせに、中身はこんなにも打たれ弱いんですから。本当に仕方のない友達ですね。

　……まあ、それは初めて会った時からわかっていましたし、そんなところが好ましいと思えたんですけど。

「もっと私を信しん頼らいしてください。これからは悩みがあったら、まず私か琴美に相談すること。いいですね？」

「う、うん、わかった……。ごめんなさい涼花」

　楓は目め尻じりの涙なみだをふきながら、笑顔でそう答えます。

　それにしても、楓がオタクに興味があったり氷室さんの作品のファンだったとは。

　道理で様子がおかしかったわけです。まあ私はそういったことに偏見はないのでいいんですが、お兄ちゃんと同じ趣しゆ味みという部分だけは羨うらやましいですね……。

　私はチラリとお兄ちゃんの方に目を向けます。するとちょうどこちらを見ていたらしく目が合いました。ま、まあ、今回私の乙女おとめ心ごころを弄もてあそんだ罪は、楓に免めんじて許してあげます。

　それにしても、お兄ちゃんの好きな人が楓でないとすると、また振ふり出しに戻もどってしまいましたね。どうしましょう？

　いえ、相手がわからない以上、私の魅み力りよくでお兄ちゃんを籠ろう絡らくするという初期の作戦方針は変わりません。こ、これからももっとイチャイチャしないと……！

　と、私がそんなことを考えていた時でした。

「感動しマシた！」

「きゃあ!?」

　いきなり背後から誰だれかがヌッと出てきて、私は驚きのあまり思わず悲鳴を上げてしまいます。……って、Ｗダブルピースさん!?　ほ、本当にびっくりしました……！

「だ、Ｗピース先生!?」

「な、なんでエロイラストレーターがここにいるのよ！」

　お兄ちゃんと氷室さんも、突とつ然ぜんのＷピースさんの登場に驚いているようです。

「舞がラインで、これから先生とお出かけだって発言してたデショう？　それを見て、おそらくアキバでそれならここだろうと思って来たんデスよ！　バッチリ正解デシたね！　もう先生、アキバに来るなら私に声をかけてくれないと！　冷たいデスよ？」

「す、すみません……？　それにしても、すさまじい勘ですね……」

　お兄ちゃんの顔が引きつっていますが、その気持ちはよくわかります。

　Ｗピースさんはこういう得体の知れないところがあるから心臓に悪いですね……。

「あ、この前涼花の家で見た……？」

「あ、ああ、えーと……。こちらはＷピース先生という人で、その、俺達の知り合いのイラストレーターさんなんだよ。うん……」

「はじめマシて！　アヘ顔がおＷピースデス！」

　渋しぶ々しぶといった感じで楓に紹しよう介かいするお兄ちゃん。そしてＷピースさんは、言葉通りに顔の近くでピースを二つかまえます。楓はそれを見て面食らった様子でしたが、まあいろんな意味でそういう反応は仕方ないでしょうね。

「ふっふっふ、それはともかく、お友達さんのお話は全て聞かせてもらいマシたよ！」

「……いや、なんであんたは普ふ通つうに全て聞いてるわけ……？」

　氷室さんの言葉を聞き流し、Ｗピースさんは身を乗り出します。

「妹さんとお友達の素す晴ばらしい友情……！　実に感動的デシた！　まるで名作百ゆ合りゲーをプレイした後のような清すが々すがしさデス！」

「言いたいことはわかりますけど、もっと他のたとえはないんですか……」

　意味がわかりませんでしたが、呆れているお兄ちゃんの様子から、またどうせ変なことなんだろうと予想はつきます。

「でもやっぱり私には、お友達さんがオタク文化を今まで純じゆん粋すいに楽しめていなかったという部分が残念でなりマセん！　そこで、是ぜ非ひ私にも協力させてくだサイ！」

「「……協力？」」

　私とお兄ちゃんの声が重なりました。

　急に出てきたと思ったら、Ｗピースさんは一体何を言ってるんでしょうか。

「その通りデス！　これまでもいろいろとアキバを回ってきたみたいデスが、せっかくの機会デスから、この際お友達さんには徹てつ底てい的に楽しんでもらいマショう！」

「そ、それはいい考えかもしれませんけど、どうやって？」

　お兄ちゃんの問いに、Ｗピースさんはふっふっふと不敵な笑みを浮うかべ、

「それは見てのお楽しみデス！　というわけで、これから私の家に来てくだサイ！」

　そんな、あまりいい予感のしないことを言い出しました。

「……涼花、なんだか見た目も名前も個性的な人だな」

「あまり深く考えない方がいいですよ……」

　楓の言葉に、私は小さくため息を吐くのでした。




　……とはいえ、善意の申し出であることには間違いなく、さらに特段断る理由もないので、私達はメイド喫きつ茶さを後にしてＷピースさんのマンションへと向かいます。

「……そういやＷピース先生の部屋って、確かトンデモナイピンク空間だったような」

　その途と中ちゆう、お兄ちゃんが思い出したように呟つぶやいて、私も「あ」と声を出します。

　……そ、そう言えば至る所にイカガワシイゲームが置かれていた記き憶おくが！

「あ、それならうちのシナリオ担当に怒おこられて整理させられてしまいマシた。今は全部専用の部屋に置いてありマス」

　それを聞いて、私もお兄ちゃんもホッと胸をなで下ろします。

「何の話なんだ？　ピンク空間とか……」

「な、何でもありません」

　楓の質問をかわしながら歩いていると、間もなくＷピースさんの部屋に到とう着ちやくしました。

　中に入ると、確かにこの前見たようなイカガワシイものは片付けられており、ごく普通のリビングに変へん貌ぼうしていました。……ふう、よかったです。

「あ、ちなみに専用部屋はもうものスゴイことになってマスけど、見マス？」

「見ません！　……で、ここで何をするつもりなんですか？　二階堂さんに楽しんでもらうとか言ってましたけど」

　その問いに、Ｗピースさんは再びふっふっふと笑いながら、

「もちろん…………コスプレデス！」

　思いっきり反則な胸を張りながらそう答えました。

「やっぱそうか……」「そうでしょうね……」「エロイラストレーターだしね……」

　と、お兄ちゃんも私も氷室さんも半ば予想通りだったという反応を見せますが、

「ちっちっち、甘いデスね。コスプレと言ってもただのコスプレではありマセん。このコスを見てもらいマショう！」

　Ｗピースさんは奥の部屋から、今まで見たこともない衣い装しようを取り出してきました。

「あ、そ、それって！」

「そうデスよ舞！　これは全すべて舞の作品──スカマガのキャラが着ているコスデス！」

「うお、ま、マジだ……！　全部そうだよこれ……！」

　氷室さんもお兄ちゃんもそれを見て驚おどろきます。

　……よくわかりませんが、その衣装は氷室さんの作品のもののようですね。

「す、すごい……けど！　なんでこんなのをあんたが持ってんのよ！」

「ふっふっふ、私が持っていないコスなど存在しないということデス……」

「な、なんか信じてしまいそうで怖こわい……。いやまあ、普通にウソでしょうけど……」

「そんなことはどうでもいいのデスよ先生！　このコスで、お友達さんにいっぱい楽しんでもらおうということデス！」

「え？　わ、私ですか」

　いきなり話を振ふられ、困こん惑わくする楓。

「そうデス！　聞けばあなたはスカマガのファンらしいじゃないデスか！　ならば、スカマガのキャラになりきるのはきっとすごく楽しいことデスよ！」

　満面の笑みで言うＷピースさんでしたが、私は内心でその提案に驚いていました。

　……は、発想がまともです！　Ｗピースさんなのに！

「だ、Ｗピース先生が普通の意見を!?」「え、エロイラストレーターのくせに……！」

　などとお兄ちゃん達も戸と惑まどっています。普段の行いが行いですからね……。

「い、いやしかし、私はコスプレなんてしたことが……！」

「したことがないからこそするのデス！　大だい丈じよう夫ぶ、怖くなんてありマセんよ？　すぐに気持ちよくなりマスから。ふふふ……」

「な、なんだかすごく怪あやしいのですが!?　……うわっ!?　す、涼花ー！」

　楓がＷピースさんに奥の部屋へと連れて行かれてしまいました。

「……大丈夫でしょうか？」

「まあ、今回のはいい考えだと思うし、ここは任せよう」

　私は少し心配でしたが、お兄ちゃんはのんびりとした様子でした。

　そして間もなく、奥の部屋のドアが開いて着き替がえた楓が出てきました。

「ううう……、は、恥はずかしい……！」

　それは、どこか着物をイメージしたような和風の衣装で、元がどんなキャラクターなのかは知りませんが、私には楓の雰ふん囲い気きにすごく合っていると思えました。

「お、おお!!」「な……っ!?　そ、そのまんまじゃない！」

　ですがお兄ちゃんと氷室さんは、楓の姿にかなりビックリしているようでした。

「お兄ちゃん、どうかしたんですか？」

「い、いや、二階堂さんのコスプレ姿がさ、ヤヨイって元キャラにそっくりなんだよ」

「……あ、あまり見ないでください……！　こ、こんな格好……！」

「何を言ってるんデスか！　私も驚くくらいの素晴らしいコスプレっぷりデスよ？　ほらほら、自分の姿を確かく認にんしてみればわかりマス」

　続いて部屋から出てきたＷピースさんが、楓の姿をスマホで写真に撮とります。

　やめてくださいと言っていた楓でしたが、その写真を見せられた瞬間、

「……！　こ、これが、私……!?」

　ショックを受けたような感じで目を見開いていました。

「マジですごいよ二階堂さん！　もう完全にヤヨイだよ！」

「……ほんとね。こうも似てるとは、原作者の私も驚きだわ」

　お兄ちゃんと氷室さんにもそう言われて、楓は明らかにうれしそうです。

「ほらほら、この小道具も持てばいよいよ完かん璧ぺきデスよ？」

「こ、これは斬ざん空くう刀とう・破天……！」

　Ｗピースさんに手て渡わたされた刀を持つと、楓は恐おそる恐るそれをかまえます。

「これはいよいよそっくりね。写真、撮らせてもらうわよ！」

　氷室さんが自分のスマホで撮さつ影えいを開始します。

　さらにお兄ちゃんまで、興奮した様子でスマホをかまえたじゃありませんか。

「いいデスよいいデスよ！　もう本当に素晴らしいコスプレっぷりデス！　ほら自分の雄ゆう姿しを存分に見るといいデス！」

「う、うわぁ……！　あ、あの、決めポーズをしてみてもいいですか!?」

　楓もいつの間にかノリノリになっていて、

「……『双そう牙が龍りゆう神じん流・弐に式……、影かげ空くう刃じん！』」

　などと、ポーズをとりながら大はしゃぎしています。

　それをお兄ちゃんや氷室さんが絶賛し、室内は大盛り上がりです。

　……わ、私だけ完全に蚊か帳やの外ですね。元の作品を知らないから仕方ないとはいえ。

「どうデスか？　好きなキャラのコスプレをした気分は？」

「あ、あの、最高に楽しいです！　コスプレがこんなにいいものだとは……！」

「ふっふっふ、そうデショうそうデショう。デスが、まだまだこれからデスよ？　というわけで先生、次は先生にコスプレしてもらいマス！」

「……え？　えええ!?　お、俺も!?」

「みんなでしてこそ盛り上がるんデス！　お友達さんも相手がほしいデショうし！」

「あ、いや、ちょっと!?」

　今度はお兄ちゃんが奥の部屋へと連れて行かれました。……と、止める暇ひまが。

　しかしお兄ちゃんは間もなく出てきましたが、その服装は軍服と学生服を合わせたような衣装に変わっていました。……か、カッコイイじゃないですか！

「あああ！　そ、それは主人公のセナン！」

　お兄ちゃんのその姿を見た楓が、真っ赤な顔で大声を上げます。

「……へ、変じゃないか？」

「そ、そんなことはありません！　とても似合っています……！」

「そうね。ビジュアルは全然違ちがうけど、雰囲気はそっくりよ祐」

「そ、そうか？　……〈ディバイン・レイ〉！　なんつって……」

　な、なんでお兄ちゃんもノリノリなんですか!?

　いえ、お兄ちゃんが氷室さんの作品を好きなのは知ってますけど！

「さあさあ、コスプレしてるんだから一いつ緒しよに撮影しないとデスよ！」

　Ｗピースさんに言われて、お兄ちゃんは楓の隣となりに立ちます。そして氷室さんが盛んに写真を撮っています。……お兄ちゃんとのツーショット写真、羨うらやましい……！

「わ、私感激です！　セナンと一緒に写真に写れるなんて……！」

「いえいえ、ただ並んでるだけじゃダメデスよ？　せっかく二人いるんデスから、ここはシーンの再現をして楽しむのがいいデス！」

「へ？　シーンの再現って……」

「ほら先生、お友達さんをお姫ひめさま抱だっこしてあげるんデス！」

「え？　あ、ちょっと!?」

　Ｗピースさんが二人を無理やり促うながして、お兄ちゃんが楓を抱っこしている姿勢を取らせます──……って、お、お姫さま抱っこですって!?

「……あ、このシーンってまさか？」

「そうよ祐。それは三巻にあったドラゴンとの戦いの時、傷ついたヤヨイにセナンが魔ま力りよくを分け与あたえるシーンね！」

「あ、あのシーン、私も大好きなんです！　それを再現できるなんて……！」

　な、な……っ！　なに普ふ通つうに盛り上がってるんですか！　お兄ちゃんのお姫さま抱っこですよ!?　そ、それを撮影とか……！　そんなの私がしてほしいのに！

「ああもう、見てるだけとかじれったいわ！　せっかく祐もしてるんだし、こうなったら作者である私もコスプレするわよ！」

　そして氷室さんまで参加の意思を示し始めましたよ!?

「もちろんまだコスはあるんでしょうね？」

「当然デスとも！　原作者も参加とは、いよいよ楽しくなってきマシたね！」

　そんなことを言い合いながら、氷室さんとＷピースさんは奥の部屋へと向かいます。

　その間お兄ちゃんと楓は「つ、次はあのシーンをお願いします……！」とか「それもいいけどやっぱ四巻の……」などと話し合いながらますます盛り上がっていました。

　……ううう、わ、私の入る隙すきがないんですけど……。

「お、お待たせ！　どう？　似合ってるかしら？」

　やがて氷室さんが着替えを終えて部屋から出てきました。

　それはお兄ちゃんと同じ、軍服風学生服の女子バージョンといった感じの衣装で、さすが氷室さんは何を着ていても様さまになると感心していたのですが、

「お、お前それ！」「アーチェルじゃないですか！」

　お兄ちゃんと楓は興奮した様子で驚いていました。……なんなんですか。

「す、すごい。雰囲気もアーチェルにそっくりですよ炎竜先生！」

「ふ、ふふん？　まあ私は原作者だし？　メインヒロインのコスプレをするのはある意味で当然というか？　ふっふーん！」

「……薄うす々うす感じてたけど、やっぱお前、自分をモデルにして書いてたんだな」

「べ、別にそういうわけじゃないけどね？　キャラが作者に似るのはある意味で当然じゃない？　……そ、それよりも、わ、私もあんたとシーンの再現がしたいんだけど!?」

　氷室さんは楓に「撮影お願い」と言ってスマホを渡わたしながら、顔を真っ赤に染めてお兄ちゃんの傍そばへと行きます。……い、嫌いやな予感がします！

「ほ、ほら、合体魔法のシーンを再現するんだから、もっとくっつきなさいよ！」

「ああ、あのシーンか。……って、ちょっと近すぎないか!?」

　な、ななな何をやってるんですか二人は!?

　真正面から抱き合うような体勢になって、お互たがいの肩かたに手を回してるですって!?

　顔ともう片方の腕うでを前方に向けて、それが合体魔法のポーズなのかもしれませんが、現実にはただ普通に抱き合ってるに等しいじゃないですか！

　……氷室さんのズルい膨ふくらみがお兄ちゃんの胸に押し付けられてむにゅむにゅと……！

　も、もう黙だまっていられません！　あんなにも鼻の下を伸ばしているお兄ちゃんにガツンと言ってやらないと──

「おっと、次は私の番デスよ！」

　と思っていると、Ｗピースさんの声が聞こえてきて出鼻をくじかれてしまいました。

　私は思わず涙なみだ目めでそちらを睨にらんだのですが、

「な……っ!?」

　Ｗピースさんの格好を見て絶句してしまいます。なぜならそれは、背中にコウモリの羽みたいなものこそありますが、ほとんど下着同然の衣い装しようだったからです！

　……な、なんなんですかあのランジェリー姿は……！　あの格好だとＷピース先生の凶きよう悪あくな胸が一層強調されて……！　というか、あれはさすがにダメでしょう!?

　と、私は頰ほおを熱くしながら慄おののいていたのですが、

「だ、Ｗピース先生!?　そ、そのコスは……！」「二巻、悪魔族編のサキュバスじゃないのよ！」「な、なんてそっくりな……！」

　って、なんでみんな普通に感心してる風なんですか!?

　特に楓！　あなた、普ふ段だんの口くち癖ぐせの「ふしだらな！」はどうしたんですか！　あれこそまさにふしだらの象しよう徴ちようみたいな格好じゃないですか！

　しかし、私が頭を抱かかえている間にも事態はどんどん進行していきます。

「さあさあ、私も先生と一緒にシーンを再現させてもらいマスよ！　というわけで先生、ちょっとそこに仰あお向むけで寝ね転ころがってもらえマスか！」

「え？　な、何をするつもりなんです？」

「ふっふっふ、それはもちろん…………、こうデスよ！」

　Ｗピースさんがいきなりお兄ちゃんを押し倒たおすようにして、その場に寝かせた!?

　お兄ちゃんが「うわっ!?」と驚おどろいたのもつかの間、次の瞬しゆん間かんにはＷピースさんは仰向けになったお兄ちゃんのお腹なかの辺りにまたがっていました。妖よう艶えんな笑えみを浮うかべて、舌なめずりしながらお兄ちゃんを見下ろし──……って、ななな何をしてるんですか!?

「ああ、そのシーンはまさか！」

「その通りデスよ舞！　魔力を奪うばいに侵しん入にゆうしてきたサキュバスが主人公を押し倒すシーンデス！　ふっふっふ、舞もなかなかいいシーンを書くじゃないデスか！」

「あ、あのシーンか……！　読んでた時もドキドキしたけど、こうやって目の前で再現されるとより一層……！」

　だから楓！　どうして普通に受け入れられてるんですかこれを！　……というか、

「ひ、氷室さん、なんであんなシーンを書いたんですか……！」

　私はたまりかねて詰きつ問もんします。あんなイヤラシイシーンをなぜ、と。

「え？　だってラノベだから。サービスシーンは必ひつ須すよ」

　けれど、平然とそう返されました。いいんですかその答えは!?

　そうこうしているうちにもシーン再現は進んでいき、

「だ、Ｗピース先生……？　さすがにこのシーンはかなり恥はずかしいんですが……」

「まだまだデスよ？　これからもっとエロエロなシーンになっていくんデスから」

「いや、こっから先の再現はマズイですって！」

　Ｗピースさんは上体を倒して、まるでお兄ちゃんに覆おおいかぶさるような姿勢を取ろうとしています。そこで私はとうとう我が慢まんできず声を上げます。

「そ、それ以上はダメです！　というか、そもそも何をしてるんですか！　お兄ちゃんもどうしてされるがままになってるんですか！」

「い、いや俺は別に……！」

「いえいえ妹さん、これはコスプレによるシーンの再現なんデスから、苦情は作者である舞に言ってくだサイ！」

「な、なんで!?　わ、私は悪くないわよ！」

　くっ、コスプレという言い訳を駆く使しされると攻せめ手がどうしても鈍にぶりますね……！

　ですが、私はその時ふと思いつきます。

　……そうですよ、何も皆みなさんにだけお兄ちゃんを独どく占せんさせることはありません！

　コスプレなら、私だってすればいいんじゃないですか！　それでドサクサに紛まぎれてイチャイチャして、お兄ちゃんに私の魅み力りよくをアピールすると同時に全員に牽けん制せいを……！

「そ、そういうことなら私も参加させていただきます！」

　考えが決まり、私は高らかにそう宣言します。

「す、涼花!?　でもお前、スカマガの内容知らないのに……」

　よ、余計なこと言わないでください！　これもお兄ちゃんの視線を独り占じめするためなんですから、察してほしいですねまったく！

「おお！　妹さんも参戦デスか！　是ぜ非ひお願いしマス！　コスなら向こうの部屋にまだ余ってるので、好きなのをどうぞ！」

　そう言われて、私は「待っててくださいね！」と言いながら奥の部屋へ向かいます。

　中に入ると、それらしい衣装がいくつか置いてありました。

「ど、どれにしましょう……。何が何なのか、全然わかりません……」

　こんなことなら氷室さんのラノベを読んでおくんでしたけど、今となってはどうしようもありません。とにかく、お兄ちゃんに注目してもらえるような衣装を……！

「こ、これは……？」

　その時ふと、ある衣装が目に留まります。

　それは、白鳥のような羽のついたレオタードでした。ちょうどＷピースさんとは正反対の雰ふん囲い気きの、しかし露ろ出しゆつ度どでいえばあまり変わらないような……。

　普段の私なら絶対に選せん択たくしないであろう衣装でしたが、私は意を決して手に取ります。

　……こ、こうなった以上、少々過激でもがんばらないといけません！　お、お兄ちゃんを籠ろう絡らくしないといけないんですから、多少はイヤラシくても目をつぶらないと……！

「ううう……！」

　私は真っ赤になりながらもその衣装に着き替がえます。

　や、やはり露ろ出しゆつが……！　しかし、躊ちゆう躇ちよしている場合ではありません……！

　私は思い切って部屋を出て、みんなの前へと姿を現します。

「ど、どうでしょうか……？」

　は、恥ずかしい……！　けど、お兄ちゃんがジッとこちらを見てくれています！

　やっぱりがんばって正解でした！　お兄ちゃんの視線を独占……！

「お、お前、涼花……、その衣装は……！」

「涼花さんがそれを選ぶなんて……！　い、意外だわ……！」

「す、涼花、さすがだ……！　私にはできない大だい胆たんな選択を……！」

　……あ、あれ？　どうしたんですかみんな？　なんだか様子がおかしいような？

「おお妹さん！　まさか妹さんがそのコスを着てくれるとは思ってマセんデシたよ！」

「だ、Ｗピースさん？　どういうことです？　この衣装は一体……」

「ふっふっふ、それは実際にシーン再現を体験してみればわかることデスよ！」

「ま、待ってくださいＷピース先生。再現って言ってもどのシーンを……」

　お兄ちゃんは困こん惑わくしたようにそう言いますが、Ｗピースさんはそんなお兄ちゃんに耳打ちして何やら言っています。途と端たんに顔を赤くして慌あわてるお兄ちゃん。

「……い、いや、さすがにそれは……！　ましてや妹相手に……！」

　む、なんだかよくわかりませんが、お兄ちゃんが躊躇しているようです。

　……な、なんですかそれは？　わ、私相手だと、他のみんなとしたようなことができないと言うのですか!?

「どうしたんですかお兄ちゃん。は、早くしてください」

「い、いや、お前は知らないからそんなこと言ってるけどさ……」

「な、何だってかまいません。何事も挑ちよう戦せんです」

　そうです。お兄ちゃんとイチャイチャできるなら私は何だって……！

「素す晴ばらしい意気込みデス！　ほらほら、妹さんもこう言ってるんデスから、先生も決断しないといけマセんよ!?」

　Ｗピースさんにそう言われ、お兄ちゃんは「う……」と言葉に詰つまります。

　……ど、どうしたって私とイチャイチャしてもらうんですからね！

「さあさあ、シーンの再現をしマスので、妹さんはこちらへどうぞ」

　私はＷピースさんに促うながされ、壁かべを背にしてお兄ちゃんと向かい合うように立ちます。

　お兄ちゃんももう諦あきらめたように何も言わず、少し赤い顔で私の方を見ています。

「はい、そこで両りよう腕うでを頭の上に揃そろえるように上げてくだサイ。思いっきりデス」

　私は言われた通りに腕を伸のばしますが、これはどういうシーンなのでしょうか？

　……そんなことを考えていると、お兄ちゃんがいきなり私の揃えた両手首を摑つかみます。

「え？　……え？」

「お、お前が言い出したことなんだから、我慢してくれよ……！」

　そのまま壁に押し付けられる私。まるでお兄ちゃんに身動きを封ふうじられるような体勢になっていて、私はそれに気づいた瞬間かああぁと顔全体が熱くなります。

「そ、その体勢は……！　なんてうらやま──い、いや！　ふしだらな……！」

　か、楓!?　今なんだかおかしなことを言いませんでした!?

　って、そんなことを言ってる場合じゃなかったんでした……！

「……な、なっ、何なんですかこれは……!?」

「もちろん、先生につかまってエッチなことをされるシーンの再現デスよ？」

　……え？　えっち？　エッチって……、えええええええええええええええええ!?

「な、ななな何ですかそのシーンは!?」

「何デスかと言われマシても、妹さんのコスのキャラは主にそういうシーンの担当なんデスから仕方ないデスよ！　ほら、先生はもっと前に出て！」

「ちょ、ちょっと押さないで……！　わぷっ!?」

　トンデモナイことを言いながら、Ｗピースさんはお兄ちゃんを後ろから押します。

　するとお兄ちゃんの顔がちょうど私の鎖さ骨こつ辺りに触ふれて、温かい息がかかり、

「うひゃぁん!?　な、何してるんですかぁ……！」

　思わず変な声が出てしまいました。……こ、こんな密着する姿勢なんて……！

「そのキャラは天使族の一人なんだけど、主人公のセナンを誘ゆう惑わくしようとして魔ま法ほうをかけては逆にやりかえされるって感じの……、まあエロ担当キャラなのよ」

　氷室さんが作者の口調で冷静に語っていますが……！

「ど、どうしてそんなキャラがいるんですか!?」

「ラノベだからよ」

　そ、その台詞せりふで全部解決できると思ってるんじゃないでしょうね!?

「……って、お、お兄ちゃん、息が……っ、くすぐったい……！」

　私はお兄ちゃんの体温と息遣づかいを間近に感じ、しかも同時に拘こう束そくされていることを思い出して、もう何が何だかわからず頭がポーッとしてきます。

「ほら先生、次は原作通り、妹さんの全身をなめ回すのデス！」

「できるか！　さすがに再現とはいえ、そこまではできません！」

「えー？　じゃあ代わりに妹さんをくすぐってあげマショう。優やさしく優しくデスよ？　妹さんもそれならどうデスか？」

「ふぁ……？　は、はい、お願いしましゅ……！」

　おい涼花!?　とお兄ちゃんの驚く声が聞こえてきますが、上う手まく思考が回りません。

　とにかくお兄ちゃんには私だけを見てほしい。

　その一心で、私は必要なことは全てを受け入れようと思っていたのです。

「ひゃ……っ!?　あ……、あ、ふっ！」

　やがて、お兄ちゃんの指が私の身体からだをゆっくりとなぞり始めます。

　首筋を、脇わきを、お腹を、お兄ちゃんの優しい指が這はうように動いていき、私はそのくすぐったさと恥ずかしさから、口から変な声が出るのが止まりませんでした。
















　……ふ、あ……？　な、なんだか頭が真っ白になってきました……。

　お、お兄ちゃんは私を見てくれていますか……？

　ぼやけた視界でお兄ちゃんを確かく認にんすると、これ以上ないくらい真っ赤な顔を確かにこちらに向けてくれていました。

　えへ、えへへ……！　お兄ちゃんは私だけを……！　私がお兄ちゃんの視線を独り占めしているんです……！　み、皆さん見ていますか……？　お兄ちゃんは、こんなにも私に夢中で…………、あ、あうぅ……！

　私は全身を走る甘い感覚と幸福感から、もう何もかもがどうでもよくなって、そのまま思考を放ほう棄きしてしまったのでした。




　　　　　　　★




「ほ、本日はまことにありがとうございました」

　みんなが元の服装に着替え終わった後、二階堂さんは全員に深々と頭を下げた。

「私のためにあのようなことまでしていただいて、感激しました……！　本当に楽しかったです……！」

「そう言ってもらえたのならよかったデスよ。ねえ先生？」

「え、ええ、まあそうですね……」

　俺はゲンナリしながら答える。……いや、俺自身もファンの一人として楽しんではいたけど、あんなことまでさせられるとは……。

　で、その元げん凶きようでもあり被ひ害がい者しやでもある当の涼花は、今も隣となりで「えへへ……」とバグってしまったままである。気まずくて目も合わせられないから、しばらくこのままでいてもらおう……。

　しかしまあ、二階堂さんが楽しんでくれたのは素す直なおによかった。あれだけはしゃいでたんだから、これでいよいよオタク文化に対する偏へん見けんも完全に消し飛んだだろうし。

「これであなたもオタクの仲間入りってわけね。よかったじゃないのよ」

「……炎竜先生、ありがとうございます……！　家の教えは変わりませんが、これからはオタクである自分を認めていきたいと思います。もちろん先生のファンであることも」

「ま、まあ私のファンなのはいいけどね、でもこれからは、もっといろんなラノベを読んでおきなさいよ？　世界が広がるわ」

「いろいろですか……。しかし私は先生の作品以外は読んだことがなくて」

「え？　じゃあ祐の作品は？」

　ギクリと、その瞬しゆん間かん俺の身体が強こわ張ばった。……や、ヤバい！

「永見先せん輩ぱいの作品……とは？」

「だから祐の──永遠野誓の作品よ。……え？　なに？　まさかあなた、祐がラノベ作家だってことを知らないの？　どういうことよ祐」

　こ、こいつ、サラッと言っちまいやがった！　あえて隠かくしてたのに！

　……いやまあ、舞達に引き合わせた時点でバレるかもしれないとは思ってたよ？

　でも、上手くいけばこのまま隠し通せるかなーとも期待してたのに！

「ええ!?　な、永見先輩が作家!?」

「そうデスよ？　ほら、これが先生の作品デス」

　そしてご丁てい寧ねいに文庫本を持ってきて二階堂さんに見せるＷピース先生。

「……お、お兄ちゃんのことが……好きすぎて……!?」

　案の定、二階堂さんの顔がみるみる赤く染まり、すぐに俺をキッと睨にらみつける。

　あああ……。

　その後、やっぱり先輩は涼花に手を出してるんですか！　という流れになり、俺はもちろん必死に否定して、バグった涼花をなんとか正気に戻もどして助け舟ぶねを出してもらった。

　涼花は最初バグが抜ぬけてなかったのか「そ、そうです！　私とお兄ちゃんはラブラブなんです！」と火にダイナマイトを放ほうり込んでくれたが、やがて状じよう況きようを理解したのか、二階堂さんの疑念は無用の心配だと説得してくれた。

　……なぜかその時の様子が、ものすごく渋しぶ々しぶといった感じだったように見えたが、まあ俺の気のせいだろう。うん……。

「……まったく、先輩はあまり誤解を招くようなことはなさらぬように」

　本の内容を読んで、その刺し激げきがあまりにも強すぎて鼻血まで垂らしてしまった二階堂さんだったが、ようやく落ち着いて最後にそう締しめくくった。

　オタクに対する偏見はなくなり、さらに涼花の口から直接否定されたことで、俺が涼花に手を出してるといった疑念はついに払ふつ拭しよくされたようだ。

　……俺の株は間ま違ちがいなく下がったんだろうけどな……、くそぅ……。

　まあいいさ。なんにせよこれで、後は学校で大っぴらに取材さえしなければ、後は噂うわさも自然と沈ちん静せい化していくだろう。

　これで……、ようやく何もかも、一件落着ってわけだ。




「じゃあ、私はお先に帰るわ。またね祐」

　アキバから電車で地元に戻ると、俺達は締め切りが近いからと急ぐ舞と別れて、涼花と二階堂さんの三人で家路についた。

「あー……、今日はえらく疲つかれたな」

「そ、そうですね。私もいろいろと疲れました」

「改めて、今日は私のためにすみませんでした。涼花もありがとう……」

「それはもういいってば。それよりさっきも言ったけど、俺がラノベ作家してるって件は学校では内ない緒しよで頼たのむよ」

「わかっています。決して口外したりしません。剣けん士しに二言はありませんから」

　……まあ律りち儀ぎな彼女のことだから、その言葉通り他の誰だれかに話したりはしないだろう。

「あ、帰る前に、ここで少し休きゆう憩けいをしていきませんか？」

　家に向かって歩いている途と中ちゆう、公園が見えたところで、涼花がそんな提案をした。

　特に急いでいるわけじゃなかったし、俺も一息入れたかったので、みんなで公園に入りベンチへと座る。だがすぐに、俺はトイレに行きたくなって二人から離はなれた。

「ふう……、なんか飲み物でも買っていってやるか」

　用を済ませて戻る途中、自じ動どう販はん売ばい機きが見えたので、自分と涼花、それと二階堂さんの分を適当に買うことにした。

　そしてベンチのところに戻る途中、涼花達の姿が見えてきた時、

「永見先輩は本当にいい人だな。涼花が羨うらやましいよ……」

　ふとそんな二階堂さんの声が聞こえてきて、俺は反射的に傍そばの木の陰かげに身体を隠した。

　……俺の話をしてるのか？　って、なに盗ぬすみ聞きの体勢になってんだ……。

　自分の謎なぞ行動に呆あきれるが、話は続いているし、タイミングが悪い。

「ど、どうしたんですか楓、急に」

「いや、今日涼花に私の興味を理解してもらえたのも、永見先輩のおかげなんだ。先輩に助けてもらえなければ、いずれ自分の悩なやみに押しつぶされていただろうから」

「か、楓……」

　……う、そこまで言われるとちょっと照れる。俺としては、自分のためにやったって部分も大きいから、そこまで言われるほどじゃないと思ってるし。

「そ、そんなことはありませんよ？　お兄ちゃんは確かに優やさしい人ですけど、基本的にぼんやりしてますし、頼たよりがいもないですから！　わ、私なんて毎日、もっとしっかりしてくださいと言ってるくらいで！」

　と思ってたら、涼花に思いっきりディスられた。

　……うう、仲直りしたとはいえ、あいつの俺への評価は低いままだってのはわかっちゃいたけど、こうもハッキリと口に出されるとやっぱ凹へこむな……。

「はは、そんなことはないだろう。たとえそうだとしても、現にこうやって涼花と友達のままでいられるのは、まぎれもなく先輩のおかげだよ」

「そ、それはそうかもしれませんが……！　で、でも決してお兄ちゃんが頼りがいがあって温かくて優しくて最高の男の人だなんて、そんな勘かん違ちがいはしないように!?」

　なんか泣きたくなってきたぞ!?

　俺って涼花から陰かげでこんなにボロクソ言われてたのか……！

　俺達って本当に仲直りできたのか？　あくまでもあれは昔の話で、現在進行形でまたゼロからマイナスが増えていってるんじゃないだろうな……？

　俺がそんな感じでさらに出て行く機会を逸いつしていると、涼花は「で、ですから！」と、どこか必死な響ひびきの声で続けた。

「楓は間違っても、お兄ちゃんのことを好きになってはいけませんよ!?」

　……は、はぁっ!?

　俺は思わず噴ふき出しそうになったのをなんとか堪こらえる。

　す、涼花のやつ、なんつーアホなことを口走ってやがんだよ！

「な……っ!?　そ、そんなことあるわけないだろう!?　私にとって永見先輩はあくまでも恩人で……！　そ、そんな、好きになるなどといった、軟なん弱じやくな……！」

　そして焦あせった様子で否定する二階堂さん。それが当然なのだが、ちょっと悲しい。

「……だ、大体、私はそういった経験がないから、その、色いろ恋こいなどわからないんだ。男子を好きになるというのはどういう感覚なのか……」

　真ま面じ目めで古風な二階堂さんらしい答えだ。おそらく今、二階堂さんは真っ赤な顔で俯うつむいているんだろう。ったく涼花め、なんでまたおかしなことを……。

　そして訪おとずれる沈ちん黙もく。……ちょうどいい。今が姿を見せる頃ころ合あいだな。今までの話なんて聞いてなかった体ていで何気なく戻れば、変な空気もまぎれるはずだ。

　そう考えながら、俺が一歩前に足を踏ふみ出した──その時だった。




「そ、そういう涼花は好きな人などいるのか？」




　二階堂さんのそんな言葉が聞こえてきて、俺は思わずそのままの姿勢で固まる。

　……す、涼花の好きな人……だと？

　俺はにわかに混乱した。涼花と『好きな人』という単語が、なんだかあり得ない組み合わせのように感じたからだ。

　なぜかごくりと喉のどが鳴り、いつの間にか手が汗あせばんでいるのを感じた。

　……な、何なんだ、この感覚？

「い、いや、そんなのいるわけがないな。涼花に限って、そんな」

　次に聞こえてきたのも二階堂さんの声だった。

　肝かん心じんの涼花は黙だまったままで、さっきの問いに対する答えはまだ語られてない。

　俺もまた、二階堂さんと同じように考えていた。

　……涼花に限ってそんなの、いるわけがないだろう、と。

　けど、……だけど、なんでこんな、胸を締め付けられるような感覚がするんだ……？

「そ、そ、そそそそれは……！」

　やがて、どこか上ずった涼花の声が聞こえてきた。

　そして直後に、大きく深呼吸をする音がして、辺りを一いつ瞬しゆん静せい寂じやくが包む。

　気づけば俺は、息を殺しながら、涼花の次の言葉を待っていた。……そして──




「わ、私には……！　私には好きな人が、います!!」




　そのどこまでも真しん剣けんな涼花の声に、俺は人生で最大のショックを受けるのだった。







　　　第四章　俺の我わが儘ままを聞いてくれ




　　　　　　　★




　……最近、お兄ちゃんの様子が変なのです。

　具体的にどういう風に変かというと。まず上の空でいることが多くなりました。

　今までもボーッとしたところはありましたが──……ま、まあそれが可愛かわいいところでもあるのですが……、現状はそんなレベルではありません。

　今朝も、一いつ緒しよに登校する時、




「お兄ちゃんお兄ちゃん」

「…………」

「お兄ちゃん！　聞こえていないんですか？　お兄ちゃん！」

「………………ん？　ああ」

「ああ、じゃありません。どうしたんですか？　心ここにあらずといった感じで……」

「い、いや、別に何ともないよ……」

「そうは見えませんが……、まあそれはいいです。そ、それより、今日の取材プランですけど──……って、お兄ちゃん!?」

「……うん、なんだ？」

「なんだじゃなくて、取材についてですって！　またボーッとして……！」

「ああ、取材か……。悪い、今ちょっとそういう気分じゃなくて、勘かん弁べんしてくれないか」

「ええ!?　ど、どうしてですか!?」

「まあ……、うん。……と、とにかく、さっさと行こう。遅ち刻こくするから……」

「あ、ま、待ってくださいお兄ちゃん！」




　……と、こんな感じで完全に雰ふん囲い気きがおかしいんです。

　基本的に上の空で、会話をしていてもどこか素っ気ない感じがして、もちろんイチャイチャなんてできる雰囲気ではありません。

　今までこんなことはありませんでした。……いえ、以前の疎そ遠えんな状態と比べても、今回のような感覚は初めてのことです。まるでお兄ちゃんが私を避さけているような──

　……うっ！　か、考えただけで胸に痛みが走りました……！　そ、そんな恐おそろしいことがあるわけないじゃないですか……！　そ、そんなこと……！

　私はベッドに寝ね転ころがり、ギュッと枕まくらを抱だきしめながら心を落ち着けようとします。

　……冷静に、冷静にと自分に言い聞かせますが、お兄ちゃんが変になった原因について考えると、思い浮うかぶ可能性は心がざわめくあの一件しかありません。

　お兄ちゃんの好きな人。

　考えたくもありませんが、目を背そむけるわけにはいきません……！

　お兄ちゃんの態度がおかしくなったのは、やはり好きな人が原因なのでしょうか？

　好きな人のことを考えて上の空になり、好きな人がいるから私から距きよ離りを取る……？

「ううう……、お、お兄ちゃぁん……！」

　だ、ダメです。思考を進めるだけで泣きそうになります……！

　で、ですがここで涙なみだに暮れている場合ではありません！　しっかりと事態を見み極きわめないと、本当にお兄ちゃんを失ってしまうことになりかねないんですから……！

　……う、ぐすん。か、仮に原因がそうだったとしましょう。

　ですが、なぜお兄ちゃんは急に変わってしまったのか？

　ずっとお兄ちゃんを見ている私の目には、最近になって大きな変化はなかった気がします。少なくとも、お兄ちゃんの傍そばで女性の影かげは──……ま、まあ氷ひ室むろさんやＷダブルピースさんや桜さくらさんや秋あき乃のさん春はる菜なさんといった面々以外では、新たに確かく認にんできませんでしたし。

　……ううん、わかりませんね。少し考え方のアプローチを変えましょうか……。

　お兄ちゃんがおかしくなったのは最近ですが──では具体的にいつごろから？

　そうですね……？　この前、秋あき葉は原ばらに行った時の夜くらいから……でしょうか？

　では、あの時に何か原因になるようなことが起きたのか？

　私はあの日の記き憶おくを思い返しますが、楓かえでを連れて街を回ったことや、Ｗピースさんの家でコスプレをしたことなど（あれはあんまり思い出したくない記憶ですが）くらいしか頭に思い浮かんできません。

「……あ、そう言えばあの日の帰り道で、楓と話をしたんでしたっけ」

　ふと、そのことを思い出した私。

　そうでした。公園で一服している時に、ふと話題が好きな男の人のことになったんでしたっけ。楓から急にそんなことを訊たずねられて、慌あわてた記憶があります。

「ま、まああの時は、世界で一番大好きな男の人であるお兄ちゃんのことを思い浮かべて答えたんですけどね！」

　お兄ちゃんの好きな人のことで焦っていた私は、誰だれかに自分の想おもいの強さを知ってほしかったのでしょう。楓の質問に煽あおられる形で、まるで決意表明のように「いる」と答えたのでした。まあ、楓はそれがお兄ちゃんのことだなんて思いもしなかったでしょうけど。

　……うーん、それはともかく、やはりその日に原因らしきものはないですね。

　ではどうして、突とつ然ぜんお兄ちゃんの様子がおかしくなったのか？

　私はうんうんと頭を悩なやませますが、ついに何も思いつきませんでした。

「こ、こうなれば、一いつ旦たん原因は置いて、対策の方に集中するしかありません」

　私は頭を切り替かえます。対策──とにかくお兄ちゃんが好きな人を忘れるくらい、私の魅み力りよくの虜とりこにすることです。

　……ですが、そちらも現状では上う手まくいっていません。いっぱいイチャイチャしてるはずなのに、お兄ちゃんは私の方を振ふり向いてくれず、あんなことになっているわけです。

「やはり、今まで以上にさらにイチャイチャするしか……！」

　私はお兄ちゃんとのあんなイチャイチャやこんなイチャイチャを思い浮かべて妄もう想そうの世界に旅立ちかけますが、寸前で踏みとどまります。

　……このまま、ただひたすらに突つき進むだけでいいのでしょうか？

　も、もちろんお兄ちゃんとのイチャイチャはいっぱいしたいです。

　それこそ四六時中、夢の中でもしていたいくらいです。

　けれど、それは私の願望でしかありません。今重要なのは、お兄ちゃんに好きな人を忘れてもらい、こちらに振り向いてもらうことです。

　ただイチャイチャしているだけではいけない──私は渋しぶ々しぶですが、そう判断せざるを得ませんでした。ここでなんとかしないと、お兄ちゃんを永遠に失ってしまうのですから。

「……そ、そんなのは絶対にダメです！　何か、違ちがう対策を考えないと……！」

　鼻の奥がツンとして泣きそうになりましたが、私は我が慢まんして思考を続けます。

　ですが、一向に案は浮かんできません。しばらく枕を抱だきながらベッドの上をゴロゴロしていましたが、何一つ対策が思いつかないのです。

「うう、グズグズしている時間はないのですが──……あ」

　その時、ふと机の上に置いていたスマートフォンに目がとまります。この前、お兄ちゃんと一緒にショップに行き、機種変へん更こうしたものです。

　同時に、お兄ちゃんがいつも言っている「困った時は誰かを頼たよればいい」という言葉が脳のう裏りをよぎり、私はスマホを手に取ってしばらく逡しゆん巡じゆんします。

「……少々不安ではありますけど」

　何を悩んでいるかというと、氷室さんやＷピースさんなどの知ち恵えを借りるべきかということです。今までの経験上、彼女達に頼ってもパッとした結果が得られたことはないのですが、今はそんなことを言っている場合でもないし……。

　実は、これはこの前の秋葉原で聞いた話ですが、なんでも氷室さん達は『永と遠わ野の誓ちかいライン』というグループを形成しているらしく、そこで日々情報交こう換かんをしているとか。

　それはスマホでないと参加できないとかで、私が機種変更したと言うと、参加してはどうかとやり方なども教えてもらったんです。

　……そこなら皆みなさんから知恵を借りることができるはずです。これは、現状を考えるとかなりタイミングのいい話ではないでしょうか？

　私は一人頷うなずいて、そのグループに参加すべく教えられた通りにスマホを操作します。

『おお妹さん、来てくれたんデスね！　いらっしゃいマセ！　大だい歓かん迎げいデスよ！』

　試ためしに挨あい拶さつをしてみると、早さつ速そくＷピースさんがコメントしてくれました。

　間もなくそれに続いて、氷室さんや桜さん、秋乃さんや春菜さんも、私を出で迎むかえてくれるようなコメントを返してきます。この五人がグループのメンバーなんですね。

　……なるほど、これは便利ですね。そう言えば琴こと美みもグループを作ろうとか言ってましたけど、その通りにすべきかもしれません。

　私はそんなことを考えながら、しばらく皆さんととりとめのないやり取りをします。

　そして慣れてきたころ、私はいよいよ本題に入ります。

　少しドキドキしながら、次のような文章を皆さんに投げかけました。

『今お兄ちゃんが作品について悩んでいるみたいです。主人公をどうやってヒロインに振り向かせればいいのか、ということらしいですが、皆さんどうすればいいと思いますか？　私も力になってあげたいのですが、よくわからないのでアドバイスをいただければと』

　もちろん、お兄ちゃんに好きな人がいて云うん々ぬんについては明かしません。

　私が永遠野誓だということも当然伏ふせて、あくまでもお兄ちゃんが作品の展開に悩んでいるという体ていをとります。ボロを出すわけにはいきませんからね。

　私のその発言には、大いに反はん響きようがありました。

　お兄ちゃんの、それも作品に対する話題なので、皆さんの勢いが違います。

　……まあ、このグループの名前が『永遠野誓ライン』だから当然と言えば当然なのですが、それだけじゃないとわかっているので少し複雑です。

　さて、肝かん心じんのアドバイスですが、それこそいろいろありました。

『やっぱり意識するきっかけになるイベントが必要』と秋乃さん。

『ヒロインは妹なんだから、妹パワー全開で迫せまるのが一番だよ！』これは桜さん。

『意識するというなら、やはりエロイベントが鉄板デス！』もちろんＷピースさん。

『いや、普ふ通つうはデートとかでしょ？　そこで特別なことが起きてとか』春菜さん。

『最強のイベントはやっぱり告白よ。それが王道じゃない』そして氷室さん。

　……うーん、どれも納なつ得とくはできるのですが、いまいちしっくりきません。

　秋乃さんの言う通り、意識してもらうイベントが必要です。私は妹ですから、もちろん妹パワーも必要でしょう。……ま、まあイカガワシイイベントは、必要ならば躊ちゆう躇ちよはしませんが……。デートはいいのですが特別なこと、ですか……。で、でもさすがに告白は無理です！　それが一番だとはわかりますけど、か、考えただけで……！　あうう……！

　いろいろと意見は出たのですが、どれも決め手に欠ける印象です。

　それは皆さんも同じらしく、議論はさらに白熱していきます。

『やはり、二人だけの関係では限界がある。第三者キャラを絡からめては？』秋乃さん。

『では恋こいのライバルキャラを登場させるのはどうデスか？』Ｗピースさん。

『あ、それよくない？　それだと嫌いやでも意識させることになるし』春菜さん。

『えー、でも妹の祐ゆう花かはお兄ちゃん一筋だよ？　ライバルにならないよ』桜さん。

『そこは見せ方でどうとでもなるわ。ただ、ヒロインを争うライバルキャラって基本的にラノベだと歓かん迎げいされないのよね』氷室さん。

　私はそのやり取りを見ていて、何かピンとくるものがあり、すぐさまコメントしました。

『ライバルキャラとはどういうものなのですか？』

　その質問に、皆さんは丁てい寧ねいに説明をしてくれます。

　それによると、ライバルキャラとはヒロインに好意を持つ男性のキャラクターで、積極的にヒロインにアプローチしていき、主人公を焦じらせるのが主な役目らしいです。

　その過程で主人公はヒロインを意識することになるので、機能としては二人の関係を促そく進しんさせる存在なのだそうです。大たい抵ていはハイスペックの理想的な男性だとか。

「……こ、これです！」

　私はそれを知って、思わず手を握にぎりしめていました。

「このライバルキャラという存在は、まさに今の状じよう況きようにピッタリです！　妹の前に突とつ如じよ現れる男性！　お兄ちゃんはその存在に焦あせり、妹を意識せざるを得なくなる……！」

　もちろん、私の作品内にそのようなキャラは不要です。

　妹と兄の間には、そんな余計な存在などいりませんからね。邪じや魔まなだけです。

　……ですが、現状では使えます！　ライバルキャラの登場で、お兄ちゃんの意識を妹へと──つまり私へと向けるのです！　これしかありません！

　私は皆さんにお礼のコメントをすると、すぐさまスマホを放ほうり出して作戦の立案にかかります。具体的にどうするのか……。

　まず、当たり前ですが現実でライバルキャラを登場させることはできません。

　お兄ちゃん以外の男の人に、演技だとしても言い寄られるだなんて考えたくもありませんし、それでなくても少し前まで何度も告白されてウンザリだったんですから。

　そもそもそんなことを頼たのめる男子の知り合いもいませんし、作るつもりもないのでその方法は却きやつ下かです。当然ですね。

　……となると、やはり作品内に登場させるしかありませんか。

　お兄ちゃんは妹好きで私の作品の大ファンでもあります。そこに妹を狙ねらうライバルが出現したら……？　もちろん、そんなのは許せないとなるはずですよね？

　私はそんなお兄ちゃんの感情を煽って、その気持ちを現実の私へと向けさせるのです。

「……『もし涼すず花かにそんな男が現れたら？　ああ、好きな人なんかにかまけてる場合じゃない！』なんてことになるに違いないですよね！　えへ、えへへ……！」

　こ、これは完かん璧ぺきな作戦じゃないですか！

　もちろん結果的に、作品内にライバルキャラが出てくることもありません。あくまでもアイデアとしてお兄ちゃんに見せて、お兄ちゃんの手で排はい除じよさせるんです。それでお兄ちゃんは私を意識するようになり、作品も元通りになって、全すべて丸く収まります！

「そうと決まれば、早速ライバルキャラを登場させたストーリーを作りましょう！」

　私は意い気き揚よう々ようとノートＰＣを立ち上げました。

　しかしキーボードを叩たたき始めようとした時、ふとその手が止まってしまいます。

「…………ライバルキャラってどういう風に書けばいいんですか？」

　ライバルキャラはハイスペックで理想的な男性像だそうです。

　けれど、それを具体的にどのように書けばいいのか、まるでわかりません。

　……いえ、そもそも私には、お兄ちゃん以外の男性のイメージがないんですけど。

　お父さんは男性というより『父』ですし……。となると、ライバルキャラは主人公とはまた違った意味で、お兄ちゃんをモデルにした男性にするしかないですね。

「つ、つまり、私は二人のお兄ちゃんに迫られるというわけですか……！」

　そう口にした瞬しゆん間かん、その光景が妄想として頭を支配してしまいました。

　私は思わず立ち上がってベッドにダイブし、枕まくらを抱だきしめてえへえへとだらしない笑みを浮うかべながら、しばらくの間ゴロゴロと転がり続けます。

　ゴロゴロ。

「い、いけません、そんな理想郷に迷い込んでいる場合では……！　作戦のため、早くライバルキャラの出る場面を書かないと……！」

　結構堪たん能のうした後、私は後ろ髪がみを引かれながらも執しつ筆ぴつ作業へと戻もどります。

　とにかく、ライバルキャラもお兄ちゃんをモデルに書きましょう。ただ、それだと主人公と同じになるので、主人公とはまた違ったお兄ちゃんの側面をイメージして……。

「真ま面じ目めで精せい悍かんで優ゆう秀しゆうなお兄ちゃんと、ちょっと頼りないけど優やさしくて温かいお兄ちゃんの二人に迫られる私……！　ああもうっ、両方カッコよすぎて、私は一体どちらのお兄ちゃんを選べばいいんですか！　えへ、えへへ、えへへへへ！」

　私は身み悶もだえしながらも、結構なスピードでキーボードを叩き続けます。

　……待っていてくださいねお兄ちゃん！　絶対にぜーったいに、私の方を振ふり向いてもらいますから！　好きな人になんて負けないんですからね！
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「……………………ん、あ？」

　ふと気がつくと、俺は自分の部屋で何をするでもなくぼんやりとしていた。

　目の前にはＰＣのモニター。映し出されているのは白紙のドキュメント。

　……ああ、そういや応おう募ぼ用の作品を書こうとしていたんだったっけ……？

「……またボーッとしてたのか」

　俺は自分の頭を軽く小こ突づく。けど、相変わらず頭の回転は鈍にぶいままで、まるで意識全体に靄もやがかかっているみたいだった。

　もう数日前からこんな調子だ。普ふ段だんの生活はおろか、ラノベ執筆にさえもまるで熱が入らない。油断すると、すぐに意識が飛んでいってしまう。

　……原因はわかってる。もちろん、あの涼花の『好きな人がいる』発言だ。

　あの発言が俺に与あたえた衝しよう撃げきはすさまじいものだった。

　涼花に──俺の妹に、好きな人がいる。

　そりゃ涼花だってもう高校生で、いわゆる年とし頃ごろの女の子だ。好きな人の一人や二人できたって当然なのかもしれない………………けど。

「………………」

　……けど、なんだかすごくモヤモヤする。何がどうってのは具体的にわからないけど、とにかくなんか胸の辺りがモヤモヤするんだよ。……涼花に好きな人が……。

　頭ではわかってるのに、心が納得していないというか……。とにかく俺は、涼花に好きな人がいると聞いて、それを受け入れられていないし、ショックからも立ち直れていないといった状態なわけだ。

「しっかりしろよ……、俺」

　そう呟つぶやきながらため息を吐つく。そもそも、それを知ったからって俺がどうこうするようなことでもないのに、なんでこんなに気にしてんだろう。

　俺は別にそんな、リアルの妹がどうとかいうシスコンじゃないはずなのに……。

　そんな感じで再度ため息を吐いていると、コンコンと控ひかえ目なノックが聞こえてきた。

「お、お兄ちゃん、今ちょっといいですか？」

　ドアを開けて入ってきた涼花の姿に、俺の心臓がドキリと跳はねる。

　……い、いやいや、今ちょうど涼花のことを考えていたとはいえ、過か敏びん反応すぎだろ。

「ど、どうした涼花？　何か用か？」

　俺は努めて平静を装よそおいながら答える。すると涼花はどこかモジモジした様子で、

「え、えっと、その……、次の巻のことで少し相談がありまして……」

　なぜか頰ほおを染め、視線を逸そらしながらそう言った。

　……次の巻……、ああ、ラノベのことか。……くそ、まだやっぱ頭が働いてない。

「お、おう、どうしたんだ？　何か問題でもあるのか？」

「え、ええ、その通りです。ちょっとストーリーで悩なやんでいまして……」

「そうなのか？　……ってか、そういや次の巻ってどんな話になるんだ？」

「そ、その……、涼りようのライバルキャラとして、祐花を好きになる男子を新たに登場させようかと思っていてですね……！」

「………………………………………………………………………………え？」

　その瞬間、俺の全身がピシッと固まった。

　……い、今なんつった……？　ら、ライバルキャラ……？　しかも、妹キャラの祐花を好きになるって……、つまり主人公の恋のライバル……ってことか？

　え、えええええええええええええええええええええええええ!?!?!?!?

　な、なんでいきなりそんな!?　お前の作品は兄妹きようだいのラブラブイチャイチャがメインの妹モノだろ!?　それなのになんで、そんな余計な──

「…………っ！」

　その時、俺はハッと息を吞のんだ。

　……ま、まさか？　このタイミングで、いきなりライバルキャラが登場とか、理由は一つしかないんじゃないか……？　つまり、そのライバルキャラってのは涼花の好きな人ってのをモデルにして書いたのでは……!?

　突とつ拍ぴよう子しもない考えに聞こえるかもしれないが、俺は半ばそう確信していた。

　でなきゃ、天才作家である永遠野誓がそんな不必要なキャラを出す理由がない。

　となると、やっぱりそのライバルキャラは涼花の……。

「い、一応その場面を書いてみたんですけど」

　呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、涼花は原げん稿こうの束を俺に手て渡わたす。

　大した枚数でもないはずなのに、なぜかそれはズシリと重く感じた。

「そ、それで、お兄ちゃんはライバル登場後にどんな展開にすればいいと思いますか？」

　なぜかチラチラといった感じで俺を盗ぬすみ見る涼花だが、それどころじゃなかった。

　頭の中が真っ白になっていた俺は「……じ、時間をくれないか？」と、それだけをなんとか伝えて、涼花に部屋から出て行ってもらった。

　そして一人になった瞬間、一心不乱になって手渡された原稿を読み始めた。

　……な、なんだこいつ……！　普段は優ゆう柔じゆう不ふ断だんで頼たよりないけど、実は優しくてとっても温かい人だと？　そんなやつ、リアルにいてたまるかよ……！

　俺はそこに書かれたライバルキャラの記述に、いちいち反感を抱いだきながら読み進めていく。妹ヒロインの祐花は、兄とそのキャラの間で揺ゆれ動いているようだった。

　俺は手渡された一章分くらいの原稿を即そく座ざに読み終え、大きく息を吐く。

　展開とか面おも白しろさとかはまるで眼中になかった。ただ一点、

「……こいつが涼花の好きな人……か」

　もうそう考えるしかない。こんなキャラが突然登場したってのは、そういうことだ。

　俺が呆然としていると、ふと頭の中に、この男と涼花が並んで立っているイメージが思い浮かんだ。

　……涼花の好きな人。涼花の彼氏……。そう考えると、なんだかものすごく気が重くなり、俺は思わず肩かたを落として俯うつむいてしまった。

「い、いかん、なに落ち込んでいるんだ俺は……！　妹に彼氏ができるなんて普ふ通つうのことじゃないか……！　そんなのでいちいち落ち込む必要は……！」

　俺は気をしっかり持とうと自分自身に言い聞かせるが、それは全くの逆効果で、さらに気分がズーンと沈しずんでしまう。

「だああもうっ！　ラノベだラノベ！　ラノベを書くんだ！」

　ぶんぶんと頭を振ってそんな考えを追い出しながら、再びＰＣの前に座る。

　そして、頭に浮かぶ余計なものを全すべて追い出そうとでもするかのように、とにかく無我夢中でキーボードを叩き続けた。俺にはラノベがある、俺にはラノベがある……！　と、意味不明なことを何度も呟きながら。

　そうして小一時間ほど経たったころ、

「ぜぇぜぇ……」

　俺はまるで全力疾しつ走そうをした後かのように疲つかれ切っていた。

　……こ、こんなに集中して、ってか必死でラノベを書いたのは初めてかもしれない。

　とりあえず、一度見返して出来を確かく認にんしようとしたが、俺はそこに書かれている内容を見て愕がく然ぜんとする。

「な、なんで妹モノのラブコメを書いてんだ!?　あり得ねえ！　お、俺は確かに近未来の超ちよう能のう力りよくバトルモノを書く予定だったはずなのに!?」

　本気で驚きよう愕がくする俺。だが、そこにあったのは間ま違ちがいなく妹モノのラブコメだった。

　俺はわけがわからず混乱した。そして、そうまで涼花のことがショックだったのかと自覚して、さらに悶もん絶ぜつする。

　そうやって結構長い間、俺は部屋の中をうろつきまわり、ベッドに倒たおれ込み、机に突つっ伏ぷして、床ゆかをゴロゴロと転がっていたが、

「……何やってんだ俺は」

　やがてすっかり憔しよう悴すいして、部屋の真ん中にペタリとへたり込んだ。

「……………………はぁ、そうだよな」

　そうして、全身がすっかり脱だつ力りよくしてしまった俺は、ようやくある結論に達した。

　……そんなこと、最初からわかりきっていたはずの結論なんだけどな。

「兄貴が妹の男女交際について、口出しするのはもちろん、あれこれ思い悩むこと自体がおかしいんじゃねえか……」

　それは、至し極ごく当然の考え方だと思う。なんでここに至るまで、俺はあんなにもヤキモキしていたんだと、自分で自分が愚おろかしかった。

　俺は「そうだそうだ、全くその通りだ……」と努めて軽い口調で続ける。

　実際は、まだ内心で思いっきりモヤモヤしてたし、神経はささくれ立ってたし、身体からだもそれに呼応するようにモゾモゾ動いてたけど、それでも無理矢理納なつ得とくしながら、俺はこの結論が正しいと自分に言い聞かせていた。

「……行くか」

　やがて俺は立ち上がり、原稿片手に部屋を出た。

「お、お兄ちゃん、原稿を読んでくれたんですか？」

　向かったのはもちろん、隣となりにある涼花の部屋だ。

　涼花は俺から返へん却きやくされた原稿を手に、何かを期待するような目で俺を見つめている。

　もっとも、今の俺にはその純じゆん粋すいな視線がとても痛かったのだが。

「そ、それで、どうでしたか!?　この先の展開はどうすればいいと思います!?」

　矢や継つぎ早ばやに繰くり出されるその質問に、俺は考えていた答えを返そうとする。

　ものすごい抵てい抗こう感があって言葉に詰つまったけれど、俺はそれを無理矢理我が慢まんして、ひねり出すように言葉を口にする。

「わ、悪い。俺には何も思い浮うかばなかったから、涼花の好きにすればいいと思う」

「……え？　えええええ!?」

　涼花の目が驚おどろきに見開かれる。

「な……っ！　そ、それはどういうことですか!?」

「だ、だから、俺にはこの先の展開についてアドバイスとかできないから、涼花の思う通り書くしかないってことで……。その、力になれずにすまないけど」

「そ、そんな……!?　お、お兄ちゃんはこの展開のままでいいと思うんですか!?　ライバルキャラの登場に、疑問とかは感じなかったんですか!?」

　もちろん感じたさ。むしろ疑問と反感しかないくらいだ。

　……本当は、今すぐにでもそんなキャラは排はい除じよしてほしい。絶対に登場させないでほしい。いつも通りの兄妹のイチャイチャ物語を書いてほしいと、心から思う。

　けど、そんなことを言う権利が俺にあるか？

　涼花は自分の好きな人をモデルにライバルキャラを登場させたんだぞ？

　それを、嫌いやだから出さないでくれなんて、ファンとしてならともかく、兄貴としてそんな自分勝手なこと、絶対に言えるわけないだろ……！

「……ま、まさか……、お兄ちゃんはどうでもいいと……？　自分に……きな人がいるから……、私のことなんて……、だから……!?」

　なぜか涼花はショックを受けたような顔で、わなわなと震ふるえている。

　途と切ぎれ途切れのうえに声が小さくてよく聞き取れなかったけど、どうでもいいなんて俺は決して思っちゃいないぞ。……ただ、

「……お、お兄ちゃんは……、私じゃなくその人と……！　し、知らないところで……、ラブラブな……！　うう、ううう……！」

　お前の好きな男をモデルにしたキャラが出てくるラノベに、俺は口出しすることはできそうにない。……だって無理にしたら、我慢できずに物語そのものを無茶苦茶にしてしまいそうで、それが何より怖こわいんだよ……！

　涼花の作品と涼花の気持ちを踏ふみにじりかねない──そう考えると、俺はただ黙だまっていることしかできない。……代理人の資格なしと言われるとその通りだと思うけど、それでも涼花を傷つけるよりは遥はるかにマシだ……。

「……ううう、ひ、一人にしてください……!!」

　涼花はそう言って、俺と目を合わせることなくドアを閉じた。

　俺は「ごめん……」とだけ呟つぶやいて、自分の部屋に戻もどる。

　……やっぱり俺は、いろんな意味で兄貴失格なのかもしれない、と思いながら。
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　その日を境に、俺と涼花の間には再び壁かべができたようになった。

　と言っても、以前みたいに疎そ遠えんだった時のものとは感かん触しよくが少し違う。

　以前は俺が嫌きらわれているという前提で、まるで間に石壁がそびえ立っているようだったけど、今はまるで透とう明めいな分厚いガラスがそこにあるみたいだ。

　姿は見えるけど、手は届かない。

　そんな、ある意味では以前よりも遥かに距きよ離りを感じるような状態になっていた。

「……そろそろ行くか」

「そうですね……」

　会話は最小限になり、常に余よ所そ余よ所そしい空気が流れる。

　通学路ではただ並んで歩くだけで、もう手をつないだりはしなくなった。

　いやそもそも、取材をすること自体がなくなった。そんな雰ふん囲い気きではないからだ。

　どちらともなく距離を空け、それに気づいてさらに気まずくなる。

　そんな日々が数日続き、そして俺達はお互たがいに目に見えて元気がなくなった。

　……俺の方は、もちろん涼花の好きな人のことがまだ尾おを引いていたからだ。

　いろいろ考えたけれど、結局まだ俺は現実を受け入れられないでいる。それじゃあダメだとわかっていても、こればっかりは理り屈くつじゃなかった。

　一方で、涼花もまた何かに悩なやんでいるようだった。

　二人で一人の永遠野誓として、その役割から逃にげた俺に怒おこっている──というだけではなく、どうももっと別のことを気にかけている気配だ。

　……おそらくそれは好きな人のことなんだろう。もしくは次巻のアイデアについて悩んでいるのか……。どちらにせよ、今の俺にはどうすることもできない。

「ねえ祐ゆう、最近元気ないじゃない。涼花さんもどこか変だし……、何かあったの？」

　俺達の変化は一いち目もく瞭りよう然ぜんらしく、舞まいからもそんな心配をされ、

『舞から聞きマシた。悩みがあればいつでも相談に乗りマスよ？』『なんだかわからないけど元気出して先生！　桜はいつでも味方だからね！』『弟で子しとして、師し匠しようが苦しんでいるのを見過ごせない。人生の先せん輩ぱいに頼たよるべき』『あんただけならどうでもいいけど、涼花さんもおかしいらしいじゃない。何があったの？』

　などなど、いつもの面々からもメールや電話で次々と連れん絡らくが来た。

　とはいえ、こんなことを誰だれかに相談できるわけもなく、俺はその全てに適当に誤ご魔ま化かした返事をするしかなかった。

　……そんな感じで悶もん々もんとした時間を過ごしていた──そのころ、

「先輩、相談したいことがあるので、お付き合い願います」

　俺は、真しん剣けんな表情の二に階かい堂どうさんに呼び出されることになったのだった。




　　　　　　　▼




　放課後。部室棟とうへと続く校舎の片かた隅すみで、俺は二階堂さんと向かい合っていた。

「相談とは他でもありません、もちろん涼花のことです」

　二階堂さんは真まっ直すぐ俺を見み据すえながら、いきなりそう切り出した。

「最近の涼花は明らかに元気がありません。理由を訊たずねても何もないの一点張りで……、永なが見み先輩なら何かご存じなのではないですか？」

　……やっぱその件だよな。

　それは半ば予想していた内容だったので、俺も想定していた答えを口にする。

「いや、俺もよくわからないんだ」

「同じ家に暮らす兄妹きようだいでも、わからないのですか？」

「同じ家に暮らす兄妹でも、わからないことくらいあるだろ」

　俺の答えに、二階堂さんは「それはそうかもしれませんが……」と眉まゆをひそめる。

　……ああもう、なんでこう、刺とげ々とげしい言葉になっちまうんだろう。心にゆとりがないのが自分でもわかって嫌になるな……。

　その後も、俺は二階堂さんからいろいろ涼花について訊きかれたが、全すべてぼかした答えしか返さなかった。

「……これは、先輩には言うつもりはなかったのですが……」

　すると、二階堂さんは何やら覚かく悟ごを決めたような様子で続けた。

「先輩は、涼花に好きな人がいるとご存じでしたか？」

「うぇっ!?」

　俺はわかりやすいほど狼ろう狽ばいしたが、幸い二階堂さんは気づかなかったようだ。

「以前に涼花の口から直接聞いたのです。自分には好きな人がいるって……。先輩は心当たりはありませんか？」

「い、いや!?　おおお俺はそんなこと知らにゃい！」

「……そうですか。実は私、涼花がそのことで悩んでいるのではないかと推測しているのです。いわば、こ、恋こいの悩みというやつですか」

　少し恥はずかしそうに顔を赤らめながら言う二階堂さん。

　……あ、焦あせったぜ……。けどそういや、二階堂さんは涼花から直接そのことを告げられてたんだったっけ。考えてみれば、彼女がその可能性に思い至るのは当然か。

「そ、そうなのか？　全然知らなかったな」

　俺はなるべくそうやって平静を装よそおいながら返そうとしたが、

「先輩はこのままでいいのですか？」

　と、二階堂さんに真顔でそう言われた。

「こ、このままで、とは？」

「ですから、涼花に好きな人がいるということについてです。涼花はまだ高校一年生なのですよ？　だというのに男女交際など、は、早すぎると思います！」

　俺は思わず「そうだよな！」と全力同意しそうになったが、それを抑おさえ込む。

　……あ、危ない危ない。……と、それはともかく二階堂さんは、涼花に好きな人がいるってことに反感を持っているらしい。け、けどそこに親近感を抱いだいちゃダメだぞ俺！

「先輩は、涼花の好きな人について何かご存じありませんか？」

「い、いや、何も知らないな」

　本当はすごく知りたいんだけど、という言葉はのみ込む。

「そうですか……。早くしないと取り返しのつかないことになるというのに……！」

「ま、まあ落ち着いて。こういうことは、外野がどうこう口出しすることじゃないし」

　俺は心にもないことを口にしている自覚があったが、それはどこか自分自身に言い聞かせるような言葉でもあった。

「な、何を言うのですか！　このままでは涼花がどこの馬の骨かもわからない男にとられるかもしれないのですよ!?　先輩はそれでいいのですか！」

　いいわけねえだろ！　とよほど叫さけび出しそうになったが、なんとか踏みとどまる。

　……なんとかできるなら俺だってなんとかしたいわ！　けど、そんなことを兄貴が言えるわけないだろ!?　そこにどんな正当性があるってんだ！

　ただただ涼花が傷つかないよう見守るしかないんだよ……！　それが兄貴と妹の関係の限界なんだよ……！　兄貴にとっては妹の幸せが第一なんだから……！

「……と、とにかくです。男の方はともかく、涼花の元気がないままというのは友人として放ほうっておけません。そこでお願いします。永見先輩の方から涼花を励はげましてやってくれませんか？」

「へ？　お、俺が？」

「はい。やはり涼花には先輩からの方が効果的かと思います。先輩も事情を知ったのですから、兄として元気のつけようもあるでしょう」

　い、いやいや、妹の恋の悩みについて俺が元気づけるとか、できるわけないだろ。

　俺自身がそのことに複雑な感情を抱いてるってのに、なんて言えばいいんだ？　励ますどころの話じゃねえよ……。

「……悪いけど、俺には無理だ」

「な……っ!?　ど、どうしたのですか先輩！　妹がふさぎこんでいるんですよ!?　兄であるあなたが無理だなどと……！」

「できないもんはできないんだ。この件に関しては、俺は力になれない……」

　俺がそう答えると、二階堂さんは信じられないといった感じで目を見開いた。

　だがやがてスッと目を細めると、突つき刺さすような鋭するどい視線を向けてきた。

「み、見み損そこないましたよ先輩！　あなたともあろう人が……！」

「……何と言われようとも、答えは同じだ」

「く、なんてことだ……！　涼花は先輩を、優やさしくていざという時には頼りになる人だと言っていたのですよ!?　私もその言葉通り、あなたの作品の中に出てくる兄とそっくりだと感じていたのに……！」

「え？　あ、あれ読んだの？」

「か、買って読みましたとも！　わ、私には刺し激げきが強すぎましたが、それでも監かん視しの意味も込こめて……！　それはともかく、先輩は私も助けてくれたではないですか。あの物語の主人公のように立派な人だと思っていたのに……！」

「……俺は、あんな完かん璧ぺきな兄貴じゃない」

「……っ！　ええ、そのようですね」

　そこで二階堂さんは「もういいです」と話を切り上げた。

「先輩が頼りにならない以上、私一人でなんとかします」

　最後にキッと睨にらみつけてから、二階堂さんは俺に背を向ける。

　そしてそのまま振ふり返ることなく、

「……あなたは理想的な兄だと思っていたのですが──……幻げん滅めつしました」

　それだけ言い残して、足早に立ち去ってしまった。

　俺はそれを見送ってから、大きくため息を吐ついて傍そばの壁かべにもたれかかる。

「仕方ない、だろ……」

　そう、こればっかりはどうしようもないことなんだ。

　俺はそのまま、全身を包む気だるい疲ひ労ろうを感じながら、何をするでもなくその場にぼんやりと突っ立っていた。頭の中も空っぽで、何も考える気力がわかない。

　だが、それから三十分くらい経たったころ、ふと先ほどの二階堂さんの言葉を思い出す。

「……幻滅しました、か」

　それは当然だと思った。妹が困ってるのに何もしない兄貴とか、最低だからな。

　でも、何もできない理由は、結局俺の心が狭せまいからだと気がつく。

　……そうだ。たとえどれだけ気に入らなくても、それが妹を大事だと思う心から来ていたとしても、妹に好きな人がいるって事実は受けとめなきゃならない。

　それができずに、結果として妹の力になってやれないなんて、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか。

　本当に妹の幸せが第一だって思うのなら、今俺がすべきことは一つしかないはずだ。

「そうだよな……」

　俺は心の中でそう結論を出して、歩き始める。

　本当は、まだ納なつ得とくなんてしていないのだろうが、それでも無理矢理納得する。

　……俺にとっては、涼花の幸せが第一なんだからな。

　恋の悩なやみについては相談に乗ってやれないけど、それでも落ち込んでいる涼花を元気づけることは、兄貴としてやらないといけない。

　本当はあの日、涼花に相談を受けた日にそうできればよかったんだけど、今いま更さら言ったって仕方がない。今できることをやるしかないんだ。

　俺は、モヤモヤし続ける心を無視しながら、涼花を励まそうと足を速める。

「もう家に帰ってるかもしれないけど、とりあえず教室に行くか……」

　目指すは涼花のクラスがある一年の教室だ。

　だが到とう着ちやくして入り口から中を確かく認にんしても、数人の生徒が残って談だん笑しようしているだけで、涼花はおろか、その友人である二階堂さんと椎しい名なさんの姿も見えない。

　……やっぱもう帰ったのかな？

「あ、あれって永見さんのお兄さんじゃない？」「あ、ほんとだ」「どれどれ!?」

　するとその時、教室に残っていた女子生徒数人が、俺を見つけて一いつ斉せいに近寄ってきた。

「何か用ですかぁ？」「永見さんに用事なんじゃ？」「あんまり似てない兄妹きようだいだよね」

　賑にぎやかだなぁ……。あと見た目の件はほっとけ。

「えっと、涼花はいるかな？　それとももう帰った？」

　でもまあちょうどいいので、この子達に訊ねてみる。……だが、

「……えっとぉ」「ねーどうする？」「言っちゃっていいのかな」

　なんだか微び妙みような反応が返ってきた。……なんだ？

「それが、ついさっきまでいたんですけどぉ……」「なんか知らない男子が来て、永見さんを校舎裏に呼び出してったんです」「あれって絶対告白だよねー」

　…………な、に？

　女子生徒達は「そうだよね。やっぱ私達も見に行こうよ」とか「あんな男子この高校にいたんだね。すっごいカッコよかった！」とか「でも、どっかで見たことない？」などと好き勝手話し合っていたが、俺はもはや聞いちゃいなかった。

　……男子が涼花を校舎裏に呼び出し…………告白だと!?

　次の瞬しゆん間かん、俺は無意識のうちに走り出していた。

　放課後の、生徒達がまばらに歩いている廊ろう下かを、俺は全力で疾しつ走そうする。

　自分が校舎裏を一直線に目指しているのがわかった。ただ、それが何のためにかはわからない。わからないけど、俺の足は勝手に動き続けている。

「はぁはぁ……っ！　くそっ！」

　荒あらい息を吐きながら、俺は心の中のモヤモヤが一気に広がっていくのを感じていた。

　……いや、これはもうモヤモヤなんてレベルじゃない。明確な違い和わ感──いや、拒きよ否ひ感といっていいものが、俺の胸にも頭にも溢あふれだしていた。

　涼花が男子から告白される。

　そのこと自体は既すでに聞いたことがある話で、そりゃ俺の妹は超ちよう絶ぜつ美少女で完かん璧ぺき超人なんだから好きになるのも無理はないさ。

　けど、今まではそれを全すべて振っていたようだが、今回はどうなんだ……？

　涼花には好きな人がいるんだ。もし、今回の相手がその男子だったら……!?

「……はぁはぁっ！　……くっ！」

　頭の中に、その光景が浮うかび上がる。考えたくないと思っていても、イメージは俺の意思に反してどんどん進行していく。

　涼花が正体不明のイケメン男子と向かい合っている。

　頰ほおを染めた涼花の柔やわらかな笑え顔がおが、あの可か憐れんな笑みがそのイケメン男子に向けられる。イケメン男子の言葉に、涼花は目め尻じりに涙なみだを浮かべながら微笑ほほえむ。その表情はどこまでも幸せそうで、涼花の目にはそいつの姿しか映っていない。

　やがてイケメン男子の手が涼花の肩かたにかけられる。涼花は小さく頷うなずいて、そいつを見上げる姿勢のまままそっと目を閉じる。そして──

　………………そ、して……っ！




　──プチン！




「……んなこと……っ、させるかあああああああああああああああああああああっ!!」

　その瞬間、俺はついに絶ぜつ叫きようしながらブチギレた。

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音をリアルに聞きながら、俺はさらにスピードを速める。

　前を歩いていた女子生徒の集団が振り向いて「ひっ」と悲鳴を上げながら左右に飛び退のいていくが、そんなことはどうでもいいんだよ！

　今の俺の頭の中には涼花のことしか存在していなかった。

　涼花の姿が──それも、小さい頃からずっと見てきた全ての涼花の姿が俺の脳内に浮かび上がる。

　うっすらと記き憶おくに残る、ハイハイをしている赤子の涼花。

　おにいちゃんおにいちゃんと言いながら、うれしそうに俺の後をちょこちょことついて回る幼児の涼花。

　つまずいて泣きそうになっていたのを、俺がおんぶしてやると言った途と端たんに笑顔になって「おにいちゃんだいすき！」と抱きついてくる幼よう稚ち園えん児じの涼花。

　ランドセルを担かつぎ「これからはもう大人です」と精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のびをして、俺が笑うと真っ赤になって頰を膨ふくらませる小学生の涼花。

　そして一時期は疎そ遠えんになったけど、ラノベ作家になったことがきっかけで仲直りができて、また昔みたいな笑顔を見せてくれる中学生の涼花……。

　全ての思い出がとても手放すことなんてできない貴重なもので、俺は今更ながらに、自分にとって涼花がどれほど大きな存在かを知った。

　だからこそ──

「お、俺の涼花に……！　世界で一番大事な妹に手を出しやがって！　どこの誰だれか知らないけど、絶対に許さねええええええええええええええええ!!」

　俺はもはや恥はじも外聞も建前もなく、心の底からそう叫さけんでいた。

　自分勝手だ？　エゴだ？　……ああそうだよ！　それで何か文句あるか!?

　……ああくそっ！　数分前までの俺自身をはり倒たおしたい……！

　何が「兄貴として妹の交際に口を出せない」だ!?

　何が「妹に好きな人がいるって事実は受けとめなきゃならない」だよ!?

　そんな綺き麗れい事ごとはくそくらえだ！　建前とかポーズなんて捨てちまえ！

「俺は、俺はなぁ……っ！」




　涼花が誰かにとられるなんて、絶対に許せねえんだよ!!




　俺は心の中で、ハッキリとそう宣言した。

　今まで俺の中にあった「兄貴として」って名分に基もとづいた考えは、その瞬間に綺麗さっぱり、跡あと形かたもなく吹ふっ飛とんでしまった。

　とにかく、涼花をとられたくない。たとえそれが涼花の好きな人であっても関係ない。

　そのことで涼花から罵ば倒とうされても嫌きらわれても、最悪縁えんを切られても……！　それでも俺は自分自身にもうウソはつけなくなっていた。

「……くそっ！　待ってろよ……！」

　ここにきてようやく自分に正直になった俺は、全ての重荷を捨て去ったかのような勢いで走り続ける。

　校舎を飛び出し、道をぐるりと回り、木々の間を突つっ切きって校舎裏を目指す。

　そして、

「いた！」

　俺はついに、そこに佇たたずむ涼花の姿を発見した。涼花の他には誰もいない。

「間に合ったああああああああああああああああああああああああああぁっ！」

「きゃあっ!?」

　俺はそのままの勢いで、涼花の前へと飛び出していった。

　俺の突とつ然ぜんの登場に、涼花は声を上げて驚おどろく。目を見開いて、何事かといった表情だ。

「お、お兄ちゃん!?　どどどどうしてここに!?」

　当然涼花は動どう揺ようしまくっている様子だが、俺はそんなことは関係なしに、息を整える暇ひまもなく急いで辺りを見回す。

「ぜぇぜぇ……！　や、野や郎ろうは……、はぁはぁ、まだ来てないみたいだな……！」

「え、ええ……？　一体何を言って……」

　俺のその様子に、涼花はわけがわからないといった感じで戸と惑まどっている。

　そりゃ男子からの呼び出しを待っていたら、いきなり兄貴が乱入してきたんだから面食らうのも当たり前だ。……けど、そんなことは関係ない。

「……はぁはぁ、……よし！　帰るぞ涼花！」

「はい!?」

　俺は困こん惑わくしたままの涼花に、真正面からそう告げた。

　涼花は目を白黒させているが、俺はかまわずに涼花の手を取って歩き出そうとする。

「お、お兄ちゃん!?　ままま待ってください！」

「待たない」

「なっ!?　何を言ってるんですか!?　いきなりやって来たかと思ったら、こんな意味不明なことを……！」

　涼花がその場に踏ふみとどまったので、俺は仕方なく振ふり返る。

　するとそこには、真っ赤な顔でこちらを睨にらみつけている涼花の顔があった。

「と、とにかく、一度この手を放してください！　ドキドキして……！」

「嫌いやだ」

「えええ!?　ど、どうしてですか!?」

「放したくないから」

「そ、それは……！　あうあうあう……！」

　涼花はこれ以上ないくらい顔を赤くして言葉に詰つまっていたが、やがて耐たえ切れなくなったかのように「いいから放してください！」と言って無理矢理手を引っこ抜ぬいた。

「な、なんなんですか……！　いつも変ですけど、今日のお兄ちゃんは輪をかけておかしいですよ!?　どういうことなのか説明してください！」

「それは後だ。今はとにかくここから離れよう」

「だから何を言ってるんですか！　私はここで人を待っているんですから、離れるわけにはいきません！　……というか、そもそもどうしてお兄ちゃんがここにいるんですか！」

　ふーふーと息を荒くしながら詰きつ問もんする涼花。

　だが俺は、その問いには答えずに核かく心しんの言葉を口にする。

「お前、男子に呼び出されてここにいるらしいな」

「え？」

　それを聞いた涼花は、怪け訝げんそうな顔で俺を見返した。

「……た、確かにそう言えなくもないですけど……？　で、でもそれが何だというんですか？　いえそれより、どうしてお兄ちゃんがそのことを知ってるんです!?」

「そんなことはどうでもいい。それよりも、お前が今からここで、その男子から告白されるってのが問題なんだ」

「こ、こくは……っ!?」

　涼花の顔がさらに赤くなって、同時に驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。

　……予期してなかったのか？　自分のことには鈍にぶいやつだな。

「そんなことをさせるわけにはいかない。だからすぐに帰るんだ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　お兄ちゃんは一体何を言ってるんですか!?」

「……詳くわしい話なら後からいくらでもするから、今はとにかくこの場を──」

「い、嫌です！　ちゃんと納なつ得とくするまで帰ったりはしませんよ！」

　俺は再度手を伸のばすが、涼花はそれを拒否して後ずさった。

　確かに、涼花が納得できないのも無理はない。でも俺は、強引にでも涼花をこの場所から遠ざけたかった。一いつ瞬しゆんたりとも、その相手と涼花を会わせたくなかったのだ。

　しかし、そんなことを知らない涼花は──いや、知っていたとしたらなおさらだろうけど──当然怒いかり出す。

「だ、大体どういうことですか！　男子とか、こ、告白とか……、わけのわからないことばかり言って！」

　涼花はキッと俺を睨みつけながら続ける。

「そもそも、これはお兄ちゃんには関係のないことなんですから、口を挟はさまないでください！　迷めい惑わくです！」

「関係ないわけないだろ！　お前が気になる男子から告白されるってのを、みすみす見み逃のがすなんてできるか！」

　俺が声を荒あららげると、涼花は一瞬キョトンとした後、

「え……？　お、お兄ちゃん？　何か勘かん違ちがいをしているんでは……？」

「勘違いも何もあるか！　……誤ご魔ま化かさなくてもいい。俺は知ってるんだよ。だから、このままにしておくなんて、俺には絶対にできないんだ！」

「な……っ、ええ!?」

　涼花は俺の言葉に「お、お兄ちゃんが何を言ってるのかわかりませんが……」となぜか困惑していたが、しかしすぐに真っ赤になって、俺を鋭するどく睨みつけた。

「た、たとえそうだとしても、それが何だというんですか！　それこそ、お兄ちゃんには無関係なことじゃないですか！」

「だから！　俺はお前が──」

　しかし涼花が、俺を遮さえぎるように「そもそも！」と言って、

「お兄ちゃんは私のことなんて、どうでもいいと思っているんでしょう!?」

　そんな言葉を、俺に叩たたきつけるように口にしたのだった。

「……え？」

　俺は一瞬、何を言われたのかわからず呆ぼう然ぜんとする。

「……そう、そうですよ！　お兄ちゃんは私のことなんて、もうどうでもいいと思ってるんです！　自分のことばかりで、私の相談なんてまるで……！」

「い、いや、涼花？」

「なのに、今いま更さらになって何ですか！　お兄ちゃんにとって私なんて気にもならないただの妹なんですから、だったらもう放ほうっておいてください！」

　涼花はそう言って、俺と目を合わさないようにそっぽを向く。

　俺は、涼花が何を言っているかわからなかった。何か、重大な誤解がそこにはあるように感じた。だけど、

「…………っ！」

　次の瞬間、涼花の目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいるのが見えて、俺の中にかろうじて残っていた冷静な部分はあっという間に蒸発してしまった。

「お前のことがどうでもいいわけがあるか！」

　そして、俺は気がついたらそう叫んでいた。

「お、お兄ちゃん？」

「俺は涼花が男子から告白をされるって……！　それできっと、お前がそれを受け入れるに違いないと思って……！　そしたら身体からだが勝手に……！」

　想おもいが、上う手まく言葉にならない。もしかして俺は、まだ自分の心を取り繕つくろおうとしているのかもしれない。そう思った瞬間、俺はこのもどかしさを振り切るように、ただただ正直に自分の気持ちを吐と露ろしようと決めた。……そして、




「俺は……！　お前に彼氏ができるなんて考えただけで、すごく嫌な気分になるんだよ！　だから、そんなの作らないでくれ！」




　そんな、どこまでも赤せき裸ら々らで、そしてどこまでも最低な告白をしたのだった。

「………………え？」

　一瞬だけの静せい寂じやく。呆あつ気けにとられた顔。そして、

「え、ええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　涼花の絶ぜつ叫きようが、静まり返った校舎裏に響ひびき渡わたる。

「そ、それは、ええええええ!?　お、おおおお兄ちゃんが、わた……っ、彼氏!?　そ、それが嫌で!?　つ、作らないでくれって!?　あうあうあう……！」

　爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くして、きょろきょろと辺りを見回しながら両手をわたわたと振る涼花。ここまで慌あわてている姿は初めて見るが、俺はそんなことを気にしている余よ裕ゆうもなく、まるで決けつ壊かいしたダムのように言葉を吐はき出し続ける。

「そうだよ！　お前に彼氏なんて、想像しただけで胸がムカムカしてくるんだよ……！　兄貴である俺がこんなこと言う権利なんてないってわかってるけど、許せないんだ！」

　もはや止められなかった。

　今までずっと抑よく圧あつしていた気持ちが、ここぞとばかりに溢あふれてくる。

「おお、おおお、おおおおおお兄ちゃんっ!?」

「ごめん涼花！　でも言わずにはいられないんだ！」

　今にも目を回しそうになっている涼花に、俺は必死に訴うつたえる。

「彼氏なんて作らないでくれ！　告白なんて受けないでくれよ！　自分勝手だって、エゴだってわかってるけど、……でも耐えられないんだ！　涼花が離れていくと考えると、それだけで寂さびしくて寂しくてたまらなくなるんだよ！」

「で、ですから、あの……！　ふぁ……、はにゃ……！」

「これが……、俺の正直な気持ちなんだよ……！」

　俺はぜぇぜぇと息を切らしながら、とにかく頭に浮かんだことをそのままストレートに口から出していく。

　我ながらトンデモナイことを言ってるって自覚はあった。

　自分勝手で支し離り滅めつ裂れつで、涼花の気持なんかまるで考えずに、そしてひたすらキモイ。

　もうこれ以上はないってくらいの最低最悪の告白だ。

　けど、俺はもう覚かく悟ごを決めていた。

　たとえ、これで涼花との間に修復不能の溝みぞができようと、それこそ以前よりも遥はるかに険悪な仲になってしまおうと、それでも自分の気持ちにだけは正直でいようと思ったんだ。

　正直でいないとダメだって、思ったんだ……！

　あまりのキモさに泣きそうな顔でフラフラになっている涼花。

　……ごめん、こんなクソバカな最低兄貴で……！　俺は、こんなにも筋金入りのシスコンだったんだ……！　今まで全然自覚がなかったけど、マジで救いようがない……！

　でも、最後にもう一言だけ言わせてくれ。

　最後にもう一つだけ、俺の我わが儘ままに付き合ってくれ。

　そうしたら──もう俺なんか見放してくれてかまわないから────！

　俺は大きく深呼吸をして、言った。




「俺は……！　お前が誰だれかにとられるなんて絶対に嫌なんだ！　だから……、だから俺を置いていかないでくれ！　ずっと俺の妹のままでいてくれ!!」




「────────────────はい」

　その時、

　俺の絶叫に応こたえるように、そんな声が返ってきた。

　見ると、涼花が信じられないといった顔をして、胸に手を当てながら俺の方を呆然と見つめていた。

　自分でも何を言っているのかわからないような、そんな告白ともいえない感情の発はつ露ろ。

　論理的な整合性も何もない、一方的な呼びかけ。

　だが、
















「…………はい。わかりました……」

　涼花は、それに確かに応えてくれた。

　もしかしたら、涼花自身も自分が何を言ってるのか理解していないのかもしれない。

　この異常事態に煽あおられて、思わず反射的にそう答えただけかもしれない。

　けれど、俺へと真まっ直すぐに向けられた視線と言葉には、確かな肯こう定ていの意味が込められていた気がする。

　……ま、マジか？　涼花が、あんなバカな言葉を受け入れて……？

　だが、それが間違いないことだと俺が自覚した瞬間、




　わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!




　なぜか、俺達の他に誰もいないはずの校舎裏が、突とつ如じよものすごい歓かん声せいに包まれた。

「うわっ!?　な、なんだ!?」

「きゃあ!?　お、お兄ちゃん!?」

　俺と涼花はその衝しよう撃げきに、思わず抱だき合いながら驚おどろく。

　慌てて周囲を見回すと、木の陰かげや草むらの中、校舎の角や窓の辺りから次々と生徒達が大量に現れて、しかもなぜか全員が一様に輝かがやく視線を俺達へと送っていた。

　……な、なんだこれ!?　何が起こった!?

　俺も涼花も状じよう況きようが摑つかめずにいると、

「わ、私感動しちゃった！」「なに今のなに今の!?」「す、すげぇ……。なんかわからないけどとにかくすげぇ！」「漢おとこだぜ、永見先せん輩ぱい……！」「うわぁ、なんかドキドキしてるよぉ……！」「ヤバいって！　これヤバいよ！」「うえぇ……、涙が出てきたよ……」

　……などなど。生徒達が口々に意味不明なことを口走っているじゃないか。

　興奮した顔の男子や、涙を流してる女子、拍はく手しゆしてるのやスマホをかまえてるやつまでいるけど、……ま、マジでどうなってやがるんだ!?

　俺はもちろん、さすがの涼花もこの異常な状況に、ひたすら周りをきょろきょろしながら俺の腕うでの中で「え？　え？」と混乱していた。……そんな折、

「な、なんだ!?　これはどうしたことだ!?」

　突とつ然ぜん背後からそんな声が聞こえてきて、振ふり向くとそこには一人の男子が立っていた。

　周りの生徒達にも驚いている様子だが、俺と涼花を見て目を見開いている。

　……あ、さてはこいつが涼花を呼び出したやつか！

　そいつが小走りに近寄ってきたので、俺は涼花を守るようにその間に立ちはだかる。

　そこでまた周囲が一いつ斉せいに盛り上がったのだが──

　……お前らいい加減キャーキャーうっせーよ！　なんなんだよマジで！

「な、なぜこんなことに!?」

　そいつは男とは思えないハスキーボイスで、再度辺りを見て驚いている。

　だが俺は「そんなこと関係ないしお前に涼花は渡さない」とばかりにその男子に詰つめ寄ろうとしたのだが──

　……………………あ、あれ？　……なんかこいつ、おかしいぞ？

　い、いや、どっかで見たことないですかこの人……？

　というか、も、もしかしてこれは……、もしかするとひょっとして!?

「…………まさか、二階堂さん？」

「はい、それは楓です」

　俺の問いに後ろにいた涼花が即そく座ざに答えてくれた。

　あ、やっぱり？　なーんだ、そうじゃないかと思ったんですよねー。

　…………って。

「はああああああああっ!?　な、なんできみがそんな格好してんの!?」

　俺はあまりの事態に度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

　……い、いや、だって仕方ないだろ!?　なんで!?　なんで涼花を呼び出した場所に現れたのが二階堂さんなの!?　しかも男子の格好で!?　もう意味わからん!!

　だが俺がその事情を聞きだす前に「ま、まさかライバル登場!?」といった感じで再び周囲のギャラリーが盛り上がり──もとい騒さわぎ始めた。

　ああもう！　二階堂さんの登場も意味不明だけど、お前らも十分意味不明だぞ！

　なんだかいろんな意味で収拾がつかなくなっており、俺はもうどうしたらいいんだと途と方ほうに暮れそうになっていたのだが、

「……お兄ちゃん、楓、走りますよ！」

　次の瞬間、涼花が俺と二階堂さんの腕を摑んで、ものすごい速さで走り出した。

　ついて行くのも大変だったが、それでも俺達はギャラリーを振り切るために全力で走り続ける。そして、例の人ひと気けのない校舎の隅すみっこに来た辺りで、ようやく足を止めた。

「ふう……、ここならもう大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「はぁはぁ……！　なんだったんだ……！」

　俺は肩かたで息をしながら呟つぶやく。見ると、二階堂さんも困こん惑わくした様子で息を整えていた。

　……やっぱ、どう見ても男子の格好だよな。服装は男子の制服で、髪かみ形がたも短くなってるし、一体どうなってるんだ？

「す、涼花、あれは一体どういうことだ？　なぜ生徒達があんなに……」

「その前に、楓のその格好の理由を先に聞きたいですね」

　涼花にそう言われて、二階堂さんはハッと息を吞のむ。

　そこで初めて、自分が男子の姿をしていることを思い出したのだろう。

「それに、私を校舎裏なんかに呼び出したことも」

「そ、それは……！」

「ま、待て待て!?　じゃあ涼花を呼び出した謎なぞのイケメン男子ってのは二階堂さん!?　ってか涼花はそのことを知ってたのか!?」

　俺が割って入ると、涼花は事もなげに「はい」と返した。……いやいやいや。

「なんのつもりかは知りませんでしたが、男装した楓が急に教室にやって来て、校舎裏に来てくれと言って去って行ったんです。訊きき返す時間もありませんでした」

「……その場にいた他の生徒がそれを見て、涼花が謎のイケメンに告白されるんじゃないかって噂うわさしてたわけか……。俺もそれを聞いたから校舎裏に行ったんだけど……」

「え、噂!?」

　二階堂さんが意外だといった感じで驚く。

　……そりゃそんな目立つようなことしたら、当然そうなるだろうよ。

　あ、そういやあのギャラリー達もその噂を聞きつけて、校舎裏に隠かくれてたわけか！

「私は放っておくわけにもいかないので、仕方なく校舎裏に行きました。そこで楓に理由を訊たずねようと思っていたのですが……」

　そこで、俺と涼花が同時に二階堂さんを見る。

「わ、私はそんな……！　別に事を荒あら立だてるつもりなんてなくて……！」

　彼女がしどろもどろになっていると、遠くから誰かがやって来るのが見えた。

「あ、いたいた楓ー。もう、どこ行ってたの？　それで作戦は成功したの？」

　それはもう一人の友人である椎名さんで、小走りに二階堂さんに近づきながらそんな意味深なことを言った。……作戦？

「あ、涼すずちゃんとお兄さん？　じゃあ、あら？　結局どうなったのかしら？」

「……琴美、作戦とは何のことです？」

「え？　だから、楓が涼ちゃんに告白してラブラブ作戦のことよ」

「あ、こら琴美！」

　二階堂さんは慌あわてて椎名さんの口をふさごうとするが、もう遅おそい。

　……こ、告白？　ラブラブ作戦……？　なんだかすごく嫌いやな予感がする。

「…………楓、説明、してくれますね？」

　涼花が有う無むを言わさぬ気配を二階堂さんに向ける。

　彼女はビクッと一度身体からだを震ふるわせてから、やがてガクリと肩を落とした。

　……で、二階堂さんの説明は次の通りだ。

「す、涼花が男と付き合うということが、私にはどうしても許せなかったんだ……！　でもどうすればいいのかわからなくて……、それで思いついたのが、どこの馬の骨ともわからない男に取られるくらいなら私が男になって涼花と付き合おうという作戦で……」

「う、うわぁ……」

「か、楓、それは……」

　もうその時点でヒドイ。なんというか……残念過ぎる発想だった。

　さすがの涼花も、苦く笑しようを通り越こして顔が若じやつ干かん引きつっている。

「そ、それで琴美に頼たのんで男装をしてもらったんだ」

　二階堂さんはそう言ってウィッグを外す。短い髪かみ形がたはそれか。

　……そういや、椎名さんは演劇部で男装もどうとかって涼花が言ってたな。

「涼花を校舎裏に呼び出したところまではよかったんだが……。そ、そこで運悪く胸のさらしがほどけてしまって……。それを直すのに時間を取られて、やっと校舎裏に向かったらなぜか永見先輩と生徒達がいて……」

　で、結局作戦も何もなくなってしまったのだという。

　……つ、つまり俺は、二階堂さんのおかしな作戦の余波を食らった形で、あんなことをしでかしちまったってわけか……。

「はぁ……、あなたはまったく……」

　事情を聴きいて、涼花は心底呆あきれたといった感じでため息を吐つく。

　二階堂さんはそれを見て、さらに身体を小さくして涙なみだ目めになった。

「まあまあ涼ちゃん、怒おこらないであげて？　楓は涼ちゃんのことを心配して、こんなバカなことをしようと思ったんだから。ほんと、この子は昔から思い込みが激しくて、これと思ったら考えなしに突つっ走ぱしるのよね」

　……け、結構言うことに容よう赦しやないな、椎名さん。

「本当にバカなことですね。はぁ……」

「ううう、涼花……」

「ですが──」

　しかし涼花は、そこで二階堂さんをそっと優やさしく抱だきよせて、

「……ありがとうございます、楓」

「え……、え？　す、涼花？」

「楓は私の心配をして、こんなことをしようと思ったんでしょう？」

「う、ううう……。で、でも私は結局冷静さを欠いてトンチンカンなことを……」

「はい、全くその通りですね。その点に関してはフォローできません」

「あう……、ほ、本当にすまなかった……！」

「ですが、楓の気持ちはちゃんと伝わってきました。私のためを想おもってしてくれたことですから、怒ってなんていませんよ。……それに、あなたのおかげで……」

　二階堂さんの頭をゆっくりと撫なでながら、涼花は俺の方をチラリと盗ぬすみ見る。

　その顔がどことなく赤く染まっているように見えたのは、俺の気のせいだろうか。

「と、とにかく、安心してください。私は心配されてるような、どこの馬の骨ともわからない男性と付き合うことなんて、絶対にありませんから」

「す、涼花……！　うわああああんっ！」

　感極きわまって泣き出した二階堂さんを、涼花は優しく撫で続ける。

　そんな二人を穏おだやかな笑えみを浮うかべながら見守る椎名さんも含ふくめ、俺はこの三人の友情がいつまでも続いてくれればいいなと、素す直なおに思った。

「……いい友達だな」

　だから俺は、思わずそんなことを口にしていた。

　すると涼花は「ええ、私の友達ですから」と笑って返し、まだヒックヒックと泣き続けている二階堂さんに、そっと声をかけた。

「楓、ありがとうございました……」




　　　　　　　▼




　その日の帰り道は、久しぶりに涼花と二人だった。

　うっすらと夕暮れの朱しゆに染まりかけた家路を、どことなく気き恥はずかしい空気を感じながら涼花と並んで歩く。

　もちろんそれは、さっきの校舎裏での一連の出来事が原因なのは言うまでもない。

　……俺自身、思い返すだけで顔から火が出そうなくらいだもんな。

　まあでも、後こう悔かいはしていない。……していないけど、大勢の生徒達にも見られてしまって、これからどうなるんだろうというそこはかとない不安はある。

　それに、問題は涼花だ。

　さっきの件、結局うやむやなまま終わっちまったけど、涼花は本当のところどう思っているんだろう？　あの時の「はい」って返事は、涼花の本心だったんだろうか……？

「お、お兄ちゃん」

　そんなことを考えていると、いきなり涼花に呼ばれて俺はギクリとする。

「な、なんだ？」

「……お兄ちゃんは、その……、どうしてあんなことをしたんですか？」

　その問いかけに、もう一度ギクリ。

　……どうやら涼花は、さっきのことを曖あい昧まいなままにしておくつもりはないらしい。

　けど、今ここで、元に戻もどったテンションでさっきと同じことを言うのは……。

　と、俺が躊ちゆう躇ちよしていると、涼花はさらに続けた。

「お兄ちゃんは、す、好きな人……がいて、私のことなんてどうでもよくなったはずじゃなかったんですか……？」

「…………は？」

　俺は、その言葉の意味がわからず素すで訊き返す。

「す、好きな人……？　俺の!?　な、なんだって急にそんな話になるんだ!?」

「ご、誤ご魔ま化かさないでください！」

　……いやいやいや、誤魔化すも何もマジで心当たりがないんですけど!?

「私……！　実は聞いていたんですよ！　あの日、お兄ちゃんが楓と家の前で話をしていた時、好きな人がいると答えたのを!!」

　え？　二階堂さんと家の前でって……？

　……ああ、あの時か！　な、なんだ涼花のやつ、あの時の会話を聞いてたのか。

　確かに俺はあの時、自分に好きな人がいると二階堂さんに言った。……でも、

「あれは、二階堂さんを納なつ得とくさせるためのウソだぞ？」

「……う、ウソ!?　そんな！　なんでそんなウソをつく必要があるんですか!?」

「その時俺は二階堂さんから、妹のお前と俺が怪あやしい関係にあるんじゃないかって根も葉もない疑念を持たれてたんだよ。だから、俺に好きな人がいるって言ったらそれで納得してくれると思って、つい……」

「え、えええ!?」

　メッチャ驚おどろいてる涼花。

　……そ、それじゃあ私の今までの苦労は!?　とか、よくわからないことを愕がく然ぜんとした顔で呟つぶやいてるけど、なんなんだ……？

　いや、それはともかく、好きな人といえば涼花のことだ。

　さっきはなんか勢いで納得したけど、涼花に好きな人がいるってのは厳然とした事実のはず。なのに、なんでこいつはさっき「はい」なんて返事をしたんだ？

　俺は、この際だから勇気を出してそのことについて訊ねてみる。

「なあ涼花、お前、好きな人がいるんだろ……？　なのになんで、さっき俺の無茶苦茶な頼みに頷うなずいてくれたんだ？　あんな自分勝手な我わが儘ままをどうして……」

「わ、わわ、私の好きな人!?　ななななんでそのことを!?」

　真っ赤な顔で狼ろう狽ばいしている涼花に、俺は正直に説明する。

「いや、俺もお前と似たようなもんで……。この前のアキバからの帰り、お前と二階堂さんが公園で話してただろ？　実はその時、お前が私には好きな人がいるって言ってたのを聞いててさ……」

「ええ!?　あ、あの時の会話を!?」

　涼花はさらに顔を赤くして「あ、あれは違ちがうんです！」と慌てる。

　だがすぐに、なぜかハッとした様子で動きを止めると、

「……ま、待ってください……？　こ、これはお兄ちゃんに気持ちを伝える、絶好のチャンスなのでは……!?」

　何やら一人ブツブツと呟きながら、急に考え込んでしまった。

「……あのー、涼花さん？」

「ぴゃいっ!?　え、ええ、あの、そうですね！」

　俺が声をかけると涼花は再びワタワタし始めたが、間もなく大きく深呼吸をしてから、真しん剣けんな顔で俺と向かい合った。

「わ、わた……！　私の好きな人は……！」

　そして、どこか強い決意を込めた様子で、必死に言葉を紡つむぎ出そうとしている。

「好きな人、は……！　お、おお、……お兄ちゃん……！」

「……え？」

　だが、

「──のことが心配で、私は恋こいなんてしている暇ひまはありません!!」

　やがて涼花は、はぁはぁと荒あらい息を吐きながら、叩たたきつけるようにそう言った。

「ええ!?　じゃ、じゃあ二階堂さんとの会話は!?」

「あ、あれは！　……だから、あれはお兄ちゃんの──……ことではもちろんなく！　もちろんウソです！　お兄ちゃんと同じです！」

「う、ウソだと……？　そ、そうだったのか？」

「ええ、ええそうです！　あれは真っ赤なウソだったんです！　私には好きな人なんていませんし、あれはちょうど次の巻にそういうシーンがあったから、ヒロインになりきって答えただけです！」

「……ま、マジすか。そうだったのか……」

　俺はそれを知って、全身の力が抜ぬけていくのを感じた。

　……は、はは、なんだ、そうだったのか。涼花には好きな人なんていないんだ……。

　なぜか「どうして私はこう……」なんて呟きながら頭を抱かかえている涼花を尻しり目めに、俺は心の底から安あん堵どしていた。……本当に、よかった。

「……じゃあ、俺は何のためにあんなことしたんだろう？」

「それはこっちの台詞です！」

　なぜか涼花から怒られてしまった。

　理由がまるでわからないが、なんとなく理り不ふ尽じんなものを感じる。

　……しかし、となると、さっきの騒そう動どうは完全な俺の空回りだったわけか。

　それで俺はあんな身勝手なキモいことを……！

「ご、ごめん涼花！」

「い、いきなりどうしたんですかお兄ちゃん!?」

「さっきはその、お前に彼氏ができるのは嫌いやだとか勝手なことばっか言って……！　でもあれは正直な俺の気持ちで……！　本気だからなおさら性た質ちが悪いと思うかもだけど、でもあれはあくまでも兄として妹が大切ということであって、変な意味合いはなく……！」

　俺はしどろもどろになりながら、まとまっていない言い訳を続ける。

　つまるところそれは、俺は涼花に手を出したりは決してしないけど、でも妹離ばなれできない真性のシスコンですと言ってるようなもので、まさに救いようがなかった。

　しかし、いよいよ涼花に絶ぜつ縁えんされるかと思っていると、

「も、もういいです！」

　意外にも涼花には、そういった様子は見られなかった。

「べ、別にお兄ちゃんが変な意味で言ってるわけじゃないというのはわかっています。ただ、お兄ちゃんはどうしようもない妹好きだってことでしょう!?　えへへ……！」

　ただ、思いっきり急所を突つかれて、俺は心を抉えぐられる。

　……ぐ、自じ業ごう自じ得とくとはいえ死にたい。

「ほ、本当にお兄ちゃんは困った人ですね！　えへ、えへへ、えへへへへ！」

「ううう、か、勘かん弁べんしてください……」

「でも、本当に気にしなくていいですよ」

「……へ？」

　その言葉に、俺は顔を上げて涼花の方を見る。

　すると涼花は、最高の笑え顔がおを俺に向けながら、こう言ったのだ。

「だって私も、お兄ちゃんに彼女ができたら嫌ですから」

　そして間もなく、自分の発した言葉に気づいたようにかああぁと赤面すると、

「も、もちろんお兄ちゃんと同じで、あくまでも妹としてですからね!?」

　そう言ってぷいっとそっぽを向いてしまった。

　……え、えーと？　つまり、涼花は怒おこってもないし、俺の我儘も許してくれるし、それどころか実は結構なブラコ──

「……な、何を考えているんですか？」

「い、いえ、何も!?」

　涼花の不ふ機き嫌げんそうな声に、俺が慌あわてて背筋を伸のばす。

　そして同時に、さっきまで頭に浮うかんでいたあり得ない妄もう想そうは霧む散さんしてしまった。

「…………」

「………………」

　気まずいような、どこかくすぐったいような、照れくさい空気が流れる中、俺達はしばらく無言で歩く。

　だがやがて、俺はふと、ある問題がまだ解決していないことに気がついた。

　代理人。二人で一人の永遠野誓。

　あの時は逃にげ出したけど、今ならハッキリと、自分の考えを口にできる。

「……なあ涼花、次の巻の展開なんだけど」

　俺は、涼花に声をかける。

　だが涼花は、その呼びかけになぜか「わかってますよ」と返した。

　そして、




「私達の物語には、お兄ちゃんと妹だけでいいんですよね」




　そう言って、輝かがやくような笑みを浮かべながら振ふり向いた。

　それは、今までで一番可愛かわいい笑顔に見えて──

　……なぜか俺は、今までにないくらい、最高にドキドキしてしまったんだ……。







　　　エピローグ







　例の噂うわさの件は、それからすぐに解決した。

　……いや、解決したってのは語ご弊へいがあるな。

　問題にならなくなったってのが正確な表現かもしれない。というのも──




「あ、永なが見みさんとお兄さんだ……」「聞いた聞いた？」「うん、俺の妹は誰だれにもやらん！　って言ったんだよね？」「妹は俺のものだ！　じゃなかったっけ？」「どっちにしてもドン引きだよね」「でも永見さんは、そんなお兄さんを許してるらしいよ？」「うわ、さすが永見さん、人間ができてるね！」「マジ天使だよ。永見さん大変だね」




　こんな感じで、全く別の噂に塗ぬり替かえられちまったからだよ!!

　内容は、どうしようもないシスコン兄貴の俺に対して、それを優やさしく受け入れる聖母のような涼すず花かって感じだ。

　バカ兄貴と完かん璧ぺき妹という構図のため、当然俺の株は大暴落した。

　その一方で、涼花の人気は元々高かったのにさらに上じよう昇しよう。今や大天使扱あつかいである。

　……もちろんこの噂の出所は、あの日校舎裏で覗のぞいてたやつらだ。しかしまあ、あの時俺がやったことを考えると、反論のしようがないのも事実なんだよな……。

　なにはともあれ、俺と涼花が怪あやしい関係にあるといった噂は自然消しよう滅めつし、困った兄貴に涼花が仕方なく付き合ってあげているという新たな噂が流れることになったとさ。

　……ああくそっ、思いっきり俺の尊厳が犠ぎ牲せいになる形じゃねえか！

「お兄ちゃん？　どうして泣きそうな顔になってるんですか……」

　俺が内心で涙なみだを流していると、腕うでに抱だきつきながら隣となりを歩いていた涼花が言った。

　現在は朝の登校中。その通学路で、涼花は堂々と俺にくっついている。

　新しくできた噂のおかげで、学校でどれだけイチャイチャ取材をしようが、全すべてシスコン兄貴である俺のせいになってしまうのだ。だからもう、こんな風に取材をやり放題。

　イチャイチャすればするほど涼花は同情され、ダメージは全部俺に来るってわけだ。

　どうよ、この不公平感？　自業自得とはいえ、ちょっと酷ひどくないっすか？

「～～♪　～～～～♪」

　……けど、こうやって毎日上じよう機き嫌げんな涼花を見てると、結果的にはよかったと思う。

　もともと、涼花が変な目で見られなければ俺がどうなろうがかまわないって考えてたんだから、その意味では望み通りになったわけだし。

「あ、また永見さんにあんなことさせてるよ」「マジ鬼き畜ちくだね」「永見さん可哀かわい想そう……」

　もう少し手加減があってもいいとは思うけどな!?

　……はぁはぁ……、まあいいさ。

　噂の件も、涼花達の友情も、次の巻の執しつ筆ぴつも、何もかも解決して順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだ。

　なんの問題もありゃしない。……あるとすればそれは……。

「？　どうしました？　私の顔に何か付いていますか？」

「い、いや、何でもないぞ」

　さ、最近、涼花がこれまで以上に可愛く見えて、変にドキドキしてしまうことか。

　……って、ああ今のナシで！　ノーカンで！　なにキモイこと考えてんだよ俺は！

　マジで最近おかしいぜ俺……、どうなっちまったんだよまったく……。

「あ、涼花。永見先せん輩ぱいもおはようございます」

「おはよう涼すずちゃん。お兄さんも」

　俺が内心で悶もん絶ぜつしていると、涼花の友人達とバッタリ遭そう遇ぐうした。

　涼花も二人に笑顔で挨あい拶さつを返す。あの一件でさらに友情が深まったようで、傍はたから見ていても仲の良さが伝わってくるようで微笑ほほえましい。

　……ふう、涼花が談だん笑しようしている間にバカな考えは忘れて落ち着こう。

「永見先輩、ちょっとよろしいですか」

「ん？」

　そんなことを考えていると、二に階かい堂どうさんが少し赤い顔で話しかけてきた。

「先日の件、校舎裏で何があったのかを聞きました。……それは先輩のラノベの中に出てきた兄のようで、改めて先輩への尊敬の念が強まりました！」

　目を輝かせながらズイッと迫せまる二階堂さんに、俺は「そ、そりゃどうも……」と若じやつ干かん引き気味に答える。……相変わらず真まっ直すぐすぎる性格だな。

「で、ですが、かといって作中のように妹に手を出すようなことがあってはいけません。信じてはいますが、自制なさるよう」

「それって信じてないって言ってるようなものでは……？」

「親友である涼花が毒どく牙がにかかるくらいなら、わ、私が代わりになりますので！　あのような破は廉れん恥ちな扱いを受けるのは屈くつ辱じよくですが、耐たえてみせます……！」

「なにいきなり意味不明な宣言をしてんの!?　ってか、やっぱりどことなくうれしそうな感じに見えるんですけど!?」

　俺がそう言うと、二階堂さんは顔を真っ赤にして「し、失敬な！」と返す。

　……や、やっぱこの子、実はムッツリのドМなのでは……。

「お兄ちゃん……？　私の友人に手を出したらどうなるか、わかってますよね……？」

「出さないから！　怖こわいんでそんなに睨にらまないでくださいよ！」

「あらあら、朝からみんな賑にぎやかね」

　この惨さん状じようを見て、そんだけのんびりできてるんだから椎しい名なさんも大たい概がいだな！

　……けどまあそんな感じで、この春から始まった涼花と一いつ緒しよの高校生活は、なんとかギリギリ平へい穏おんと呼べる状態にまで落ち着いたのだった。




「さて、遅おくれを取り戻もどさないとな……」

　そんな日々を送る中、俺は大賞応おう募ぼ作の執筆ももちろん続けていた。

　いろいろあって最近書けていなかったから、この辺りで思いっきり書きまくろうと思って気合を入れてＰＣを起動させる。

「……ん？　これって」

　だが白紙のドキュメントを立ち上げようと思った時、ふとあるファイルが目に入る。

　それはこの前、涼花が男といるところを想像した時に、勢いで書き上げてしまった作品の欠片かけらだった。

　俺は何となくそれを開いて読み返す。

　直球の妹モノ。俺と涼花そっくりの兄妹きようだいがイチャイチャしてる物語。

　気の迷いで書き上げてしまったもので、こんなもんを書いたあの時の俺の精神状態はマジでおかしかったのだと思える。

　だが俺は、それを読んでいて純じゆん粋すいに面おも白しろいと思ってしまった。

　リアル妹がいる兄貴なのに、そのリアル妹そっくりのキャラとイチャイチャする物語をどうしてこうも面白いと思ってしまうのだろう？

　ダメだと思っているのに、どうしてこんなにも、ドキドキしてしまうんだろう……。

「お兄ちゃん？　今少し時間はありますか？」

「……っ！」

　その時、急に涼花が部屋にやって来て、俺は慌ててファイルを閉じた。

「な、何か用か？」

　そう言って振り返ると、涼花はどこかうれしそうに近寄ってきて、

「あ、あの、次の巻のことで少し相談が……」

　そう言って、原げん稿こうの束を抱かかえながら俺に内容を説明し始めた。

　その顔はほんのり紅潮していて、今まで気づかなかったけど、なんだか大人びたような気もする。……身長は変わっていないはずだから気のせいだとは思うけど、なんだか最近涼花の印象が違ちがって見えるような……。

「……そ、それでですね、この場面を書くためにまた取材が必要かと思いまして……！」

　涼花が俺を見上げながら、楽し気に微笑んでいる。

　その笑顔を見ていると、なぜか俺の心臓がまたドキドキとし始めた。

　さっき作品を読んでいた時の鼓こ動どうと同じような感かん触しよくで、俺はいよいよ戸と惑まどってしまう。

「お兄ちゃん？　どうかしたんですか？」

　……ああダメだ。確かにどうかしてるぞ。

　俺はこのおかしな感覚を振り払はらおうと、軽く頭を振って「何でもない」と答える。

　ったく、何かあるわけがねえだろ？　こんなもんは気のせいで、あの作品を書いたのだって、まさしく魔まがさしたからでしかないからな。

　俺は自分の考えに、無理矢理納得する。いや、納得しないといけない。

　だって、




　俺が好きなのは二次元の妹だけどリアルの妹じゃない──……はずなんだから。



















　　　あとがき




　恵え比び須す清せい司じです。この度は「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」第七巻をお買い上げいただき、ありがとうございました。

　この巻から、とうとう涼すず花かが祐ゆうと同じ高校に通い始めてしまいました。

　念願かなって上じよう機き嫌げんの涼花に、困こん惑わくしながらも涼花のいる風景を日常としていく祐。

　そんな新しい環かん境きように現れた涼花の友人達のおかげ（？）で、二人の関係が半ば強制的に変化していくといった今回の物語ですが、いかがだったでしょうか？

　より多くの時間を一いつ緒しよに過ごすことで着実に変わってきているこの兄妹きようだいの関係を、楽しく眺ながめていただけたなら幸いです。

　作者である私自身「とうとう涼花も高校生か……。時の流れは早いなー」なんてのん気なことも考えつつ、この面めん倒どうくさい兄妹を見守っていたりします。




　さて、時の流れといえば、この巻で「妹」シリーズはちょうど二周年となります。

　一年目の時も同じことを言っていた記き憶おくがあるのですが、今回も振ふり返ってみるとあっという間だったというのが正直な印象です。

　この一年は、コミカライズやアニメ化といった話が立て続けに出てきて、未知の領域に戸と惑まどいながら過ごしてきたといった感じでした。

　それぞれの関連でチェックするものもいろいろと増えて、しかもそれがまた全てエネルギーに満ち溢あふれており、ワクワクする反面圧あつ倒とうされることもしばしばでした。

　とはいえ、そういった勢いに押し流されないように、原作の方もこれまで以上にヒイヒイ言いながら書いていくつもりなので、今後ともよろしくお願いします。




　ところでコミカライズの件なのですが、コミックス版「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」の一巻が、この文庫七巻と同時に発売されました！

　月刊ドラゴンエイジにて、成なり田たコウさんによって連れん載さい中のコミックス版ですが、それがついに一冊の単行本になったわけですね。なんだかとても感かん慨がい深い……。

　原作にあったあんなシーンやこんなシーンが、コミックスというまた違ちがった視点で再現され、成田さんの描えがくキャラの可愛かわいさも相まって、とても面白い出来になっています。

　涼花や祐はもちろん、舞まいやＷダブルピース先生、篠しの崎ざきさんや江え坂さかさんも、みんなとても生き生きと描かれていますので、まだコミックス版を見ていない人はもちろん、ドラゴンエイジを購こう読どくして追いかけてくれている人も、是ぜ非ひ是非手に取ってみてください。

　原作者である私はコメントを、キャラクター原案のぎん太た郎ろうさんは応おう援えんイラストをそれぞれ寄せているので、そちらの方も目を通してもらえれば幸いです。




　またアニメの方は、アニメ専用ＨＰも立ち上がり、キービジュアルも発表され、いよいよ放送の日が近づいてきているといった感じです。

　今後、関連情報の発表をする頻ひん度ども増えていくと思いますので、そちらの方も是非注目していただければと思います。

　本当は、この場でもいろいろと発表できればいいのですが、どうしてもこれを書いている時点と皆みなさんの目に触ふれるまでのタイムラグがあるので難しいところです。

　なので「あとがきで思いっきりダイレクトマーケティング！」という身も蓋ふたもない夢はあえなく潰ついえてしまいました……。無念。

　仕方ないのでその役割は公式の発表に任せるとして、この場ではとりあえず「アニメ版も楽しみにしていてください！」とだけアナウンスさせていただきます。

　……みんな見てね！




　と、メディアミックス関係の宣伝はこのくらいにして、最後に謝辞を。

　本書を世に出すにあたってご尽じん力りよくいただいた多くの方々、今回も相変わらず素晴らしいイラストを描いてくださったぎん太郎さん、そして七巻を手に取って読んでくださった読者の皆さま、本当にありがとうございました。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──





二○一八年七月二日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞にて金賞を受賞。書き始めた時は、この作品がどうなっていくのかまるで予想できていなかったのですが、気がついたらもう七巻なんて数字になっていて、書いている本人が一番驚いているといった有様です。アニメやコミックのパワーに負けないよう、これからも精進していきます。


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない７








恵え比び須す清せい司じ
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平成30年8月18日　発行





(C)Seiji Ebisu, Gintarou 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『俺が好きなのは妹だけど妹じゃない７』

平成30年8月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）
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